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    「あ……ぁ……、あ……」


    　憧あこがれていた私立高への入学初日、おれはいきなりとんでもない事態に陥おちいっていた。


    　何を言ってるのかわからねーと思うが、校門をくぐり学園に一歩足を踏みいれたと思ったら、次の瞬間には目の前に薄青いパンツがあった。


    　……というか女子の下半身があった。


    　倒れたおれの顔の上に、覆おおいかぶさるような姿勢で乗った女の子。


    　その下腹部を包んだやわらかそうな布ぬの地じを、おれは瞬まばたきもできず見つめていた。転倒したはずみで微妙にずり下がり気味の状態になっているのが、さらに扇せん情じよう的だ。


    「…………」


    　女の子の方も、驚きのあまり硬直してしまっているみたいだ。


    　校舎へ向かっていたまわりの入学生たちが、足を止めてこちらをうかがっている。ざわついた雰囲気が周囲を覆う。


    　学園の敷地に入ってすぐ、おれは女の子とぶつかった……らしかった。


    　どちらから衝突したのかハッキリしないが、まるで、そう、ラブコメ漫画なんかでよくある突然の出会いのように。
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    　ああこれがキッカケになって恋が芽め生ばえたりしないかななどと思っているうちに、二人の体はもつれ倒れ……。


    　その結果がこの有あり様さま。


    　いや、けっして嘆くべき状況というわけではない。むしろおれにとっては歓迎すべきというか、何度となく夢にまで見たシチュエーションだった。


    「うおおおおおぉおおおオヲ……!?」


    　にわかに涌わきあがってくる興奮。


    　こんなにドキドキしたのは生まれて初めてかも。そもそも女子の下着を目撃するのなんて初めての体験だ。しかもこんな間近で……。


    　心の奥のアルバム、パンチラコレクションの最初のページを飾る記念すべき一枚目がこれだ！　大切に記憶し保存しておこう。


    　パンチラ愛好家の血が騒ぐ。


    　目の前の下着を、ひたすらに凝ぎよう視しして凝視して凝視する。


    　最高度に鍛きたえあげられた眼力は、視線の力だけでいかなる防御壁衣服をも無効化し透視する特殊能力、いわゆる〈直視の魔眼〉に至ると言われる。おれはまだ鍛え方が足りないものの、パンツ愛好連盟の一員としていつかはその境地に達したいものだ。


    　入学早々に我が身を襲った幸運を、おれは心の中でしみじみと嚙かみしめた。


    　やはりこの学校を選んで正解だった。


    　おれが期待した通り、この学園はラブコメの祝福を受けている！　まさしく聖なる土地！　ラブコメに強く魅ひかれる魂たましいが集つどう楽園……パラダイス！


    「た……」


    　おれの上に乗った女の子が口を開きかけたその時、


    　ザッ……ザッ……ザッ……ザッ……。


    　植えこみの陰から、真っ黒なスーツを着こみサングラスをかけた女性が四人現れた。まったく同じ外見の四人は、まっすぐおれたちの方に近づいてくると、両側から挟はさみこむ格好で腕を摑つかんだ。


    「えっ!?　何？」


    　──こいつら何者？


    　状況を理解できないうちに、おれと女の子は捕らえられていた。


    「どうなってんだよコレぇ……！　おれが何したっていうんだ！」


    　抗議の叫びも虚むなしく、目的地もわからないまま黒服の女たちによって連行されていく。


    



    　──瀬戸内海に浮かぶ小島に設けられた学園都市、私立芙ふ蓉よう学園。


    



    　このすぐ後、おれはここに入学したことを激しく後悔することになる。


    　なぜなら、


    



    　この学校ではラブコメが禁止されていたのだから──
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    「はっ……？」


    　気がつくと、おれは薄暗い部屋の中で倒れていた。


    「え、何ここ……」


    　起きあがり、あたりを見まわす。


    　見たことのない部屋。三方を剝むきだしのコンクリート壁で囲まれ、残る一面は廊下につながっているが、仕切りとしてものものしい鉄てつ格ごう子しがはめこまれていた。室内には簡素きわまりないベッドとトイレだけ。


    「まるで独房みたいなんですけど……」


    　おれは部屋の中央から廊下の側へ歩み寄ると、鉄格子に手をかけてみた。ガッシリとした鉄の棒は揺るぎもせず、どうやっても出られそうにない。


    　一体どこに連れてこられたっていうんだ。いきなり黒服の女に拉ら致ちられたと思ったら見知らぬ部屋に放りこまれてるなんて、おれの身に何が起きているのか……？


    「──なんて破は廉れん恥ちな！」


    　カツンカツンカツンカツン！


    　甲かん高だかい声が響くと同時に、廊下から固い靴くつ音おとが聞こえた。足早にこちらに近づいてくる。


    「悪あく逆ぎやくですわ！　非ひ道どうですわ！　重罪ですわ！」


    　続けざまに非難の言葉を吐きながら現れたのは、小柄な女の子だった。後ろに黒服の女を二名従えている。


    　おれのいる部屋の前に立つと、その女の子は両手を腰に当て、傲ごう慢まんな視線でこちらを見下ろしてきた。態度は尊大そのものだけど、体が小さいためいまいち威厳が足りない。


    「あなた、新入生ですの？」


    「あんた誰？　何なのここ」


    　おれはとにかく自分の置かれた状況が知りたくて、質問を投げかけた。


    　目の前の女の子はムッとした表情になって、自分の胸に手を当て、


    「口の利きき方からして粗雑な男ですのね。私はこの芙ふ蓉よう学園の生徒会長、深み山やま羽は織おり。ここは懲ちよう罰ばつ房ぼうですわ」


    「はァ？　懲罰房？　何だソレ」


    「文字通り、あなたのように校則に違反した生徒に罰を与えるための部屋ですの」


    「校則に違反って、おれ女の子とぶつかっただけなんだけど。他に何もしてねーよ」


    「まだ自分のしでかしたことがわかってない様子ですのね？　この学校ではラブコメは禁止されてますのよ！」


    　このひと言に、おれは後頭部をガツンと殴なぐられたみたいな衝撃を受けた。


    「ラブコメは……禁止？　何言ってるんだ？」


    「まるで理解していないようですわね。無知！　無学！　無教養ですわ！」


    　深み山やまは、救いようがないといった感じで頭を振って、


    「特別に説明してさしあげましょう。この芙ふ蓉よう学園では、生徒会の取り決めでラブコメが禁じられておりますの……正確には、生徒会長である私の判断で。ラブコメを過剰に摂取すると、人間の精神を堕だ落らくさせる作用があり学生生活に支障をきたすことは統計学的に見て明らか……ですからラブコメは、有害かつ反社会的な行為と言えます」


    「いや明らかって、いきなり飛躍しまくってるんだが？」


    「あなたのような凡人には理解できませんの？」


    「理解できる方がおかしいんだよ！」


    「ともかくそうした理由で、ラブコメ禁止という校則を設けたのですわ。少しでもラブコメ的な展開を連想させる行動をとった者は、この懲ちよう罰ばつ房ぼうへ連行され一定期間の監禁処分を受ける決まりになっているのです。ラブコメ的な要素を含む書籍や映像作品の所持も禁止。ラブコメはすなわち校則違反──いいえ、犯罪ですの！」


    「何だってええぇ────ッ!?」


    　目の前の女が並べたてる無茶苦茶な理屈に、おれは愕がく然ぜんとした。


    「そんな校則、許されるのかよ……」


    「そう、この島以外ではけっして許されないことでしょうね。けれど、私が生徒会長を務めるこの学園の中ではそれが規則──侵すべからざる法なのですわ！」


    　深山の口ぶりは、とても冗談とは思えない。何より、おれが現実に今こうして独房じみた部屋に入れられていることこそが、深山の言う校則が実在していることの証拠だった。


    　頭では理解できても、そんなこと認められない。認められるはずがない。


    「ラブコメが犯罪だなんて、バカげてる！」


    「お聞きなさい、あの声を」


    　深山は顎あごをしゃくった。示す方向は廊下の先。


    　おれのいる独房からは角度的に壁にさえぎられて見えないけど、何を指しているかはわかった。遠くから獣けものの鳴き声じみた不気味な叫びが響いてくるのだ。


    「ラブコメに強く魅せられた魂たましいは、正気を失って見み境さかいなく人を襲う悪あつ鬼きさながらの存在へと変わり果ててしまう……それを私たちは〈虚ろなるものホロワー〉と呼んでおりますの」


    「『鰤ぶり市いち』かよ！」


    　週刊少年誌に連載中の超人気漁業バトル漫画の設定じゃねーか。


    「一三号独房に監禁中のあの生徒は、もう取り返しがつかない段階まで症状が進んでしまい……もし顔を覆おおっている仮面が剝はがれ落ちたならば、巨大な力が解放されてしまうのです」


    「仮面て何っ！」


    「……めーめー書房刊『明かされる超古代文明の秘儀』より」


    「今のひと言で胡う散さんくささ一二〇パーセントだよ！」


    　おれがつっこむのも無視して、深み山やまは大げさに首を振りながらため息をついた。


    「あんな犠牲者をこれ以上増やさないためには、校則で禁止することによって、早い段階からラブコメの芽を摘つむほかありませんの！」


    　深山の語調にたじろぎながらも、おれはあることを思い出した。


    「でも、この学園には『初恋地獄変』があるって聞いたんだけど……」


    『初恋地獄変』……。


    　何十年も昔に出版され、今や伝説のラブコメとまで呼ばれる聖典のごとき存在だ。百部限定の自費出版という超稀き少しような形で世に出され、現存しているのは、この芙ふ蓉よう学園の理事長室に保管された一冊のみという噂うわさだった。


    　ラブコメ愛好家なら誰もが死ぬまでにひと目拝おがみたいと願う、幻まぼろしの書物。


    　そんな『初恋地獄変』を所有している芙蓉学園は、きっと楽園のような場所に違いない──そう考えたおれは、たいして勉強ができるわけでもないのに必死で努力し、念願叶かない入学を果たした。そして今日、晴れてここへやってきたんだ。なのにこの学園でラブコメが禁止されてるなんておかしいじゃないか？


    　おれが指摘すると深山は、露骨に不愉快そうに顔をしかめた。


    「ええ、ありますわよ。……私の部屋に」


    「あんたの部屋？」


    「私、この学園の理事長も務めておりますの。ちなみに、理事会はたいへん寛大なので、生徒に学園の自治をゆだねています。校則を決めるのは生徒会──そしてその長はこの私！」


    「結局、同じことじゃないか！」


    　おれのつっこみをよそに、深山は言葉を続ける。


    「たしかに理事長室には、あなたの言う通り『初恋地獄変』を飾ってあります。……けれどそれは、あなたの考えるような不純な動機のためではありません。むしろその逆──憎むべきラブコメを戒いましめるものとして飾ってあるのですわ！」


    「なぁ────ッ？」


    　おれは大きな悲鳴を上げ、床にひざまずいた。


    　憎むべきラブコメ……なんて、


    　おれが想像してたのとは、まるで逆！　あべこべ！　計算違いもはなはだしい……！


    「じゃあ、一体おれは何のために必死で勉強してきたんだ？　ラブコメだけを心の支えにして血の滲にじむ努力を重ねてきたんだ？　……まるで無意味じゃないか！」


    「愚かしいですわね」


    「おれが考えてた学園生活と全然違うじゃねーかよおおぉ……」


    　打ちひしがれたおれの頭上に、深み山やまの声が投げかけられる。


    「それにしても、入学初日から校則違反とはいい度ど胸きようしてますの。女子への身体的接触及びパンチラ目撃……」


    「いや、チラっていうかモロに見えてたんだけどな」


    「余計に悪いですの！」


    　おれがつい口をはさむと、深山の怒りに油をそそいだだけで、表情がさらに厳しくなった。


    「あなたとあの蛍ほたる火びという女子生徒は、私の校則違反・要注意人物リスト、通称〈ですのノート〉にしっかり記録させていただきましたわ」


    「何だその名前を書きこむだけで人殺せそうなノート!!」


    「二人とも、罰として一週間の監禁処分とします！」


    　深山は断固とした態度で宣言した。そしてそばに控えた黒服の持つ受け皿から紅茶のカップを取り、ひと啜すすりしてから、


    「……ですの」


    　とつけ加えた。


    「たったあれだけのことで、監禁処分……！　パンチラごときで厳しすぎる！　たとえば偶然、風でスカートの裾すそがめくれて見えちゃうことだってあるだろ」


    「それもまた校則違反！　どんな時であろうと隙すきを作らず下着の露出を避ける──それが芙ふ蓉よう学園の生徒たる者の心構え、乙おと女めのたしなみですわ」


    「違う、違うんだよ！　いいか、おれはパンチラが好きだ。でも、いかに下着を愛してるからって、スカートめくりをしようなんてつもりはない」


    「スカートめくり！　そんな真ま似ねしようものなら死刑ですの！」


    「だから、しないって言ってるだろ。スカートをめくれば下着が見える、それは当たり前のことだ。そこに美しさはない。思いもよらない瞬間、偶然チラ見えするからこそ感動するんだ。それは、天から与えられた奇跡の瞬間だからだ！」


    「は、破は廉れん恥ちなことをベラベラと！　何があろうとパンチラはパンチラ、許すことなどできませんわ！」


    　──くそ、おれの完かん璧ぺきなパンチラ理論がまったく通じねえ……！


    「この懲ちよう罰ばつ房ぼうで、せいぜい自分の行為を反省するがよろしいですの」


    　深山は汚けがらわしいものでも見るような目でおれを見下ろしてから、捨て台詞ぜりふを吐いて去っていった。


    　独房に一人取り残されたおれは、怒りにまかせて床を殴なぐりつけた。


    「ずっと憧あこがれてたんだ……かわいい女の子たちとキャッキャウフフする生活に……！　高校に上がれば、この芙蓉学園に入ればそんな毎日がやってくるんだと信じてた。なのに、それがすべて奪われるなんて……あんまりだッ！」


    　おれはラブコメが好きだ。


    　超絶に愛している。


    　その気持ちだけは誰にも負けない。


    　山やま間あいの小さな町で育ったおれの周囲には、同年代の女の子なんていなかった。パソコンもねぇ、ネットもねぇ、携帯の電波も入ってねぇ。ナイナイ尽くしの、時間の流れから取り残されたみたいな辺へん鄙ぴな土地。


    　そんな環境だから、娯楽と呼べるものもほとんどなく、唯一の楽しみはラブコメを読むことだった。気になる新刊が出るたびに、町に一軒きりの書店で注文してわざわざ取り寄せてもらい、何度となく貪むさぼり読んだ。『虎とら無ぶ竜りゆ』や『硯すずり屋やパンピーの躁そう鬱うつ』『ＷＩＴＣＨウイツチ　ＧＯゴー　１００％』……男のロマン溢あふれる作品群に胸躍おどらせた。


    　テレビの放送局は四つしか入らず、たまに運良くアニメが放送されるとなれば、格闘家の親おや父じを殴なぐり倒してテレビにかじりついた。


    　おれにとってそれは、娯楽というより生きる糧かてだった。


    　いつかこんな生活を送りたい……そんな願いを抱いだいた。


    　いや、


    　送りたいではなく、実現してみせる──そう心に誓ったんだ。


    　だからラブコメ禁止なんて理り不ふ尽じんな校則、認められるわけがない。


    「絶対……実現してやるからな！」


    　おれの口からは、自然にそんな叫びが迸ほとばしっていた。


    　深み山やまの言った通り、それから一週間、おれは独房の中で過ごす羽は目めになった。


    　食事として与えられるのは、固いパンと水みたいに薄いスープだけ。そんなもので成長期まっただなかの男子の食欲が満たされるわけがなく、おれは常に飢き餓が感にさいなまれた。


    　それでも、空腹だけならまだ耐えられないこともない。絶対的に不足しているのがラブコメだ。


    　漫画やアニメとはまるきり無縁な生活。さしずめそれは、減量のため一滴の水さえ口にできないボクサーなみの苦しみ。耐えがたい渇望に、独房の中で悶もん絶ぜつする。三日目には、ラブコメを断たれた禁断症状か、手足が小刻みに震えだした。


    　鉄てつ格ごう子しの隙すき間まから、一匹のネズミ──いやハムスターか？　──が、すばしっこく駆けて独房に入ってきた。


    「なんでこんな所にハムスターが？」


    　腹を空すかせているのか、そいつはおれが手にしたパンを物欲しげに見上げてくる。


    　その姿が憐あわれで、おれはパンを千ち切ぎって欠片かけらを与えた。よほど腹が減っていたらしく、ハムスターは恐ろしい勢いでパンの切れ端を貪り喰くった。残らず平らげると、なぜかおれの足に身をすり寄せてきた。


    　おれが手を差しだすと、手の平に乗り人ひと懐なつっこい動きをしてみせる。


    



    　──ハムスターの好感度が８上がった！


    　──『らぶらぶ手乗りハムスター』の関係になった！


    



    　……おれはますますみじめな気分になった。


    



    　　　§


    



    　一週間後、おれはやっと懲ちよう罰ばつ房ぼうから解放されて学園生活に入ることとなった。


    　芙ふ蓉よう島は、真上から見ると円形に近い形をしていて、その外周に沿ってグルリとドーナツ状に取り囲む形で学生寮が張りめぐらされている。そして中央に空あいたドーナツの穴の部分に、校舎や体育館、図書館、懲罰房他の建物、そしてさらには一大ショッピングモールが配置されているという変わった構造だった。


    　おれは入学一週間にして、初めて校舎に足を踏みいれた。たったそれだけのことで、不思議な感動がこみ上げてくる。自分のクラスを探し当て入っていく。


    「あ……」


    　教室には、入学式の日におれとぶつかって懲罰房送りになった女の子もいた。同じクラスだったのか。その子はおれの視線に気づくと、目を逸そらしそっぽを向いてしまった。


    　謝ろうかとも思ったけど、変に声をかけるとまた校則違反に問われて捕まりかねない。おれはおとなしく自分の席に着いた。


    「──聞いたっスよ聞いたっスよぉ」


    　朝のＨホームＲルームが終わるなり、すぐ前の席の男子生徒がこちらを振り向いた。


    　出欠点てん呼この時に唐から津つ田だと呼ばれてた男だ。見た目はひょろっとしてちょっと中性的な感じだが、喋しやべり方はチャラいな。軽薄な笑顔を浮かべた唐津田は、いかにもなれなれしい口調で話しかけてきた。


    「入学式の日に通りすがりの女の子押し倒して妊娠させた上、札束で女の頰ほおひっぱたいて堕おろさせたって噂うわさっスよねぇ。その俠おとこ気ぎ、マジ痺しびれたっス！」


    「話ふくらませすぎだよ！　尾ヒレの方が大きいじゃねえか！」


    　噂は一人歩きするものと相場が決まってるけど、濡ぬれ衣ぎぬにもほどがある。一週間欠席しているうちに、まさかそこまで誤った情報が出まわっているとは……。


    「男子の間ではもう英雄扱いされてるっスよ？　『鬼き畜ちく皇おう子じさんパネェ』って。女子の評判は最悪だけど」


    「ナニその人間失格気味なあだ名!?」


    　入学わずか一週間で、恐ろしく凶悪な称号を獲得してしまった。


    　クラスのどこからともなく、


    「きーちく　きーちく♪」


    「わ～かいおなご　てくてく♪」


    「きちくお～じに　ぶつかったら♪」


    「あ～かいややこ　お～ろした♪」


    　そんなわらべ唄うたまで聞こえてくる。


    　──どうなるんだおれの学園生活……。


    「そもそも入学からまだ一週間しか経たってないのに、どこから妊娠とか堕おろすとかって単語が出てくるんだよ」


    　唐から津つ田だは数秒、頭の中で考えてやっと気づいたらしく、ゲラゲラ笑いだした。


    「あッあ～……そっスね、言われてみれば」


    　脳溶けてるんじゃないかこいつ……。


    「とにかく誤解だから。あと普通にタメ口で喋しやべってくれ」


    「いやいやいやいや、タメ口なんてそんな、おそれ多いっスよ鬼き畜ちく皇おう子じ」


    「その呼び方だけはやめてくれるとありがたいんだけどっ!?」


    　それから一限目の授業が始まるまで、唐津田とたわいないことを話していた。軽薄な性格でちょっとテンションがおかしいが、悪いやつではなさそうだった。


    　クラスの担任南な無ま猫ねこ亭ていありンす先生は、落語家くずれの英語教師というまことに不思議な経歴の持ち主だった。


    　南無猫亭先生は、純和服姿で教室に現れるや、教卓の上に正座した。そしておもむろに懐ふところから扇せん子すを取りだすと、


    「え～、毎度Ｆｕｎｎｙフアニーなお話をひとつ……」


    　小こ咄ばなしに織り交ぜて英語を教えるというアバンギャルドな形式で授業を始めた。落語の早口な喋りの合間に唐とう突とつに英語が混じってくるものだから、聞きづらいことこの上ない。


    「『Ｆｉｖｅフアイブ，ｓｉｘシツクス，ｓｅｖｅｎセブン，ｅｉｇｈｔエイト……Ｗｈａｔホワツト　ｔｉｍｅタイム　ｉｓイズ　ｉｔイツト　ｎｏナｗウ？』


    　──『Ｆｏｕｒフオー．』」


    『時ときそば』かよ。古典的な……。


    　そば屋で代金を払う際に、わざと店主に時刻を尋たずねて勘定をごまかそうとするが、間まの抜けた客は逆に多く支払うことになってしまうというオチだ。


    「しかるに残りの代金はＨｏｗハウ　ｍｕｃｈマツチ？　Ｍｒ．カラツダ？」


    　当てられた唐津田は勢いよく立ちあがった。


    「君にならいくらでも払うぜＣＨＡＮＧＥチエンジ　ＭＯＮＥＹマネー、一緒にかけそばすすりたいＨＯＮＥハニーＹ！」


    　なんでラップ調なんだ！


    　微妙に韻いんまで踏んでたりするし、わけわかんねえ。


    「ＮｏＮｏＮｏノーノーノー────ゥ、Ｍｒ．カラツダ、有り金全部巻きあげられちまいますヨ？」


    　授業が終わると、唐から津つ田だが一緒に昼食をとろうと誘ってきた。


    　おれにとっては、今日が実質上の初日だ。学園の施設がどうなっているのかもわからない。


    　唐津田の誘いを受けて一緒に教室を出、案内されるまま食堂に向かった。食堂は、先に食券を買い求めて引き換えてもらう形式らしい。なのに券売機に現金の投入口はなくて、駅の自動改札機みたいなスリットがあるだけだった。


    「唐津田、どういうシステムになってるんだ？　ここ」


    「あァ、鬼き畜ちく皇おう子じずっと懲ちよう罰ばつ房ぼう入ってたからわからないんスね。カードは持ってるっしょ？」


    「カード？　ああ……」


    　おれは制服のポケットから一枚のカードを取りだした。懲罰房から解放される際に渡されたものだ。


    「その磁気カードに、ポイントから本人の生徒情報までみんな記録されてるんスよ。名前とか学籍番号とか。生徒手帳ならぬ生徒カードっつぅか。失なくしたら大変だから注意するが吉きち」


    「そんなたいそうな代しろ物ものなのか。ポイントってのは？」


    「そのカード、この機械に入れてみてください」


    　唐津田に言われるまま、スリットにカードを通す。ピッと電子音が鳴り、データが読みとられたらしい。


    「今、ポイントいくらあります？」


    「……０ってなってるが」


    「じゃあ何もできねっスよ？　この学園ではポイントが金の代わりっつぅか」


    「昼飯食えないってことか!?」


    「マイナスになってないだけマシっスよ。とりあえず今日は小しよう生せいが立て替えときますから」


    　小生って、いつの時代の人間だよ。


    「そうか、悪いな」


    　かなり腹も減っていたので、素直に唐津田の厚意に甘えることにした。


    「いえいえ、鬼畜皇子のためならよろこんで！　身も心もささげる所存っスよ！」


    「嬉うれしくねー……」


    　大げさに敬礼してみせる唐津田からポイントを借りて、食券を買う。


    　ためしにＡ定食を選んでみたところ、出てきたのは、なんとぼたん鍋なべ！　ぐつぐつと煮えたぎった濃厚な汁の合間に猪いのししの肉が覗のぞいている。味み噌そベースの香ばしい匂においが食欲を刺激する。


    「学食でぼたん鍋って、ありえねーだろ……」


    　ちなみに唐から津つ田だの方はと見れば、チーズフォンデュだ。見るからに美う味まそうだが、こんな学食聞いたことない。目を丸くしているおれに、唐津田が説明した。


    「なんでも一流レストランのシェフ引きぬいてきてるらしくて、味は確かっつぅか」


    　無駄なところに力入れてるな、この学園……。


    　空あいていた窓際のテーブルに向かいあって座り、昼食をとる間に、唐津田がポイントの説明をしてくれた。おれは、一週間ぶりのまともな食事をしみじみと味わいながら耳を傾けた。


    　この学園では独自のポイント制が設けられている。


    　授業や定期試験の結果、その他学内でのあらゆる行動が採点の対象となり、それに応じて一日の終わりにポイントが加算される。行動によっては減点される場合もあるが……。得たポイントは生徒会のコンピュータで管理され、それを消費することによって、食事や必要な品を手に入れる仕組みなんだと。


    　つまり、何をするにもポイントが必要だってことか。金は命より重いと言うが、この学園ではポイントがまさにそれなのだ。


    「授業や定期試験、か。おれ勉強あんまり自信ないな……」


    「鬼き畜ちく皇おう子じともあろう者が、勉強は苦手なんて意外っスね」


    「おまえも似たようなもんだろ？」


    　何をおっしゃるとばかり、唐津田は親指を立ててくいと自分を指し示し、


    「小しよう生せいのことそんなふうに見てもらっちゃ、認識が甘甘スイーツ気味。こう見えても小生、英語は自信あるっスよ」


    「おまえが？」


    「なにしろ帰国子女っスから、本場仕込みのペラペラっつぅか。ロンドンに七年いました」


    「ロンドンっ子！」


    　あまりにも意外すぎる事実に、おれは身をのけぞらせた。


    「毎日、大英博物館に通ってましたよ。ロンドン市内のことなら何でも聞いてください。クソ不ま味ずいフィッシュアンドチップスの味が懐なつかしいなぁ」


    「でも南な無ま猫ねこ亭てい先生の授業で意味不明なこと言ってたじゃん」


    「ははッ、あれはアメリカンジョークっスよ。ニューヨークじゃ気の利きいた冗談のひとつも言えないと、あッという間に射殺されますから。生き馬の目を抜く世界っつぅか」


    「ロンドンじゃなかったのか!?」


    　この男のすべてが信用できねえ……。


    「ロンドンに引っ越す前に、ニューヨークに七年いたんスよ。小生、国際派だから英語だけじゃなく二十七か国語ペラペラっつぅか。その前はストックホルムに七年、そしてその前はブエノスアイレスに七年、スリジャヤワルダナプラコッテに七年……」


    「おまえ無限の命でも持ってるわけ!?」


    　唐から津つ田だは何事もなかったかのように話題を戻して、


    「ま、ポイントについてはそう悲観したもんじゃないっスよ。勉強だけじゃなくて、体育やクラブ活動の成績なんかも勘かん定じようされますから。それに、両者合意の上でなら生徒間でのポイントのやりとりは認められてるんで、仕事を引き受けて稼かせいでるやつもいるんス。ポイントと引き換えに人の宿題片づけてやったり、手芸が得意なやつはぬいぐるみ作って売ったりとか」


    「内職みたいなもんか」


    「小しよう生せいはこのありあまる語学力を活いかし、通訳のバイトでもして稼ごうかなって所存？」


    「誰も頼まねーと思うが……。どっちにしても、何かしらの特技が必要なんだな」


    「その方が有利なのは確かっスね。で、こっからが重要なんスけど……」


    　唐津田は片手で口元を覆おおい、声をひそめた。表情が急に真剣みを帯びる。


    「買えるのは物品だけじゃなくて、『権利』も買えるんスよ」


    「は？　何だ、権利って？」


    「この学園でラブコメが禁止されてるのはご存じでしょ」


    「ああ、身をもって思い知ったからな」


    　おれは昨日までの監禁生活を苦々しく思い返す。屈くつ辱じよくの一週間、忘れられるはずがない。


    「まったく、厳しい校則っスよね。つぅか小生、昨日ポイント使ってヒップホップのＣＤ買ったら、目の前でディスク叩たたき割られたんスよ！　歌詞に不適切な表現が含まれてるって理由で！　これってヒドくなくなくなくなくない？」


    「ヒップホップのことは知らんけど、おまえの気持ちは理解できるよ」


    　おれも、愛するラブコメ作品を目の前で破られでもしたら怒いかり心しん頭とうに決まってる。


    「……でも、完全に禁止されてるってわけでもないんスよ。抜け道も用意されてるっつぅか」


    「どういうことだ？」


    　唐津田の話への興味が俄が然ぜん涌わいてきて、おれはテーブルの上に身を乗りだした。校則の抜け道──それこそまさにおれが探そうとしていたものだ。


    「ポイントを使って権利を買えば、本来禁止されてる行動も一時的に認められるんス」


    　続けて、唐津田は権利の例を挙げていった。


    「『手を握る権利』……『膝ひざ枕まくら権』……『手作り弁当権』……『海水浴権』……『一日デート権』……とまあ、必要なポイントさえ消費すれば、そんなＤＲＥＡＭＹドリーミーな権利だって獲得できるわけっス」


    「マジでか！」


    　おれの胸に希望の光が差す。瞬時に、かつて読んだラブコメのさまざまな場面が、脳裏をめまぐるしく駆けめぐる。


    「マジマジマジネタ。必要なポイントで手続きして、あとは相手を指名すればそれで成立。指名された側に拒否権はないから、どんなことがあっても従わなきゃいけないシステムっつぅか」


    「一方的に指名できるのか。じゃあ、ポイントさえ貯ためれば好きなことできるわけなんだな」


    「ところが、そんなうまい話でもないっつぅか」


    　おれがガッツポーズをとろうとしかけると、唐から津つ田だは即座に否定した。


    「ん？　何か問題でもあるのか？」


    「大アリ小アリ、ＡＮＴアントの親子。食事とか身のまわりの品なら、普通に授業受けてりゃ貯まるポイントで手が届く範囲。節約すればＣＤだって買える。けど、ことラブコメ絡がらみとなると、必要なポイントはベラボーに高く設定されてるんス。それこそ法外と言っていいほどに」


    「それじゃあ意味ねーじゃん」


    「まさにそこっスよ。つまり、完全にラブコメを禁止しちゃうと、生徒たちみんな不満たらたらタラバガニになるのは想像つくでしょォ？」


    「カニは関係ないけど、まあそうだろうな」


    　実際、入学から今日までの間に、おれの不満ゲージはすでにメーター満タン振りきりまくりだ。他の生徒たちだって内心は不満いっぱいに決まってる。ラブコメが嫌いな男子なんているわけないしな。


    「だから代わりに、生徒会はこう言うんスよ。『権利は認めていますよ』って。『権利は認めています、それを獲得できるかどうかはあなたたちの努力次第ですよ』……って」


    「生かさず殺さず……ってわけか」


    「平たく言やあそういうこと。結局、ほとんどの生徒はラブコメ的イベントに憧あこがれながらも、手が届かないのが実情っつぅか」


    「はぁン、ずる賢いやり口だな……」


    　おれはため息を洩もらし、体を後ろに倒して椅い子すの背にもたれかかった。


    　やはり、おれの憧れるラブコメ的日常はそうたやすく実現できるほど甘いものではなさそうだ。でも困難な方法とはいえ、抜け道が存在するってのは有益な情報だった。問題はどうやってポイントを稼かせぐかだな。


    　おれが考えこんでいると、唐津田が別の話題を振ってきた。


    「そういや鬼き畜ちく皇おう子じは部活とかどォすんスか？」


    「部活、か？」


    「小しよう生せいは放送部入ったんスけど、よかったら一緒に入りません？　結構面白そうっつぅか、校内放送でヒップホップかけまくりっスよ」


    「ん～……」


    　ポイントを貯めるには、部活になんて脇わき目めもふらず勉強に励はげんだ方がいいのか、それとも学業以外でも功績を示した方が効率的なのか？　


    　どちらがベターなのか、まだわからない。


    「得意なことなんてねーしなー」


    　おれは運動ができるでもなく絵が得意でもなく楽器が弾けるでもなし、たいして記憶力が良いわけでもないから成績も期待できない。他人の名前や顔は忘れても一度見たパンツの色は忘れない自信があるけど、そんなの学校生活では何の役にも立たねえ。


    　一体どこでポイントを稼かせげばいいっていうんだ。


    「前ぜん途と多た難なんそうだ……」


    　おれは再びため息をついた。


    「前途って何の？」


    「いや、こっちの話」


    　唐から津つ田だにおれの目的を打ち明けるわけにもいかないので、かるく手を振ってごまかす。結局、部活はとりあえず保留にしておいた。


    



    　昼食を済ませて教室に戻った。


    「鬼き畜ちく皇おう子じ、あの子かわいくねースか」


    　昼休みも残りわずかになった頃、唐津田がまたチャラチャラした口調で話を振ってきた。


    　唐津田が指差す方に視線をやると、入学初日におれとぶつかった子だ。朝の点てん呼この時に、蛍ほたる火び桐きり香かと呼ばれてた。


    「蛍火って言ったっけ？　たしかにかわいい……な」


    　出合いがしらにパンチラ遭遇してしまったおれとしては複雑な気分だが、否定はできない。このクラスは顔のレベル高い女子が多くて、ラブコメ禁止なんて生なま殺ごろしもいいところって感じだけど、中でも蛍火が一番綺き麗れいだった。


    「やっぱそう思います？　ゲロマブっスよねぇ」


    「おまえいつの時代の人間？　そんな死語、リアルで聞くの初めてだよ」


    「小しよう生せいの心のベストテン第一位に堂々のランクイン。あの子にちょろォっと声かけてみるがＮＩＣＥナイス　ＣＨＯＩＣＥチヨイス」


    　奇妙な誘いを持ちかけてくる唐津田。


    「声かける？　なんで」


    「何つぅか、あんな子とお近づきになれたら学園生活も楽しくなるかなみたいな下心もあったりなかったり？」


    「下心ありまくりだろ。そんなことしたら校則違反で捕まりかねないんじゃねーか」


    　たしかに、あんなかわいい子と仲良くなれたら嬉うれしいに決まってる。でもそれは、校則違反と背中合わせの蛮ばん行こうなのだ。この学園でラブコメはたやすいもんじゃない、犯罪者となるリスクを負った賭かけ……まさに命がけのチャレンジ！


    「そこはそれ、違反スレスレのとこで止めりゃあ問題ねーっスよ。むしろ背はい徳とく感によって燃えあがる恋のＣＨＩＣＫＥＮチキン　ＲＡＣＥレース」


    「縁起でもないチキンレースだな……危険すぎるだろ」


    「なぁに、あんなスケ、小しよう生せいにかかればイチコロっスよ。恋の都パリでブイブイいわせた小生のガールハント術見れば、さしもの鬼き畜ちく皇おう子じもブルっちまうこと必ひつ至し」


    「今度はパリかよ」


    　おれが止めるのに耳も貸さず、唐から津つ田だは蛍ほたる火びの席に近づいていった。英語の参考書を開いて目の前に突きつける。


    　おっ、勉強を教えてもらうのを口実にするってわけか。なかなかしたたかなヤツだな。


    「ＨＥＹヘイ！　ＹＯヨー！　そこの素敵に知的な姐ねえさん、ちょおっとここの構文、ＥＭＯＴＩＯＮＡエモーシヨナＬルかつＳＴＹＬＩＳＨスタイリツシユに教えてくんねースかねぇ？」


    　うわあ、最悪な話しかけ方。意味わかって言ってんのかあいつ……。


    　もはや日本語かどうかも怪しいレベル。


    　声をかけられて、蛍火は唐津田をチラリと見てからすぐ興味なさそうに顔をそむけた。


    「知らん」


    　吐き捨てるように言った。


    「おおっと、小生の誘いを断った女は姐さんが初めて。冷たい瞳ひとみはダイヤモンドダスト？」


    　唐津田の奇き怪かいな喋しやべり方に、蛍火もさすがに戸惑っている様子で、


    「無ぶ礼れい千せん万ばんな男だな、いきなり何なのだ？」


    「もちろん小生はストリート生まれヒップホップ育ちのＢＯＹＳボーイズ　ＢＥビー」


    「それを言うならＢビー‐ＢＯＹボーイだろ!?」


    　唐津田のたわごとに、思わず背後からつっこんでしまうおれ。


    「国際派でＣＯＯＬクールな小生が本気出せばこんな問題集ヨユーだけど、一人でチマチマ勉強しててもツマツマつまんねーワケっスよ。そこで、めっさＰＲＥＴＴＹプリテイーな姐さんに教えてもらえたら小生もやる気ＭＡＸマツクスっつぅか感謝感激雨あられっつぅか？」


    「はりきっているところ悪いが、他の者を当たってくれ」


    　心底鬱うつ陶とうしそうな口調。


    　蛍火はあからさまに邪魔だという雰囲気を全身から発しているにもかかわらず、唐津田はしつこく話しかける。勇気があるというかバカというか……。


    　阿あ波わ踊りじみた奇怪な身ぶりを交まじえつつ熱弁を振るう唐津田。ヒップホップ調に人差し指で自分のこめかみを指してみせるが、本気でこいつの頭が心配だ。


    「そんなこと言わないで、姐さんのことマジＲＥＳＰＥＣＴリスペクトしてますから。小生どこどこどこまでも姐さんと一緒に溺おぼれたい英語の海。つまんねー構文のＣＯＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮコンストラクシヨン、破壊し尽くせＤＥＳＴＲＵＣＴＩＯＮデストラクシヨン」


    「おまえの日本語からしてすでに壊かい滅めつ的なんだが？」


    　再びおれが声をかけるが、調子に乗った唐津田の勢いは止まらない。


    　蛍ほたる火びは冷ややかな態度を保ったまま、


    「勉強したいという熱意はわかったが、私に言われても迷惑だ。それにその口調はバカにされているみたいで腹立たしい、慎つつしんでもらえないか」


    「つれないお返事。始まる恋の予感ラブゲームのＰＬＡＹＥＲプレイヤー、小しよう生せいの心へし折る姐ねえさんはＨＥＡＲＴハート　ＢＲＥＡＫＥＲブレイカー？」


    　無駄口を叩たたきつづける唐から津つ田だに、蛍火の表情がますます厳しくなる。見るに見かねて、おれは唐津田の愚かなふるまいを止めようと腕を摑つかんだ。


    「おい唐津田、蛍火がイヤがってるだろ。そのへんでやめとけ、なっ」


    「うむ、ちょうど迷惑していたところだ。この男をどこか私の目の届かない場所へ連れて行ってもらえるとありがたい」


    「ああ、わかった。唐津田、行くぞ」


    　おれは唐津田の腕を引いて蛍火から引き離そうとする。なのに唐津田はなおも諦あきらめず、


    「そこをなんとかお願いしますよ。なんなら手取り足取りでもいいっつぅか、むしろ願ったり叶かなったりっつぅか？」


    「ただのセクハラじゃねーか！」


    「たわけ──！」


    　とうとう耐えかねたらしく、蛍火が、す……と足を動かした。靴くつの先を、唐津田の足に素早く引っかける。


    　一瞬の動作だった。ただそれだけの動きで、唐津田の体は完かん璧ぺきな円を描いてクルリと半回転した。激しい勢いで床に頭が叩きつけられる。


    「げぉ、う……」


    　小さく呻うめいて、唐津田は床に倒れ伏した。


    「迷惑だと言っている」


    　蛍火が冷たく言い捨てた。無駄のない最小限の動作で、唐津田を黙らせてしまった。


    「すげーな……。ちょっとやりすぎな気もするけど、調子乗りすぎな唐津田にはこれくらいしないと懲こりないっぽいしな」


    「ようやくおとなしくなってくれた」


    「まったく、口から先に生まれてきたみたいなヤツだよな。それはそうと、おれのこと覚えてるか？　入学式の日に……あの時は悪かったな。おれのせいで……」


    　おれが後しり込ごみしつつも謝ろうとすると、蛍火がさえぎった。


    「いや、かまわない。私も不注意だった。お互いあのことは水に流そう」


    　サラリと言ってのける。怒ってないみたいなのは幸いだけど、感情を読みとりにくい声だった。


    「ああ、そう言ってくれると助かるよ」


    　そう応こたえながらも、おれは一いち抹まつの寂しさを覚えていた。あんなことがあったのに、おれのことなんて眼中にないって感じか……。


    「実のところ、あの時は驚きのあまり頭が真っ白になってしまってな。何をされたのか、ほとんど記憶にないのだ」


    「そうだったのか」


    　おれはあの時凝ぎよう視ししまくった蛍ほたる火びの下着をよく覚えてるぜ、なんてバカな台詞せりふはさすがに口にしなかった。


    　蛍火は、床に伸びた唐から津つ田だを見下ろして、


    「それにしても、その唐津田というのはたわけた男だな。一体何者なのだ？」


    「何者って……ただものではないバカとしか。蛍火の言い方を借りればキングオブたわけってとこか」


    「他人の生き方に口を出すつもりはないが、つきあう友人は選んだ方がいいと思うぞ」


    「おれも真剣にそう考えてたとこだよ」


    　おれは気絶した唐津田の体を引きずり、席へと運んでいく。唐津田は一分ほどで意識を取り戻して起きあがった。


    「ＷＨＥＲＥフエア，ＷＨＯフー，ＷＨＹホワイ？　ここどこどこドコドコ鳴る太たい鼓こ」


    　頭を振り、不思議そうに教室の中を見まわす。


    「さっきまでモスクワでピロシキ食ってたはずなんスけど」


    「いつの記憶だよ!?」


    「小しよう生せい、頭に衝撃受けると記憶の時系列が飛んじゃうんスよ。タイムリープっつぅんスかこういうの？」


    「絶対違うし！」


    　でも──そう、


    　唐津田と会話を交わしながら、おれはチラリと蛍火の方に視線を送る。


    　──ほんとに蛍火みたいなかわいい子と仲良くなれたら、理想的な生活だよな……。


    　心の片隅で、そんなふうに思った。


    



    　午後の授業を消化して、放課後になった。


    　唐津田の話では、毎日その日の行動が採点されてポイントが加算されるということだ。学園内にいくつか設置された、ＡＴＭに似た装置でポイントを確認したりできる。他の生徒とポイントのやりとりも行えて、そのへんは銀行のＡＴＭの振りこみとほぼ一緒だ。違うのは、扱うのが金じゃなくてポイントだってこと。


    　おれは自分のポイントを確認しようと、装置に生徒カードを差しこんだ。デジタル表示で数字が現れる。


    　──２１００


    　どういう基準で評価されてるのかわからないけど、これが今日一日のおれの行動が採点された結果ということだろう。はたして、この数値は多いのか少ないのか。


    　唐から津つ田だに立て替えてもらった学食が４００ポイントだったのを考えると、物価は円と同じくらいなのか？　一日三食、プラス生活必需品もやりくりしなきゃいけないとなると、この２１００って値ではかなり厳しそうだ。


    　明日はもっと授業がんばらないと……たしかに、生徒会にうまく操あやつられてるな。


    　それからためしに、唐津田が話してた権利を見てみることにした。


    『手を握る権利』を初めとして、


    『膝ひざ枕まくら権』


    『間接キス権』


    『バレンタインチョコ権』


    『一緒にクリスマス権』


    『コスプレ権』


    『一緒にお風ふ呂ろ権』


    『お医者さんごっこ権』


    『一日デート権』


    『一日メイド（or執しつ事じ）権』


    　等々、さまざまな権利が並ぶ。


    　文字の羅ら列れつを眺めているだけで、夢がふくらみまくる。ポイントさえ貯ためれば、こんな心躍おどるイベントまで実行できちゃうのか！


    「すげえ……！」


    　装置を操作して画面をスクロールさせながら、おれは激しい胸の高鳴りを覚えていた。ここに並んだのを全部叶かなえられたなら……まさに夢の生活！　ウハウハーレムだ！


    『義理の妹権』


    　指名した相手を義理の妹にできる……ってことなのか？　アリなのかそんなの？　メチャクチャだな。


    　何に使うのかよくわからない権利がいくつも連つらなったのち、最後に現れたのが、


    『婚こん姻いん権』


    　こん……いん……。


    「──って結婚っ!?」


    　ポイント貯めて指名すれば、相手の意思はおかまいなしに結婚できるってことか？　『指名された側に拒否権はない』という原則もちゃんと条項として明記されている以上、つまりは問答無用、権利を行こう使しした者の勝ちってことらしい。


    　法律的にどう考えても問題あるだろソレ！


    　でも、そんな荒あら技わざすら可能になるってのか。憧あこがれの相手と確実に結婚できるとなれば、そりゃあみんながんばってポイント貯ためようとするはずだ！


    　この瞬間、おれは理解した。


    　この島、この学園で常識は通用しない。


    　日本国家の法律さえも意味を持たない。


    　世俗の概念をたやすく超越した独立学園都市！


    　それが芙ふ蓉よう学園なのだ。


    　弱肉強食。より多くポイントを獲得した者がすべてを得る。相手の気持ちすらも関係なく権利を行こう使しできる。逆に、ポイントを持たない者には何も与えられない。単純きわまりないその原理は、残ざん酷こくであると同時に恐ろしいまでの魅力を放ってもいた。


    　不思議な感動に打たれて、おれはしばらく立ち尽くしていた。


    　──決めた！　おれは、何がなんでもこの島で充実した生活を手に入れてみせる。自分の力でラブコメ的日常を実現してみせる!!


    　参考に、権利を行使するのにどれくらいのポイントが必要なのか見ておこう。一番レベルの低い『手を握る権利』に必要なポイントは……。


    　ピッ


    　──３０００００


    「──貯まるか！」


    　装置から排出されたカードを、思わず床に叩たたきつけた。


    「ありえねえ……。何だこのトンデモ価格設定」


    　この調子じゃ、半年死ぬ気で努力しても手を握ることさえおぼつかない。


    　唐から津つ田だの言ってた通りだ。結局、特例というのはあくまで建て前で、実際のところはニセの自由を──自由という幻想を与えることで、たやすく全校生徒を管理するためのものでしかないのだろう。餓うえた競走馬の目の前にぶら下げたニンジンみたいなもんだ。


    　それでもおれは、そのわずかな可能性に賭かけるしかなかった。何があってもラブコメ的日常を手に入れる──その一心で、これまで血の滲にじむ努力をしてきたんだから。


    　五時になると、時報代わりの校内放送が流れだした。


    　ドンツクドンツク♪


    　唐津田が選曲しているのか、場違いなヒップホップのビートが鳴り響く。


    「──ピーチクパーチクさえずるヒバリ　雀すずめの涙も涸かれるＳＥＡＳＯＮシーズン♪


    　──鳴かぬなら殺せコカトリス　有う無むを言わせぬ小しよう生せいのＲＥＡＳＯＮリーズン♪


    　──誰が殺したクックロビン　紅茶に垂たらした甘いＰＯＩＳＯＮポイズン♪


    　──弁護する間もなく見つかる壜びん　小生の心は囚とらわれのＰＲＩＳＯＮプリズン♪」


    　聞いているだけで頭が悪くなりそうなラップ。


    　──やっぱり変な学校だ……。


    　おれは学生寮に戻り、自分の部屋に入った。


    　芙ふ蓉よう学園は全寮制になっていて、全校生徒がこの寮で生活している。島から出るには申請が必要で、よほどの理由がない限り許可されないから、たいていの生徒ははずっと学園内で過ごすことになるらしい。


    　保安のため、校舎内のあちこちに監視カメラが設けられ、また黒服の監視官が目を光らせているのだとか。同時に、そのシステムを利用してポイント制の採点が行われてもいるわけで、つまりポイント制度とは、生徒を監視するための絶好の隠れ蓑みのにもなってるんだな。


    　監視官……入学式の日におれを捕まえた黒スーツの女か。


    　あんなのが何十人と敷地内を見張ってるわけか。監視のプロである彼女たちは、物陰に身をひそめ気づかれることなく生徒の行動をチェックしてるんだろう。聞けば聞くほど、管理体制の厳しい学園だ。


    　おれの思い描く楽園が実現される日はいつになるやら……。


    　少しばかり憂ゆう鬱うつな気分になって、ベッドにもぐりこんだ。


    



    　それから数日間、まるで何かに呪のろわれたかのように、おれのまわりではハプニングが続いた。


    　校庭を歩いていると、いきなり三階の窓から女子生徒が落下してきておれに直撃した。おれのそばを通りかかった別の女子は、突然局所的な雨が降りだして制服が濡ぬれ、下着が透すけて見えたという理由で逮捕された。


    　隣の席の金髪ツインテールの女子にノートを写させてもらって「さんきゅ」と礼を言ったところ、そいつが頰ほおを赤らめながら「べ、べつに……」と言いかけた瞬間、黒服が現れた。


    「最初に言ったはずだ、そういうツンデレ的な行為は一いつ切さい認めていないと……！」


    　そんな不条理な台詞せりふを吐きながら、黒服はその子を懲ちよう罰ばつ房ぼうへと連行していった。


    　逮捕の基準がよくわからねえ……。一応、例の生徒カードに校則の条項がテキストとして記録されてたけど、あまりにこまかく長々と続いていたから途中で読むのを諦あきらめてしまった。


    　おれの側は不可抗力だったので、女子が逮捕されるだけでこちらは校則違反に問われることはなかったものの、いつ自分もまた懲罰房送りにされないかと戦せん々せん恐きよう々きようとしていた。


    　そんなふうにして不可解な出来事が一日に四、五件といった頻ひん度どで発生し、逮捕される生徒が後を絶たない。数日経たつ頃には、クラスの出席人数は全体の三分の二ほどに減っていた。


    　──こうもハプニングが続くのは、何の因いん果がなのか……？


    　そんな疑問に首を傾かしげていた、ある日の昼休み。


    　ポイント節約のために朝食抜きがデフォルト生活になっているおれは、空腹にさいなまれつつ唐から津つ田だに声をかけた。


    「唐から津つ田だ、昼飯まだだろ。一緒に食堂行かないか？」


    「鬼き畜ちく皇おう子じのＮＩＣＥナイス　ＩＤＥＡアイデア、小しよう生せいの空腹度ＭＡＸマツクス。それじゃ姐ねえさんも誘いやしょうぜ」


    「えっ、蛍ほたる火びを？　一緒に食事はさすがにやばくないか？　校則的な意味で」


    　ま、どう考えても断られるだろうとは思うけどな。


    「鬼畜皇子ともあろうお方が、そんなことでビクビクッ！　してちゃダメ。一人じゃ寂しいＬＵＮＣＨランチ　ＴＩＭＥタイム、変えてみせるぜＰＡＲＡＤＩＳＥパラダイス」


    　また意味不明なことを言って、唐津田は蛍火の席へ向かっていった。仕方なく、おれも後についていく。唐津田がおかしな真ま似ねしそうになったら止めなければ。


    「日本一ＩＬＬイルで小こ粋いきな小生のおでまし、ラーメン屋では野菜マシマシ。空腹耐えがたい真昼、吸いこまれそうな姐さんの唇くちびる。小生らと食堂でランチタイムなんていかがな気分？」


    「せっかくだが、私は遠慮しておく。久く瀬ぜと二人で昼食を満まん喫きつしてくるがいい」


    　蛍火の答えは、やはり予想通り。


    　てか、よくあれで言わんとすることが通じてるな……。


    「一人より二人、二人より三人寄れば文もん殊じゆの知恵の輪。もちろん食事は小生の奢おごりだし、姐さんは財さい布ふいためる心配ナシ。バイキング感覚で好きなもの頼むが吉きち」


    「無用だ」


    　蛍火は冷たくあしらい、机の上に広げていた教科書をしまおうとする。その拍子に、机から青色の小さなアクセサリーがこぼれ落ちた。


    「おっと、こいつは『はむはむはむりん』？」


    　ハムスターをモチーフにした、巷ちまたで人気のマスコットキャラだ。


    　胴体がボンレスハム状になったハムスターというケッタイなデザイン。関連商品として『はむはむはむりんハム』なる食品まで発売されている。何が売れるかわからない時代だ。


    「姐さんがこんなもの持ってるなんて、驚き桃の木オオサンショウウオ」


    　唐津田は屈かがみこみ、床に落ちたマスコットに手を伸ばそうとする。


    「──触さわるな！」


    　蛍火が一いつ喝かつした。鋭い声に、唐津田も動きを止める。


    「……大きな声を出して悪かったな」


    　短く謝ってから、蛍火はさも人目を気にするように慌あわてた様子で、落としたマスコットを拾いあげて机にしまった。


    「蛍火、『はむはむはむりん』が好きなのか？」


    　おれが何気なく尋たずねてみると、


    「……嫌いではない」


    「？　だから好きなんだろ？」


    「嫌いではないだけだ」


    　口ではそう言うものの、よほど大事だから唐から津つ田だに触さわらせたくなかったんだろう。意外とファンシーなものが好きなのか？


    「そうそう、『はむはむはむりん』なんかどうでもいいっスよねぇ」


    「……どうでもいいだと？」


    　唐津田の無神経な台詞せりふはますます蛍ほたる火びの機嫌を損そこねたみたいで、蛍火は苛いら立だたしげに睨にらみつけた。


    「ハムスターだかハムラビ法典だか知らねっスけど、そんなのより姐ねえさんの太ももの方が遙はるかに魅力的。お近づきのしるしに麗うるわしのおみ足揉もませていただく。これでもチベットで七年暮らしてた小しよう生せい、本場仕込みのＭＡＳＳＡＧＥマツサージ、つたえるぜ熱いＭＥＳＳＡＧＥメツセージ」


    　唐津田は、不純な動機をこめた手つきで今にも蛍火の足に触れようとする。


    「おい、そこまでしたらホントに校則違反になっちゃうぞ！」


    　そうおれが注意するのと同時に、


    「たわけが──！」


    　蛍火の足が、唐津田の膝ひざを蹴けった。


    　姿勢を崩した唐津田の腹部に一撃。続けて胸、肩とキックを叩たたきこみ、最後に顎あごを蹴りあげた。格ゲーを思わせる鮮やかなコンボだった。スカートの裾すそがヒラリとひるがえりかけたが、きわどいところでパンチラ未遂に終わった。


    「ぎょゥっ！　……姐さんのＢＥＡＵＴＩＦＵＬビユーテイフル　ＬＥＧレツグ、小生の腹満たすＷＨＩＴＥホワイト　ＫＩＣＫキツク……」


    　鋭い蹴り技を喰くらった唐津田は呻うめき、謎なぞの言語を呟つぶやいて床に倒れこんだ。おれは唐津田の奇行に呆あきれ果てながら、蛍火に話しかける。


    「また唐津田が迷惑かけてすまねーな……。ときに、蛍火は何か格闘技でもやってるのか？」


    「いや、そういうわけではないが」


    「あるいは格ゲーマスターとか」


    「かくゲー？　交互に核兵器を発射しあうゲームか？」


    「一瞬でゲームオーバーだよ！　そんなゲーム発売できるか！」


    「ゲームのたぐいは知らないが、体が勝手に動いてな。こういう無礼な輩やからは虫むし唾ずが走る」


    「そういうもんか……」


    「虫唾だけでなく殺意も走る」


    「頼むからそれは抑えてくれな」


    「うむ。だがさっきは一瞬、その男を殺しても犯罪には当たらないんじゃないかという気がしたぞ」


    「……それはおれも否定できねーけどな」


    　たしかに唐津田はいかにも格闘アクションの雑ざ魚こキャラって感じだからな。秘ひ孔こうを突くまでもなく通常攻撃一発で倒されるタイプの。


    　床に伸びた唐から津つ田だの体を引きずっていくおれに、蛍ほたる火びが続けて声をかけてくる。


    「久く瀬ぜもおかしな友人を持って大変だな。それにしても、唐津田はなぜしつこく私に話しかけてくるのだろうな？　私にはそれが解げせん」


    「それは──」


    　蛍火がかわいいからだなんて、言えなかった。校則的にも危なそうだし、たとえ禁止されてなかったとしても、そんな台詞せりふ恥ずかしくて言えやしねー。


    「ん……？」


    　口をつぐんだおれを、蛍火は不思議そうに見つめてくる。自覚がないだけにタチが悪いな。


    「どうした？　久瀬は理由を知っているのか？　だったら隠さず教えてくれ。理由がわかれば対処のしようもあるだろう」


    「いや……蹴けられるのが趣味なんじゃねーの」


    「ふむ、世の中にはいろんな趣味があるものだな……」


    　おれがそっけなく応こたえて顔を逸そらすと、蛍火は感慨深げに呟つぶやいた。


    　おれは動かなくなった唐津田を席まで運んでいき、椅い子すに座らせた。しばらく待っても目を覚まさないもんだから、仕方なく一人で食堂に向かおうと教室を出た。


    　廊下を歩いていると、不意に背後から殺気を感じた。何者かが襲いかかってくる気配に、とっさに廊下の端に飛びのく。


    　ガタン！


    「──むぁッ!?」


    　何かが盛大に倒れる音とともに、小さな悲鳴がした。何事かと振り返ってみると、網に絡からまった女の子が床に倒れていた。整った顔立ちに似つかわしくない、間の抜けた体勢。


    　じたばたと手足を動かしてもがいてるけど、全身を覆おおった網のせいで思うように身動きとれないみたいだ。制服がはだけて少々きわどい格好になっている。少しでも下着が覗のぞけば即アウト校則違反という危うい状態で、その子はおれを見上げて、


    「ちッ、私が開発したハイパー捕獲マシン〈ホイホイくん〉から逃のがれるとは……噂うわさ通り、ただものじゃないわね」


    「いやマシンてかただの網じゃん」


    　つまりこの女は、背後からこの網をかぶせておれを捕らえようとしたところ、逆に自分がからめ捕られる結果になってしまったというわけか。しかしなんでまたそんな真ま似ね……？


    　女の子は、運動会の障害物競走みたいに網と悪戦苦闘した挙あげ句く、やっと這はいだした。乱れたスカートの裾すそを押さえつつ立ちあがり、失態をごまかすようにひとつ咳せき払ばらいしてみせる。


    「きみ、久瀬君だよね？　鬼き畜ちく皇おう子じの久瀬時とき雄お君」


    「鬼畜皇子は余計だよ！」


    　くそ、ほんとにその呼び名が広まってるのか。勘弁してくれよ。


    「またまたぁ、ご謙けん遜そん」


    「……あんたは？」


    「私は早さ乙おと女め芹せり」


    「その早乙女さんが、なんで網持って漁師の真ま似ね事ごとなんてしてるんだ？　てか大丈夫なのかよ、こんなとこで話しかけて。さっき転んだのだって、かなりきわどいんじゃないのか」


    　廊下の真ん中で堂々と話しこんでたりすると、イヤでも人目につく。いつ黒服の目に止まりやしないかとビクビクものだ。ところが不思議なことに黒服が駆けつける気配はなかった。


    「それは大丈夫。私は特例を認められてるから」


    　早乙女と名乗った女の子は、自分の生徒カードを取りだして顔の横で振ってみせた。なるほど、これが例のポイント制による権利か。でもどうしてこの女、わざわざ貴重なポイントを使ってまでおれに話しかけてきたんだ？


    「久く瀬ぜ君に用があってね」


    「用？　おれに？　何の」


    「ん～、ここであんまり目立つのも好ましくないから、詳しいことは放課後に説明するよ。地下室まで来てもらえるかな？」


    「この学校、地下室なんてあるのか。来てって言われても、場所知らないけど」


    「それは自分のカードで校舎の地図見て確認してね。地下に降りて一番奥の廃教室で待ってるから」


    「待ってるからって言われてもな？　全然話が見えないんだけど」


    　早乙女はこちらに手を伸ばすと、人差し指の先をおれの胸に突き当てた。


    「これだけ言っとく。この学園の存在理由……そして君の体質に関わる重要な研究、って」


    　そこまで話すと、早乙女はそれ以上の質問を受けつけず踵きびすを返し、網を引きずりながら廊下を歩き去った。


    



    　早乙女の誘いに応じるべきか、おれは迷っていた。


    　──研究とか言ってたけど、一体何のだ？


    　早乙女の思わせぶりな台詞せりふに興味を惹ひかれるのも事実。また一方で、おかしな行動をとって規則にそむき捕まるなんてもうこりごりという気持ちもある。


    　でも──おれの胸には、ラブコメ的日常への強烈な情熱がくすぶっていた。


    　そのために、気の遠くなるような努力をしてやっとの思いで芙ふ蓉よう学園に入ったんだ。諦あきらめられるわけがない。問題は、どうやって目的を達成するかだ。


    　そんなことを考えながら午後の授業を受けている最中。不思議な落語ワールドを繰り広げる南な無ま猫ねこ亭てい先生の声をさえぎって、いきなり警告音が鳴り響いた。


    「何だ!?」


    　何事が起きたのかと、にわかに教室内が騒がしくなる。騒ぎがおさまらないうちに、入り口から黒服が現れて、おれの前の席に座る唐から津つ田だを捕らえた。


    「離せっ、離せよ──ッ！」


    　黒服に取り押さえられた唐津田は、身をよじりながら叫んだ。


    　そこへ、廊下から響いてきた声。


    「まったく、たった数日の間に違反者が多すぎますわ。どういうことですの！」


    　黒服を従えて廊下をやってきたのは、あの忌いまわしき生徒会長、深み山やま羽は織おりだった。


    「低能ですわ！　愚ぐ劣れつですわ！　蒙もう昧まいですわ！」


    　罵ば倒とうの台詞せりふを吐かないと登場できないのかこいつは？


    　教室に入ってくると、深山はおれの顔を見るなり侮ぶ蔑べつの表情をあらわにした。入学式の日に校則違反をしでかしたため印象に残ってたんだろう。


    「またあなたですの!?」


    「おれは何もしてねーよ」


    　深山は、黒服に押さえこまれた唐津田を認めると、


    「あら、今日はそちらの生徒ですの。ふん、見るからに品のなさそうな顔をしてますわね。〈ですのノート〉にまた一名追加しなくてはなりません」


    　深山が顎あごをしゃくると、黒服が唐津田の所持品をあらため始めた。すると、懐かい中ちゆうから一冊の文庫本が発見された。


    　あれは──ラブコメの名作『ほらドラ！』じゃないか！


    　賭と博ばく麻マー雀ジヤンの世界に生きる少女と男子高校生の恋愛をコミカルに描いた人気作だ。麻雀勝負の緻ち密みつなかけひきと甘あま酸ずっぱい恋物語が絶妙にミックスされた作風が高く評価されている。特にクライマックスの勝負で、ヒロインがアガった役やくに裏ドラが八枚乗るシーンは、ラブコメ史に残る名場面として後世まで語り継がれることだろう。


    　唐津田のやつ、あんなもの隠し持ってたのか。


    　同好の士がこんな近くにひそんでいたなんて。ラブコメ好きは引かれあう、か……。


    　でも今はそんなことを考えてる場合じゃない。懲ちよう罰ばつ房ぼうで深山が言ってたように、ラブコメ要素を含む書籍の所持も、この学園では禁止されているんだ。


    「返せよおおぉッ！」


    　唐津田は必死の形ぎよう相そうで黒服の拘束を振りほどき、『ほらドラ！』を奪い返した。


    「『ほらドラ！』は聖典！　小しよう生せいの血肉！　没収されるくらいなら……」


    　と宣言するや、文庫本のページを力まかせにむしり取って自分の口に詰めこみはじめる。


    「唐津田ぁッ……！」


    　──ラブコメと心しん中じゆうしようとは、なんてアッパレなやつ……！


    　唐から津つ田だの勇ましい行動に、おれは感動すら覚えていた。


    　だが喰くい尽くすより先にのどに詰まらせたらしく、唐津田は途中で動きを止めた。苦しそうにヒクヒク痙けい攣れんし、見る間に顔が紫色になっていく。


    「……おまえの心意気、無駄にはしない！」


    　床に倒れこみ動かなくなった唐津田の姿を眺めながら、おれは呟つぶやいた。


    　そんな唐津田を、深み山やまは虫ケラでも眺めるような視線で見下ろして、


    「ラブコメ作品の所持は校則違反──ですわね」


    　そう呟くと、黒服のささげ持つ受け皿から紅茶を受けとった。そしてカップを傾け、中身を唐津田の頭上にそそいだ。


    　パシャッ！


    「ギョアッ──！」


    　熱湯を頭から浴びて、唐津田は短い絶叫を上げた。悲痛な叫びが教室中に響きわたる。


    　ひとしきりのたうちまわったのちグッタリと脱力した唐津田を、黒服が容よう赦しやなく連行していった。その憐あわれな姿を悠々と見送って、深山は、黒服が新たに淹いれた紅茶を受けとった。


    「まったく、見苦しい……」


    　紅茶をひと啜すすり。


    「ふぅ……違反者を粛しゆく正せいした後のお茶は格別ですの」


    「よく落ち着いて紅茶なんて飲んでられるなおまえ。自分のしたことわかってるのか？」


    　おれが憎しみをこめて詰め寄ると、深山は小さく鼻を鳴らした。


    「あら、私にたてつくおつもり？　あなたも紅茶を頭から浴びたいのかしら？」


    　不敵な笑み。


    　それは、絶対的な優位に立つ者のみに可能な笑いだった。


    「くっ……」


    　たしかに、おれがここで深山に対し何をしたところで、唐津田が報むくわれるわけじゃない。むしろ、下へ手たをすれば状況を悪化させることになりかねない。


    　おれが言葉を呑のみこむのを見て、深山はさらに満足げに笑みを深くし、教室から去っていった。


    　くそ、いけすかない女だ。よりにもよってあんなやつが生徒会長をしてるなんて。


    　──それにしても、なんで唐津田が『ほらドラ！』を持ってることが発覚したんだ？


    　唐津田とわりあい親しくしてたおれにも、やつがラブコメを隠し持ってるなんて全然気づかなかったのに。監視カメラにでも映ってたのか？


    　おれが首を傾かしげていると、他の男子の噂うわさ話が聞こえてきた。


    「『密告屋』の仕し業わざらしいぜ……」


    　耳に飛びこんできた不ふ穏おんな単語。


    　おれは振り返り、そいつに尋たずねてみることにした。


    「何？　密告屋って」


    「あくまで噂うわさだけど。いるらしいんだよ……他の生徒が隠れて校則違反してると、そいつの行動を生徒会に密告するやつが」


    「チクリってことか？　でも、そんなことして何の得が──」


    　訊ききかけて、途中で思い当たった。


    「──ポイントか」


    「ああ。生徒会に有益な情報を提供したやつは、報ほう酬しゆうとして高額のポイントをもらえるらしい。もちろん公おおやけにはされてないけどね。たいした苦労もなくポイントを荒稼かせぎできるとなれば、引き受けようと考えるやつがいたとしてもおかしくないだろう？」


    「だからって、他の生徒売るような真ま似ね……！」　


    　たかがポイントのために、唐から津つ田だは売られたっていうのか。『ほらドラ！』を所持していたという、たったそれだけの理由で。なんて不条理──


    　生徒たちの間に不信感を煽あおりたて、より効率的に互いを監視させるシステムってわけか。


    　──どこまで汚いんだ生徒会……！


    　卑ひ怯きょうなやり口も許せないし、何より生徒会の好きにさせてちゃ、おれの野望が達成できないじゃないか！


    



    　　　§


    



    　放課後、おれは早さ乙おと女めから教えられた地下室を目指していた。


    　おれの覚悟は決まっていた。


    　はたして早乙女が何を企たくらんでいるのかは謎なぞだ。この学園の存在理由……そしておれの体質？　皆かい目もく見当もつかない。でも、このまま生徒会の横暴に甘んじているわけにはいかなかった。少しでも現状を打開する可能性があるとなれば、話を聞いてみる価値はあるってものだ。


    　自分の生徒カードで地図を確認して、階段から地下へ降りていく。薄暗い廊下はふだん使用されていないらしく、まったく人ひと気けがなかった。廊下を進んで一番奥の部屋まで辿たどりつき、ドアを開ける。


    　中は真っ暗だった。入るか迷っていると、突然、背後から何者かの手で突き飛ばされた。


    「──ぅお!?」


    　おれはよろめき、倒れこむ。倒れた先にちょうど椅い子すがあったらしく、おれの体は固い木の感触に受け止められた。


    　ガチャリ


    「はっ……？」


    　それは金属の金具が留められた音で……おれはなぜか両手両足を椅い子すに固定された格好になっていた。


    「うお、お……」


    　──今度は拘束椅子!?


    　またしても不可解なピンチに陥おちいっているおれは、何かの呪のろいでもかかってるのか？　拘束から逃のがれようと身をよじってみるが、金具は頑がん丈じようで外れそうになかった。


    　パッ、と照明が点ともされた。急に明るくなった視界の眩まぶしさに顔をそむける。


    「よく来てくれたね、久く瀬ぜ君。歓迎するよ」


    　声とともに、ひとつの人影がおれの前に立った。


    　昼休みに話しかけてきた早さ乙おと女めだった。なぜかピンク色の白衣（？）みたいな服に身を包んでる。その背後にもう二人、別の女子生徒がたたずんでいた。一人は同じクラスの蛍ほたる火びで、もう一人は見たことのない顔だ。


    　早乙女はいきなり、おれの膝ひざの上に乗ってきた。顔が近づき、甘い香りが鼻を掠かすめた。どことなく小悪魔的な雰囲気を漂ただよわせた美少女。猫みたいにパッチリ開いた瞳が印象的だ。


    「うお？　何してるんだおまえ？」


    「何って？」


    　口元にいたずらっぽい笑みを浮かべると、早乙女は抵抗できないおれの胸に頭を押しつけてきた。おれの鼓こ動どうを聞こうとでもしているかのよう。
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    「すごく……ドキドキしてるね？」


    「…………」


    「どうして……かな？」


    「なんでっ、て」


    「……ん？」


    　早さ乙おと女めはおれの首すじを人差し指でつぅっと撫なでた。


    「……っ……」


    　おれは何も言えず、息を呑のんだ。こんな状況、落ち着いてられるわけがない。


    　それから早乙女は顔を離すと、おれの首に両腕を巻きつけてきた。椅い子すに縛しばりつけられたおれは、なすがままになっていることしかできない。目の前に早乙女の豊かな胸が迫る。


    「もっと……したい？」


    　耳元に息を吹きかけられた。その息の熱さが、声の甘さが、おれの理性を乱れさせる。


    「あぅ……」


    「どう……したい？」


    「……な、」


    「ん？」


    「何がどうなってるんだこれは？」


    「ふふっ？」


    　意味ありげに笑って、早乙女はようやく体を離した。そして部屋の隅すみに置かれた装置に近づいていく。何かの計測器らしき機械から何本もの配線が伸びていて、おれの座らされてる椅子につながっていた。


    　早乙女は装置のディスプレイに表示された数値を確認して、手元のファイルに書きつけてる様子だ。一人で納得し頷うなずきながら、しきりに呟つぶやいている。


    「うんうんうん……体温、血圧、脈拍の上昇。瞳どう孔こうの拡大、皮ひ膚ふからの発汗……口ではどう言おうと、体は正直だね」


    「その台詞せりふ、なんかヤらしいんだけど!?」


    　おれは乱れきった呼吸を静めながら、自分の体を見下ろして、


    「ワケわかんねーんだが……とりあえずこれ外してくれ」　


    　とにかくこの拘束を解いてもらわないことには話にならない。


    「後でね？」


    「今すぐ外してくれよ！」


    「そう焦あせらないでって。説明が先」


    「……用ってのは何なんだ」


    　仕方なくおれは、椅い子すに縛しばりつけられたまま早さ乙おと女めを見上げた。


    「ズバリ、私の研究に参加してほしいの」


    「研究？」


    「うん、正確に言うと私たちの、ね。桐きり香かのことは知ってるよね」


    　早乙女は、後ろにいる蛍ほたる火びを手ぶりで示した。


    「お、う。一応同じクラスだから」


    「で、こっちは私と同じクラスの音おと無なししじま」


    「…………」


    　音無と紹介された、両耳にヘッドホンをつけている女の子は、無言でペコリと頭を下げた。


    　制服を着ていなければ小学生と間違えてしまいそうな小さな体。幼い顔立ちに、愛あい想そのカケラすらない無表情。小動物ちっくでかわいらしい子だな。


    「ちょっと無口な子だけどね。漫画家志望なんだ」


    　早乙女が簡単に紹介したのち、音無が口を開いた。


    「しゅみはみざ☆りーごっこ」


    「何その危険そうな遊びっ!?」


    「うしろからほーちょーつきつけられてしっぴつ、生命のきけんにさらされるすりりんぐ」


    「スリルありすぎだから！　あんな背すじも凍る心理サスペンス、ごっこ遊びでするもんじゃないぞ」


    「……かんきんする？」


    　抑揚のない喋しやべり方といい、変わった子だった。それから早乙女が、


    「みざ☆りーごっこはまた今度にしてね。私たちは、ラブコメを研究し実践する活動を行うつもりなの」


    　一瞬、おれは自分の耳を疑った。


    「な……ラブコメを研究するなんて、そんな部活聞いたことねーし」


    「なかったから新しく始めるんだよ。ちなみに活動の名称は現代理想文化研究会、略してげん……」


    「その名前はマズイから！　いろんな意味で！」


    　おれは反射的に叫んで、きわどいところで続きを搔かき消した。


    「やだな、ちょっとした洒しや落れだよぉ。久く瀬ぜ君て冗談通じない人？」


    「マジ洒落で済まねーから！」


    「じゃあ恋愛実験部でいいよ」


    「名前はどうでもいいけど、この学園の校則からして無理だろそんな活動。第一、あの生徒会長がいるし」


    　当たり前のように反論が口をついて出た。ラブコメが禁止されたこの学園で、そんな活動認められるわけないじゃないか。


    「あぁ、ミャンマー？」


    　ミャンマー……深み山やまのことか。変な愛称つけるなよ。


    「そのミャンマー会長が黙ってないだろ」


    「と・こ・ろ・が、そーぉでもないんだなぁ。ミャンマーの許可はもらってるよ」


    「マジで!?　一体どんなマジック使ったんだ」


    「簡単なことよ。実際の活動はさっき言った通りなんだけどね、表向きの目的は違うの。『恋心を抹まつ消しようする薬を開発するための研究』ってことになってるんだ♪」


    「恋心を……抹消？　そんなバカみたいな理由が通用するのか」


    「バカみたいとは失礼ねー。それにミャンマーとは個人的にちょっとあるしね」


    「個人的に？　あいつと知り合いなのか？」


    「ま、それはいいじゃない」


    　早さ乙おと女めは少し喋しやべりすぎたというふうに手を振ってごまかした。


    「恋心を抹消となれば、ラブコメを禁止するって生徒会の目的とも合がつ致ちしてるでしょ。みんなの心から恋愛感情そのものが失なくなってしまえば、必然的にラブコメも消滅しちゃうはず。だから特別に認められてるってワケ。この地下室の中だけは、生徒会の監視もなーんもナシ、好きなことできるのよ。ラブコメの禁止された芙ふ蓉よう学園で、ここはいわば聖域！」


    　おれは早乙女の体に沿って、下から上へと視線を動かした。白衣に胸の形がくっきり浮きあがっていて、いやでも目が止まる。


    「なるほど、それでそんなけしからん格好してられるわけか。……ひょっとしておまえ、その服の下、何も着てなくない？」


    　服の間から覗のぞける限り、肌の色しか見えなかった。


    「下着をつけてるかつけてないかは、観測されるまで不確定の状態にあるんだよ？」


    「何そのシュレーディンガー理論!?　アインシュタインもびっくりだよ！」


    「私の下着事情はともかくね。他の生徒たちの手前、そんな活動が知られちゃまずいから極秘で進めてるの。この部屋以外の場所では、通常通りの規則が適用されるから注意して」


    「隠れキリシタンみたいなもんか」


    「当たらずとも遠からずかな。それで、この研究に久く瀬ぜ君にも協力してほしいんだ」


    「おれは実験台ってこと」


    「平たく言うとそうね。私の研究の役に立てるなんて、光栄に思っていいよ？」


    「いや全然光栄じゃねーけど。てか、なんでおれに？」


    「ここ数日、久瀬君のまわりで逮捕者が続出してるって噂うわさを聞いてね」


    「たしかに変な出来事が続いてるな。おれ自身疑問に思ってた」


    「ここでひとつ問題です──ラブコメに欠かすことのできない要素は何でしょう？」


    「えっ？」


    　早さ乙おと女めの思いがけない質問に戸惑う。


    　──欠かすことのできない要素？


    　ラブコメを愛読してきたおれだけど、突然そんなことを訊きかれても……何だ？　キスシーンか？　それともパンチラか？　パイタッチか？　どれも魅力的なイベントではあるけど、絶対的とは言いかねる気もする。


    　おれが返答にまごついていると、音おと無なしが口を開いた。


    「れいぷ」


    「ヴっ──!!」


    　純真そのものといった音無の唇くちびるから出てきた凶悪な単語に、おれは盛大に吹いた。


    「なな何を言っとられるんですか音無さん？」


    　思わず敬語になってしまった。


    「れいぷからはじまるこいもある」


    「ナイから！　犯罪だから！」


    「……ってかいてた」


    　ササッと、音無は胸の前に一冊のコミック本を取りだしてみせた。それは巷ちまたで超人気のセレブ系少女漫画で、猫も杓しやく子しも読んでいるという噂うわさだ。その表紙を見て蛍ほたる火びが、


    「む、それなら私も書店で見かけたことがある。たいした人気らしいな。感動の超大作で、読み終えた時にはみなバケツ一杯の涙を流すとか」


    「スプーン一杯のだろ!?　バケツ一杯も流したら眼球干ひからびるぞ」


    「そうだったか……しかし涙を拭ふくためのハンカチが何枚あっても足りず、デパートの婦人雑貨売り場に注文が殺到したため品切れになっているそうではないか」


    「風が吹けば桶おけ屋やが儲もうかる方式か。まあおれは読んだことなくて噂で聞いただけだけどな」


    「私も同じくだ。ああいった軟弱そうな書籍は苦手なのでな」


    　おれは音無が手にした本に視線を戻して、


    「とにかく、レイプから始まる恋なんてラブコメとは別次元の作品だろ。胡う散さんくさすぎる……そんな漫画信じるなよ」


    「ちがうの？」


    　小首を傾かしげる音無。こいつレイプの意味わかってんのか？　と首をひねりたくなるほど罪のない顔をして、つぶらな瞳ひとみでこちらを見上げてくる。


    「く、久く瀬ぜはしたいのか？　無理矢理、その、そういった……」


    　蛍火が、いかにも恥ずかしさに耐えきれないといった様子で言おうとする。


    「──なわけあるか！　おれはどう思われてるんだ？」


    　即座に否定するおれ。そこに早乙女が割って入り、


    「えぇっ？　それはそれで問題があるよ！　久く瀬ぜ時とき雄お、性的不能ＥＤの可能性もあり、と……」


    「エンディング迎えてねーから！」


    　早さ乙おと女めは、手元の書類にロクでもない情報を書きこんでからファイルを閉じた。


    「久瀬君のＥＤ疑惑についてはとりあえず保留として。ラブコメに欠かすことのできない要素、それは……」


    「それは……？」


    　おれはゴクリとのどを鳴らして、続く言葉を待つ。


    　ビッ！　と、早乙女はおれの鼻先に人差し指を突きつけた。


    



    「──『ハプニング』よ！」


    



    「は、ハプニング？」


    「そっ。思いがけずひるがえる衣服の裾すそ、垣間かいま見える下着、やむにやまれぬ身体的接触……そうしたハプニングが続けば、恋愛感情は後からついてくる。偶然も重なれば必然になる。ラブコメを支えているのは、まさにこうした偶発的事象の連鎖なのよ」


    「わかるようでわからん理屈だ……」


    　しかし、今まで熟読してきたラブコメを振り返ってみると、なるほどそうかもしれないと頷うなずけるフシもあった。


    　曲がり角での衝突、季節外れの転校生……たいていは、ちょっとした偶然から始まる場合が多いのだ。そんな都合のいい偶然あるわけねーじゃんと思いつつも、読み進めるうちに自然と受けいれてしまう……それがラブコメ！


    「ラブコメ時空とでも呼ぶべき不思議空間……。そして私の推論によれば、久瀬君は『ラブコメ的事象を誘発しやすい体質』をしてる」


    「な、に……？」


    「さっき言った、ハプニングを引き寄せる力……というよりは体質ね。昼休み、〈ホイホイくん〉の手から逃のがれて私のあられもない姿を目撃することになったのも、きっとその体質のせい。君こそまさに、ラブコメの星の下もとに生まれついた男！」


    「ものすごい言われようだな」


    　おれは人一倍ラブコメが好きだということを除けば、あとは至って平凡な男子だ。そんなおれが、聞いたこともないような特殊な体質をしてるだなんて。いきなり言われても信じられないってのが正直なところだ。


    　でも満まん更ざら悪い気分でもなかったし、『ひょっとしたら』って気持ちもなくはない。これまでおれは、己おのれのすべてを懸かけてラブコメを愛してきた。ならそろそろ、ラブコメの方から何か見返りがあってもおかしくないんじゃないか？　なんて都合のいい考えが頭をよぎる。


    「まだ仮説の段階だけどね。でもきっと証明してみせる……この謎なぞ、必ずや解明してみせる！　ヤッちゃんの名にかけて！」


    「いつ極ごく道どう入りしたんだ!?」


    「──ってことで、入学初日にいきなりのハプニングで出会った久く瀬ぜ君と桐きり香かは、理想的なサンプルなわけ」


    「つまり……おれと蛍ほたる火びを実験台にして、現実のラブコメを研究しようってことか？」


    「そゆこと」


    　聞くからに怪しい話だった。


    　でも──こいつの研究に協力すれば、この地下室の中でなら、合法的にラブコメ的行為が行える。それは、断ってしまうにはあまりに魅力的な提案だった。蛍火みたいにかわいい子と仲良くなれたら理想的……そう思っていたおれにとって、願ってもない話だ。


    　言ってみればこれは、砂漠の中で見つけたオアシス！　渇ききった旅人の前に差しだされた恵みの水！　


    　その誘惑に抗あらがうことなど、到とう底てい不可能。


    「やる！　おれはやるぞ！　あんな生徒会の言いなりになってたまるかってんだ」


    　もはや考えるまでもない。おれはほとんど理性を失って、早さ乙おと女めの言葉に諾だく々だくと頷うなずいていた。


    「よっし、そうこなくちゃ。素直にＯＫしてくれて良かった。もしノーって返事だったら、最終兵器使わなくちゃならないとこだったよ」


    「何だ？　最終兵器って」


    「あ、それは聞かない方が精神衛生上いいよ？　ふふ……」


    　こいつのテンションがよくわからねえ……。


    　おれはそこで思い当たって、蛍火の方に視線を送った。


    「ちょっと待て。おれはいいとしても、蛍火の方はどうなんだ。おれだけが承諾しても仕方ないだろ、蛍火は納得してるのか？」


    「ああ、私はかまわないぞ。望むところだ」


    　意外にも、蛍火は即答した。


    「そうか……。蛍火もＯＫなら、おれにもこれ以上異論はない。じゃあ、よろしくな」


    「うむ、よろしく頼む」


    　早乙女の提案を一体どう捉とらえてるのか、蛍火は真剣そのものといった表情でおれを見つめてくる。イヤがっているふうには見えなかった。


    　おれの動機は単純だ。でも蛍火は何のために……？


    　ともかく、蛍火の事情がどうであろうと、おれはやるしかない。


    　ずっと憧あこがれてきた『ラブコメ的日常』を実現するために──


    



    　こうして、おれの奇妙なラブコメ的日常が幕を開けたのだった。
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    　翌日は一日中、授業が手につかなかった。


    　昨日は蛍ほたる火びとあまり会話が交わせなかったし、どんなやつなのか気になって視線はつい蛍火の姿を追っていた。世界史の蒲がま郡ごおり先生はムー帝国の歴史についての講こう釈しやくを垂たれていたが、内容はまるで頭に入ってこない。


    　そうして蛍火を観察したところ、まず受けたのは真ま面じ目めなやつという印象だった。理り不ふ尽じんなことは認められない。何事も手を抜かず、退屈な授業も真剣に聞きいっている。


    　ラブコメ禁止という校則の下もとでは、男女間ではほぼ必要最低限の義務的な会話しか交わされないが（唐から津つ田だは例外）、蛍火は輪をかけてガードが固いというか、素すで男を近づけない雰囲気を発していた。


    　休み時間に颯さつ爽そうと廊下を歩く姿は、クールそのものといった趣おもむきだ。


    　唐津田を冷たくあしらう態度から見ても、蛍火は色恋沙ざ汰たになんて興味なさそうな……どちらかというと深み山やまの考えに賛同しそうな性格に思える。


    　──その蛍火が、なんで怪しげな恋愛実験なんかに参加してるんだ？


    「……おあとがよろしいようデ……」


    　六限目の南な無ま猫ねこ亭てい先生の授業が終わると、蛍火は荷物をまとめ、おれの方を見もせずに教室を後にした。おそらく先に地下室に着いて待っているだろう。


    　ひと足遅れでおれも地下への階段を降り、廊下を進んで廃教室へ入っていった。そこには昨日と同じように、早さ乙おと女め、音おと無なし、そして蛍火が待っていた。漫画家志望だという音無は、机に向かい漫画の原稿らしきものを描いてる。


    「で、研究って具体的に何をするわけだ？」


    　開口一番、おれは早乙女に尋たずねた。


    「私は何でもかまわないぞ、覚悟はできている」


    　蛍火はなぜかやる気満々だ。


    「何がいいかな。統計によると、ピンチに陥おちいったヒロインを助けると恋が芽め生ばえるケースが多いみたいだから」


    「吊つり橋効果ってやつか？」


    「そうそう……」


    　早乙女は名案を思いついたというふうに、部屋の片かた隅すみに積まれたガラクタの山に近づいていった。実験器具だか何だか不明な品々が積みあげられてる中から、早乙女は首輪みたいなものを取りだして、蛍火の首にはめた。


    　カチリと、何かのスイッチが入る音。


    「うん、これでよし」


    「何してるんだ？」


    「時限爆弾をセットしたから、久く瀬ぜ君が解除するんだよ？」


    「できるか!!」


    「恋愛実験その一、『ＤＯＫＩＤＯＫＩ♥恋の時限爆弾』作戦！」


    「何だその大昔の歌謡ポップみたいなネーミング！」


    　おれは蛍ほたる火びの首にはめられた首輪を見た。


    　導線らしきものが剝むきだしになり、それぞれ異なる色に着色されてる。タイマーまでついてて時限爆弾ぽい雰囲気だが、導線の数がやたらに多い。


    「なんかチャチい感じだな。爆ばく竹ちくでも鳴るのか？」


    「正しよう真しん正しよう銘めいの爆弾だよ？　私が作っといたんだ。取り扱いには注意してね、間違った導線を切っちゃったらこの島全体が吹き飛ぶから」


    「テロリストかよ！」


    「二十四本の導線のうち、正解は一本だけだから」


    「色多すぎるし！　普通、赤か青の二択とかじゃねーのかよ！」


    「サービスしてみました。カラフルで綺き麗れいでしょ」


    「そんなサービスいらねーから！　この中から一本て、確率低すぎる！」


    「愛の力でなんとかするんだよ？」


    「無理無理無理無理無理無理ィィッ!!」


    　むー、と早さ乙おと女めは不服げに唇くちびるをとがらせた。


    「しょーがないなぁ。じゃあヒントをあげる、桐きり香かの好きな色だよ」


    「はァ？　好きな色って、そんなのわかるかっての」


    「当然、桐香は答え言っちゃダメだからね。実験の意味なくなっちゃうから。はいスタート」


    　蛍火にそう注意してから、早乙女はおれにペンチを差しだしてくる。おれは仕方なくペンチを受けとって、蛍火に向き直った。蛍火はやけに深刻な表情で、


    「念のため言っておくが、早乙女が用意したのならきっと本物だぞ。なにしろ小学生の頃、自宅で原子爆弾を作ろうとしたほどのやつだからな」


    「原子爆弾!?　ありえねーし？」


    　おれが信じられないという声を出すと、後ろから早乙女が、


    「ああ、そんなこともあったね。懐なつかしいなぁ」


    「ホイホイ作れるものじゃないだろ!?」


    「『萌もえる核反応式集』って本に原理が載のってたし、案外簡単だったよ？」


    「核反応にまで萌えを見いださなくていいから！」


    「九八％のところまで開発を進めてたんだけど、あと一歩ってとこで両親が警察に通報して押おう収しゆうされちゃったんだ。結局、完成には至らなかったの」


    「マジかよ……洒しや落れなんねーけど」


    　自力で原爆作れるって、どれだけ天才なんだ。じゃあ、おれが判断をミスるとこの島が吹き飛んじまうってことか？　いきなりハードル高すぎるんだが。


    　とんでもないミッションを課せられて混乱するおれに、早さ乙おと女めが応援コールを送ってくる。


    「久く瀬ぜ君、がんばって！　芙ふ蓉よう学園全校生徒の命が君にかかってる！　責任重大だよ」


    「すべての元凶のてめーが言うな！」


    　おれの焦りを煽あおるかのように、タイマーがカチカチ鳴っている。


    「残り時間すでに三分切ってるんだが!?」


    「緊張感が大切だからね」


    　早乙女は壁にもたれて高みの見物を決めこみ、音おと無なしはマイペースで漫画を描きつづけていた。


    「なんでいきなり生命の危機に立たされてるんだ……。たしかにドキドキはするけど、これはおれの求めてたラブコメと大いに違うぞ！」


    　蛍ほたる火びが、真剣な顔でおれを見上げてきた。


    「ラブコメは真剣勝負！　この実験に参加すると決めた時から、私は命がけのつもりだったぞ。久瀬は違ったのか？」


    　目が本気だった。蛍火がここまで覚悟を決めている以上、おれも負けてられない。


    「いや──おれだって、自分のすべてを懸かけてラブコメを愛してきた。その気持ちに偽いつわりはない！　やってやるぜ！」


    　おれは気合いを入れてペンチを握りしめた。


    「うむ、その意気だ。久瀬、頼むぞ」


    　蛍火は、おれに首の爆弾がよく見えるように顎あごを上げた。


    　目を閉じて顔を突きだしたポーズは、まるでキスをせがむしぐさのよう。


    　それだけで、おれのテンションは急激に上昇してしまう。間近で見るとやっぱ美人だな……


    　くそ、これがラブコメの一シーンなら迷わずキスするとこだよ！　


    　なのに現実はまるで逆。生死がかかってるなんて理り不ふ尽じんすぎる。


    　そんなことを考えながら、蛍火の首にはまった首輪を固定するために左手で摑つかんだ。と、指先が蛍火の首すじに触れた。


    「ひぁん……！」


    　かるく触さわっただけなのに、蛍火はビクンと大きく体を震わせた。口から洩もれた甘い声に、おれの頭が痺しびれる。


    「うあ、すまん。爪つめでも当たったか？」


    「そうじゃ……ない…………弱いんだ、そこは……」


    　荒くなった息にまぎれて応こたえる蛍火。どれだけ敏感なんだ。


    「そ、そうなのか。できるだけ触らないようにするから」


    「……ぁあ……たの、む……」


    　言った早々、導線の角度を変えようとして手を動かすと、うなじを撫なでるみたいになってしまった。


    「──ぁふっ！」


    　蛍ほたる火びの過剰な反応が返る。固くつむった目の端に、薄く涙が滲にじんでいた。


    「蛍火、大丈夫か？」


    「ぃい……から、……早く……」


    　そんな声出されたら、まるでおれがいじめてでもいるみたいじゃん。


    　乱れた制服の胸元。上気した頰ほお。荒い息づかい。かすかに汗ばんだ肌。それらの要素が微妙にえろすな感じを醸かもしだし、おれも妙な気分になってくる。


    　……はっ、いかん！　煩ぼん悩のうに振りまわされてる場合じゃない、爆弾に集中しないと。


    　しかし相手は、二十四本のうち一本だけ含まれた当たり以外を選ぶと即ドカンという高難易度。色の違いしかない導線の選択が生死を分ける。蛍火とは口を利きいたことさえ数えるほどなのに、好きな色なんて言われてもわかるわけない。


    「早くしないと、残り時間はどんどん減ってくよぉ？」


    「わかってるって！」


    「ちっくたっくちっくたっく……」
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    　音おと無なしの無機質な呟つぶやきがプレッシャーを煽あおりたてる。タイマーの残り時間はもう三十秒を切っていた。


    「蛍ほたる火び、もし違ってたらゴメンな」


    　おれがそう断ると、蛍火は閉じていた目を開き、こちらを見つめてくる。


    「迷いは心に隙すきを生じる。私も久く瀬ぜを信じるから、久瀬も迷わず選べ」


    「おう、わかった」


    　おれはペンチを握っている手に力をこめた。


    　──ラブコメ的日常を実現するためなら、これくらいの難関乗り越えてみせる！


    　覚悟を決めて、ペンチで青い導線を、


    　パチン──


    　…………。


    　………………。


    「よし、無事……」


    　安あん堵どの息を吐き、蛍火の首にかけていた手を離そうとした瞬間、


    



    「どぅんっ」


    



    「──ぎゃあああああああぁあああああッ!!」


    　胸を突き破らんばかりの勢いで心臓が跳はねた。


    　死の直前に再生されるという走そう馬ま燈とうが脳裏をよぎる。


    　浮かびあがるのは、おれが実生活で体験した出来事ではなく、読みこなしてきたラブコメの名場面の数々。膝ひざ枕まくら、海水浴、遊園地デート、そしてファーストキス……叶かなえたいと願う理想郷ユートピアイベントは幾いく十、幾百とある。


    　そのうち、まだパンチラだけしか実現していないってのに……。


    「──死んでたまるかあああぁッ!!」


    　おれは咆ほう吼こうを上げていた。


    　が──周囲は何ともなってない。小さな爆発ひとつ起こった気配はなかった。さっきの爆発音は、音無が口で擬ぎ音おんを発しただけのことだった……。


    「心臓に悪い真ま似ねすんなよ！」


    「どぎゃがががごごごごごごごご……」


    　あまりにタチの悪いイタズラに怒鳴りつけたが、音無はこちらには視線を向けず、擬音を口ずさみながら漫画の原稿を描く作業に熱中していた。どんな漫画描いてるんだよこいつ……


    　ともあれもう安全そうなので、おれは蛍火に向き直って、


    「えっと。もう大丈夫……だよな？」


    「は……、ふ、ぅ──……」


    　蛍ほたる火びは脱力して、へにゃりと床にへたりこんだ。まだ興奮がおさまりきらない様子でガクガク震えている。第三者から見たら、まるでおれが泣かせたみたいな状況なんだが。


    　クラスではクールを通している蛍火が、おれの前ではこんな姿を晒さらしてることが、なんか……クるものがあった。


    　やべ……恋愛実験、ちょっとハマっちゃいそうかも。


    「おめでとおめでと、爆発しなくて良かったね」


    　のんきな顔の早さ乙おと女めが近づいてきた。


    「ちなみに、どうして青を選んだの？」


    「なんでって……理由ってほどのもんじゃないけど、初めて会った時に蛍火が穿はいてた下着の色が青だったから……それに、持ってた『はむはむはむりん』のマスコットも青だったし。それくらいしか思い当たらなかったからな」


    　目撃したのは偶然だったけど……はたして、あれも早乙女が言うところのおれの体質のおかげなのか？


    「ふぅん、よく見てるじゃない」


    「そりゃ、ここ最近ずっと蛍火のこと見てたから──」


    「なっ……！」


    　ようやく呼吸が落ち着きかけていた蛍火は、おれの台詞せりふを聞くと顔を赤くした。


    「へっえぇ～～？　久く瀬ぜ君、ストーカー気質？」


    「いや変な意味じゃなくてだな……」


    「たわけ……！　そんな、人の行動をジロジロと観察するなど、な……」


    　蛍火が声を荒あらげかけたが、途中で羞しゆう恥ち心しんに負けたらしく黙りこんでしまった。


    「ま、合格ってとこかな」


    　早乙女が満足そうに言う。フト気になって、おれは早乙女に尋たずねてみた。


    「てかさ、爆弾って冗談だったんだよな？　おれも雰囲気に呑のまれて信じちゃったけど……ほんとは間違えてもクラッカーがバーンて鳴るとかで……だよな？」


    　すると早乙女は、ちょっと考えてからニヤリと笑った。


    「さぁ、ど～～～～でしょお？」


    



    　　　§


    



    　翌日、早朝の教室で。


    　昨日あんなことがあったものだから、おれはクラスで蛍火にどう接したらいいか迷っていた。なんとなく顔を合わせづらいな。ところが後から教室に入ってきた蛍火は、何事もなかったみたいに素知らぬ顔でおれのそばを通り過ぎ、自分の席に腰を下ろした。


    　ただ同じクラスの生徒であるというだけの相手──そんな態度。


    　けど、この学園ではそれが当然なのだ。必要もないのに話しかけたりすることは、校則に違反しかねないという危険を伴うことなんだから。早さ乙おと女めもあの活動は極秘だと言ってたし、蛍ほたる火びの行動は正しいんだろう。放課後になれば地下室でいくらでも会話を交わせるんだから、それで我慢しないとな。


    　一日の授業が終わり、おれは足取りもかるく地下に向かった。


    　今日はどんなことをさせられるんだろう。もう、早乙女に強制されるというより、自分から進んでやってみたいという気持ちになってた。


    　地下室では、音おと無なしが一人で机に向かい漫画を描いていた。


    「あれ、音無だけ？」


    　ちょっと肩すかしを食らった気分。


    「…………」


    　入ってきたおれには関心を示さず、音無は黙々と原稿の作業を続けている。ヘッドホンで音楽を聞いてるせいでおれの声が聞こえなかったのか、それとも単純に無視されただけなのか。とにかく突っ立ってても仕方ないから、おれは椅い子すに腰を下ろした。


    　座り心地悪いなこの椅子。てかなんで拘束具なんてついてるんだ。早乙女が改造したのか？


    　本格的にモルモット扱いだな……。


    「……………………」


    「……………………」


    　二人とも無言で、ただ音無が原稿に走らせるペンの音だけが小さく鳴っている。ほんとに無口な子だな。しばらく沈黙が続いたのち、音無が口を開いた。


    「かりかりかり……」


    「擬ぎ音おん呟つぶやきながら漫画描くなんて、『パクマン。』のキャラみたいなやつだな……」


    　漫画家を志した主人公が有名作品をパクりまくってのし上がっていく一大ピカレスク成長ロマン『パクマン。』にも、擬音を叫びながら原稿を執筆する天才漫画家が登場するのだ。


    「『ぱくまん。』すき？」


    　思いがけず、音無の質問が返ってきた。


    「お？　おう。音無も読んでるのか？」


    　意外な反応におれが訊きき返すと、音無は、こく……と頷うなずいた。たしかに、漫画好きなら読んでて当然ってくらいの話題作だからな。


    「面白いよなアレ。何が何でも成功するんだって言って、汚い手使いまくる卑ひ劣れつさがサイコーっつーか」


    「さいこー」


    　共通の話題が見つかって少し緊張が解けたおれは、別の質問を振ってみる。


    「ところでさっきから何聞いてるんだ？」


    　また無視されるかと思ったけど、聞こえていたらしく、音おと無なしはペンを置いてこちらに向いた。ＭＰ３プレイヤーのボタンを操作して音楽を停止し、ヘッドホンを外す。


    「きく？」


    　ヘッドホンをおれの方に差しだしてきた。


    「えっ？」


    「きく」


    　今度は少しだけ語調を強めて、押しつけるように。


    「お、おお……」


    　わざわざ勧めてくるなんて意外だったけど、音無がどんな音楽を聞いてるのかちょっと興味がある。おれはヘッドホンを受けとると、耳に装着した。小さめなのでおれの頭にはきつくて、両耳がガッチリ隙すき間まなく覆おおわれる。


    「れっつぷれい」


    　おれがヘッドホンをつけたのを確認して、音無はプレイヤーの再生ボタンを押した。


    　と──


    　ギョイイイイイイイイィイイイイイイン────────!!


    　怒ど濤とうの勢いで流れだしたエレキギターの轟ごう音おんが、おれの鼓こ膜まくをつんざいた。


    「げぎょおおぉおおおおオ……!?」


    　耳を襲おそった音圧に、おれはたまらず椅い子すから転げ落ちて床に倒れこんだ。硬質の金属音が脳のう髄ずいを搔かきまわす。おれは床の上で悶もん絶ぜつしながら呻うめいた。


    「な、にコレ……」


    「へゔぃめた」


    「ぅうあ、おぉあああぁあ……っ……！」


    　高速のドラム連打が入るたび、おれの体は痙けい攣れんし、甲板に釣りあげられたマグロのごとく跳はねる。圧倒的な音圧は、もはや音楽としては認識されない。聴覚を利用した暴力。人の精神を破壊する兵器。


    「どだだだだだだだだだがしゃーん」


    　音無も合わせて口を動かしてるみたいだけど、搔き消されて聞こえない。


    　早く終わってくれ……おれは心の中でそれだけを祈っていた。十分あまり続いてから、ようやく曲が終わったらしく、耳から流れこんでいた轟音がやんだ。


    「はぅ……、ふ……は……」


    　拷ごう問もんから解放されて、おれは床に大の字で伸びたまま大きく息を吐いた。


    「つぎの曲がめーきょく」


    「もう……勘弁してくれ……」


    　プレイヤーを操作しようとする音おと無なしに、息絶えだえに断った。音無は倒れたおれの頭からヘッドホンを外すと、再び自分の耳に装着した。そしてまた元通り机に向かう。


    　おれはやっと起きあがって、


    「……よく涼しい顔でそんなの聞いてられるな」


    「へゔぃめたきらい？」


    　無表情な音無だが、それでも声の響きに少しだけ不機嫌そうな調子が含まれていた。自分の愛する音楽をけなされたと感じたのか。こいつにもこだわりがあるんだろう。


    「いや嫌いってワケじゃないけど、音量デカすぎだろ。耳壊すぞ」


    「耳じゃなく、たましいできく」


    「いっぱしのミュージシャンじみたこと言いやがって……」


    　おれが机のそばに立つと、音無は無言で原稿の角度を変えて体で覆おおい隠そうとした。


    　べつに内容を覗のぞこうなんてつもりはなかったけど、隠されるとかえって興味が涌わいてくる。こいつも恋愛実験に参加してるってことは、ラブコメでも描いてるのか？　だとしたら是非とも読んでみたいもんだ。


    　おれは本気で音無の原稿を拝見しようと体を動かした。


    「…………」


    　おれが右にまわると、音無は左へ。


    「…………」


    　左へ行けば音無は右へ。


    　おれが立ち位置を変えるたび、それに合わせて音無も身をずらし、絶妙の角度で原稿を見えなくしてしまう。忍者を思わせる素早い身のこなし──こいつ、デキる……！


    「はぁ、はぁ、はぁ……」


    　こちらが息を切らしているというのに、音無は顔色ひとつ変えない。


    　おれもムキになって続けてたけど、しまいに音無は、こちらに用紙の裏側を向けて原稿を胸にひしと抱えこんでしまった。こうなっては、もはや音無の腕を摑つかんで強引に引っぺがすほかなく、さすがにおれもこれ以上手が出せない。


    「やっぱ見られたくないもんなのか？」


    「…………」


    「イヤなら無理にとは言わないけど」


    　音無は原稿用紙の上端で口元を隠すようにして、


    「……えっち」


    「いや関係ないよねぇっ!?」


    「──久く瀬ぜ君がしじまを襲おそおうとしてるっ!?」


    　狙ねらいすましたかのごとくイヤなタイミングで、背後から甲かん高だかい声が飛んできた。振り返ると、遅れてやってきた早さ乙おと女めと蛍ほたる火びが入り口から入ってくるところだ。


    「さすが久く瀬ぜ君、手の早さには定評がある」


    「襲おそってねえよ！　誤解だ誤解！」


    「しかし久瀬、やけにハァハァと息を荒くしているではないか」


    　蛍火が目ざとく指摘してくる。


    　早乙女もあいづちを打ってから、急にかしこまった口調になって、


    「鬼き畜ちく皇おう子じを名乗る久瀬君、お願いがあります。死んでいただけないでしょうか？」


    「誰も名乗ってねえ！」


    



    「今日は精神分析を試してみましょ」


    　おれがしどろもどろになりつつも誤解を解いた後、早乙女が言った。


    「精神分析？」


    「うん。考えてみたんだけどね、久瀬君の体質の秘密は、秘められた過去に隠されてるのかもしれない。そこで、深層心理を探ってみれば何かわかるかもってワケ」


    「いまいちよくわからんが、具体的に何をするつもりなんだ？　言っとくけど、もう爆弾はこりごりだからな」


    「難しく考える必要はないよ？　要は催さい眠みん術じゆつで眠ってもらって、その間に君の心理の奥深くによどんだドス黒い欲望を衆しゆう目もくの下もとに晒さらすだけだから」


    「なんでドス黒いとか決めてかかってるわけ!?」


    「変態鬼畜皇子がどんな恐ろしい情念を溜ためこんでるのか、想像するだけで興奮するわ！」


    「いつの間にか余計な修飾が増えてるし!?」


    「ふむ、なるほどな……」


    　蛍火は真ま面じ目めな顔でしきりに頷うなずいている。納得されても困るんだが。


    「てか催眠術って、ほんとにそんなコト可能なのか？　その手のものには、どうも胡う散さんくさいってイメージしか持てないんだけど」


    「どーんとお任せ」


    　早乙女は自分の胸を叩たたくと、バーコードの読みとり機みたいな装置を取りだして、おれの首すじにピタリと押し当てた。そして不可解な質問を投げかけてくる。


    「久瀬君、心臓に持病とかないよね？」


    「は？　体はいたって健康だが」


    「そ、良かった」


    　早乙女は装置のスイッチを押した。


    　バヂッ──！


    「ヴぉっ!?」


    　首すじに強烈な電撃が走り、おれは気を失った…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………


    　──パン！


    「はッ！」


    　手を叩たたく音がして、おれは目を開けた。


    　体が痺しびれて起きあがれない。首だけ左右に動かして周囲の様子をうかがった。おれのそばに早さ乙おと女めが立ち、ファイルに何かを書きつけてた。蛍ほたる火びはおれの顔を覗のぞきこみ、音おと無なしは相変わらず漫画を描いている。


    「……おれ気絶してた？」


    「ぐーっすり眠ってたよぉ？　二時間近くも」


    　倒れたままのおれの頭上から、早乙女が答えた。


    「眠ってたじゃねえ！　それスタンガン!?　全然催さい眠みん術じゆつじゃねーよな？」


    「失敬な、私が開発した超安眠マシン〈ごくらくくん〉だよ。一いち九きゆつ八ぱー万ボルトもの電圧を発生させて一瞬のうちにパタンキューって寸法」


    「何だその中途半端な数字は」


    「キリのいい二〇〇じゃなく、あえて少しだけ足りない値に設定しておくとお得感が出るのよ」


    「それはスーパーの価格設定だよ！　どっちにしろ電圧高すぎる、おれを殺す気か？」


    「死にはしないから安心してって。たまに後遺症が残るくらいだから」


    　物騒なことを口走りやがる。ホントにこのまま身動きとれない体になったらどうしようかと不安だったけど、しばらく経たつと四し肢しの自由が戻ってきた。


    「……で、結果はどうだったんだ？」


    　立ちあがりながら問いかけると、早乙女は手にしたペンでこめかみを叩き、


    「ん～、それなんだけどね。苦しそうな顔で『燃える……燃える……』って繰り返してたけど」


    「……燃える？」


    「何か心当たりある？　たとえば、小さい頃に南米で神にささげる生いけ贄にえとして焼き殺されそうになったとか」


    「どんな数奇な人生送ってきたらそんな過去持てるんだ!?」


    「きっと、父親に連れられてコーヒー豆の買いつけ旅行に向かう途中、飛行機が墜落したのね。乗客のうち事故で生き残ったのは久く瀬ぜ君とお父さんの二人だけ。そして助けを求めてジャングルをさまよってるうちに、現地の先住民に捕まっちゃった。彼らの間には古代からつたわる儀式があって、二人は生贄にされることになり……お父さんは久瀬君を助けるために自らの命を投げだしたのよ」


    「なるほど……実に感動的な話だな。立派なお父さんではないか」


    　蛍ほたる火びが本気の感慨をこめて呟つぶやいた。


    「勝手におれの人生組み立てないでくれ！　南米なんて行ったことないし、親おや父じはピンピンしてるよ！　猪いのししと格闘してるから！」


    「その人がほんとのお父さんだって証拠はある？」


    「えっ」


    「ホラ、ないでしょ。命からがら現地人の魔の手を逃のがれた久く瀬ぜ君は、とある集落に辿たどりつき、生活のためにカニ漁船で働くようになった。そこの船長もちょうど息子を亡くしたばかりだったのね。久瀬君の境遇を憐あわれんで、養子として引きとってくれた。そして一緒に日本へ渡り、過去を秘密にしたまま息子として育ててきたわけ。久瀬君が今度は自分の意志でカニ漁船に乗りこむその時に、真実を告げようと決めて……」


    「ますます泣ける話だな……」


    「いや蛍火、なんで涙ぐんでるんだ!?　カニ漁船なんて乗りこむつもりないぞおれは」


    「久瀬君、今すぐその時の体験を手記に書いて出版社に持ちこむべき！　それとも、しじまに漫画化してもらう？　そこからさらにメディアミックス展開して、映画化はまず固いでしょ、それにうまくいけばカニ漁シミュレーションゲーム化……うは、バカ売れの予感！」


    「妄想日記でも書いて持ちこめよ！」


    「カニ漁を疑ぎ似じ体験できるゲームか……それは少しやってみたいぞ」


    「かにうま～」


    　なぜか蛍火と音おと無なしがちょっと興味を示してる。


    「……待てよ、でもそういえば」


    　もちろん早さ乙おと女めの妄想なんかとは無縁だが、別に思い当たるフシがあって、おれは記憶を手た繰ぐった。


    　あれは一昨年、中学二年の冬休みのことだ。


    　おれは悪友に誘われて雪山に登り、運悪く遭そう難なんした。


    　迷い歩くうち行き当たったほら穴のなかで、来るかどうかもわからない救助を待ちながら、身を切るような寒さに震えていた。体は冷えきって、意識が朦もう朧ろうとしてくる。どうにかして暖だんをとらないと……燃やせるものは何でも燃やさなくちゃならない。


    「その時、おれの懐ふところに入ってたのが一冊のラブコメだったんだ」


    「山に登るのに、そんなもの持って行ったのか？」


    　蛍火が少し驚いた顔をする。


    「あの頃ちょうどハマってたやつだったから……片時も離したくなかったんだよ」


    　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの状況だった。他にとるべき選択はない。


    　おれは泣く泣く、その本を燃やすことにした。


    　一ページ一ページ熟読したうえで、破りとっては火に投じた。炎にくべられて燃える紙片……そこに描かれた場面が、深く記憶に刻みつけられていった。はなやかな学園生活が脳裏にまざまざと浮かびあがった。


    「まるでマッチ売りの少女ではないか」


    「あ、ちょっと似てるかも……いやそのまま死んだりはしないけどな。本を燃やして暖だんをとり、かろうじて命をつなぎ止めておれたちは無事救助されたんだ。後から振り返って、おれはその出来事に何か運命的なものを感じた。ラブコメに命を救われた──そう思ったんだ」


    「なるほどなるほど？」


    　おれの言葉を聞きながら、早さ乙おと女めはせわしなく手元のファイルに書きこんでいた。そして話をまとめるように、


    「じゃあ、やっぱりさっきの私の予想が九割がた当たってたんじゃん」


    「大幅に違うよ！　ジャングルでもないし、怪しげな儀式もカニ漁船も出てこない！」


    「つまり──命の危機に晒さらされた状況。生と死の狭はざ間まで、脳内において再生されたラブコメ……その時の強烈な願望が、久く瀬ぜ君の体質に関わってるってところかな」


    「な……、バカな？」


    　おれは度ど肝ぎもを抜かれたが、早乙女の目は真剣そのものだった。手にしたペンでおれの顔を指して、


    「エクセレント！　私の目に間違いはなかった。ラブコメに対するその情熱、その渇望、その執念……稀まれに見る逸いつ材ざいね！」


    「おれは褒ほめられてるのかバカにされてんのか？」


    「もちろん賞賛してるに決まってるでしょ。ますます興味が涌わいてきたっ！　君の秘密、何があろうと解明してみせるから」


    　早乙女は見るからに活いきいきと目を輝かせてる。


    　ほんとに研究しか頭にないんだなこいつ……。でもその情熱は、おれがラブコメに対して抱いだいてる感情と、少し似ているのかもしれないと思った。


    



    　　　§


    



    　次の日は休日だった。早乙女の指示で、朝から地下室に集合ということになっている。


    　ラブコメ愛好家の朝は早い。


    　中学の頃は、早朝の曲がり角で食パンをくわえた美少女転校生とぶつかるなんてラッキーイベントがいつ発生するかもしれないと期待して、毎朝、日の出前から学校の始業時間ギリギリまで通学路をうろついてたもんだ。いま考えるとかなり挙動不審だったな。結局、卒業するまでの三年間、うちの中学に転校してきた生徒など一人もいなかったが……。


    　おれはポイント節約のために朝食を抜き、早さ乙おと女めから指定された時間を見計らって寮を出た。空すきっ腹を抱えて校舎へ向かい、地下室のドアを開ける。


    　その先に待っていたのは、予想もしなかった光景──一糸まとわぬ蛍ほたる火びの姿だった。


    「ふぎゃああああぁああぁッ!?」


    「なぅあ、あ、あああ……」


    　驚きのあまり、蛍火は悲鳴を上げることさえ叶かなわない様子で震えている。


    　露出した肩も腕も脚も胸も、余すところなく視界に捉とらえられた。おれは大きく息を呑のみ、こわばった声で謝罪の言葉を口にする。


    「悪わりぃ……着替え中だったかな……」


    　なんでこんな所で着替えてるんだ鍵かぎかけておけよてか着替えるにしても下着まで脱ぐ必要ないよなおかしいだろ……頭の中をさまざまな台詞せりふが駆けめぐるが、口から出てきはしない。


    「あ、ああ……」


    　蛍火も、のどからどうにか声を絞りだした。表面上は普通の会話を交わしているものの、内心の動揺は計り知れない。


    「入る前にノックするべきだったな……すまね……」


    「そう、だな……」


    　さながら出来の悪い素しろ人うと芝しば居いのようにぎこちなく交わされる会話。


    「すぐ着替えるので……少しだけ、外で待っていてもらえるか……」


    「……わかった」


    　パタン……。


    　ドアを閉めてから、おれは激しく鳴る心臓を抑えるために、廊下の壁に意味もなくゴスゴスと頭を打ちつけた。


    　──見ちゃった見ちゃった見ちゃったよ！


    　これも、早乙女の言うおれの体質によるものなのか？　


    　それにしても展開早すぎだよ！　もっと先に通過すべき地点があるだろ！


    「は、入っていいぞ……」


    　三十秒ほどして、室内から蛍火が声をかけてきた。


    　壁に頭を打ちつけていたおれは、ピタリと動きを止めた。やけに着替えるの早いな。けど良かった、このまま続けてたら頭ず蓋がい骨こつが陥かん没ぼつするかもしれないところだ。


    「お、おう……」


    　おれはぎこちない手つきでドアを開けた。そして再び我が目を疑った。


    　蛍火は、素肌の上にエプロンを羽は織おっただけの格好だった。胸から腰にかけてがかろうじて白い布ぬの地じで覆おおわれた姿。ある意味で、さっきの全裸よりもさらに艶なまめかしい状態とも言える。


    「あ、慌あわてて着たものだから……。変、か……？」


    「いや、変じゃない、変じゃないけど──」


    　勢いで否定したものの、やっぱり変だよな……？　普通ありえないよな？


    「なにゆえエプロン……？」


    「早さ乙おと女めが用意してくれたのだ。今日はこれに着替えておけと」


    　そうだろうとも。あいつ以外に考えられない。おれがこの部屋を訪れる時間を見計らって、蛍ほたる火びが着替えるように仕向けたわけか。


    　すべては早乙女の計略！　


    　人心を操あやつり策さく謀ぼう張りめぐらせる、悪魔の智ち略りやく……！


    「なんでも、帰宅する夫を迎える新にい妻づまの正装と聞いたぞ」


    「全国の新妻の皆さんに謝れ！」


    　蛍火が生き真ま面じ目めで信じこみやすい性格だからって、早乙女のやつ、どれだけロクでもない知識を吹きこんでるんだ。


    　ちょうどおれが怒りをみなぎらせているところに、紙袋を抱えた早乙女と音おと無なしが姿を現した。


    「あ～おなか減った。『はむはむはむりん』ならぬ、ぺこぺこぺこりんだよ」


    「ぺこー」


    　のんきな台詞せりふを吐きながら、涼しい顔で部屋に入ってくる。


    「早乙女、てめー謀はかりやがったな？」


    「何のコトぉ？」


    　おれが詰め寄ると、早乙女は明後日あさつての方向に顔を向けてスッとぼけた。


    　──くッ、こいつどこまでもシラを切るつもりか……。


    　早乙女は両手で抱えていた紙袋を傾けて、中身を机の上にぶちまけた。大量の駄菓子が山のごとく積みあげられる。


    　ンまい棒、テロルチョコ、ヤッちゃんいか、ベヒーモスラーメン、チョコボ瓜うり……レトロ感溢あふれる駄菓子の数々。眺めているだけで、不思議な懐なつかしさがこみあげる。


    「何この駄菓子。レトロ菓子の研究でもするつもりなのか？」


    「何言ってるの、私のご飯だよ？」


    　早乙女は椅い子すに腰を下ろし、おもむろにンまい棒をひとつ手に取ると、開封してもしゅもしゅと食べはじめた。


    「ご飯って、菓子しかねーじゃん。しかもこんな大量に買うのって、めちゃポイント必要なんじゃねーの」


    　ンまい棒・世界の珍味シリーズ……以前購買コーナーで見かけたけど、信じられないことに一本２５００ポイントと法外な値がつけられていた。


    　２５００ポイントといえば、実におれの三日ぶんの食費に匹ひつ敵てきする。なんでも化学調味料で合成してるんじゃなくて本物の料理から抽出したエキスを使っているため、そんなとんでもない値段になるんだとか。なんて無駄に贅ぜい沢たくな菓子なんだ。


    「ま、私くらいの天才になれば一日でこれくらいちょちょいッと稼かせげるのよ」


    「マジか……セレブすぎるぞ」


    　おれが日々の食事にも事欠く有あり様さまだというのに、なんたる格差社会。圧倒的な貧富の差。さしずめおれは持たざる者ってわけか。


    　２５００ポイントが、あッという間に早さ乙おと女めの口へ消える。


    「ン・まぁ～～～～～～い☆」


    　よほど美味なのか、早乙女の目も漫画みたいに☆になってる。


    「見せつけるように食いやがって……おれも朝抜いたから腹減ったな」


    　おれは空すきっ腹を押さえ、餓うえた視線でンまい棒を眺めた。


    　キャビアアイスクリーム味、トナカイステーキ味、丸焼きロブスター味、北京ペキンダック味、フカヒレスープ味、アンコウ鍋なべ味、あわびバター焼き味エトセトラエトセトラ……よくもまあこれだけの種類集めたもんだ。


    　正直どんな味か想像つかないけど、ゴクリとのどが鳴る。どうしても食いたくてたまらない。


    「なあ早乙女、そのンまい棒一本くれないか」


    　すると、早乙女のまなざしがかすかに愉ゆ悦えつの色を帯びた。


    「人にものを頼むには、それなりの誠意を見せる必要があると私は考えるんだけど、久く瀬ぜ君はどう思う？」


    「くッ……、早乙女さんお願いですお恵みください」


    「んッん～～、君の誠意はその程度？　ずいぶん安いんだね」


    　ふぁ……と、早乙女はさも退屈というふうに、わざとらしく生なまあくびを嚙かみ殺した。


    　足元見やがって。しかし背に腹は代えられない。なんでンまい棒一本のためにここまでしなくちゃいけないんだと思いながらも、おれはさらに深々と頭を下げた。


    　ほとんど土下座に近い姿勢になったおれの頭を、こともあろうに早乙女は踏みつけてきた。


    「ぐぁ……！」


    　後頭部に鈍い痛み。胸をえぐる耐えがたい屈くつ辱じよく。


    　早乙女は足をぐいぐいと動かして、靴くつの踵かかとでおれの頭を踏みにじる。


    「あッ……いい気分、たまんない……！」


    　いい性格してやがるなこいつ……。


    「なあ、これくらいで気が済んだろ」


    　どこまでも卑ひ屈くつになっていくおれ。


    「うん満足」


    「よし、一本もらうなっ！」


    　おれは頭を跳はねあげて早乙女の足をどけ、机に駆け寄る。


    「あっ、ちょっと待って」


    　早さ乙おと女めがおれを止め、駄菓子の山からンまい棒を一本取ると、胸の間に挟はさんだ。


    「な──、なんでそんなとこに挟んでんだ!?」


    「なんでって……この方が食べやすいかなって思って」


    「いやどう考えても食いにくくなってるだろ」


    「ほら……早くしないと私が食べちゃうよ？」


    　急にしおらしい口調になってるし！


    　たわわな乳ち房ぶさに挟まれたンまい棒は、なんて扇せん情じよう的な光景！　


    　おれにはハードル高すぎるミッションだが……。


    　いや、ここは見方を変えてみよう。おれはンまい棒をもらって食べるだけ！　この行為に何もやましいところはない。そう、仮にフトしたはずみで口がおっぱいに触れることがあったとしても、それは事故……不可抗力……仕方のないことだ！


    「いただきいいぃッ────!!」


    　おれは雄お叫たけびを上げ、魅惑のンまい棒に勢いよく喰くらいつこうとする。ところが、


    「おあずけ！」


    　早乙女が素早く身を引いた。


    　おれの歯は空くうを切り、何も獲物を得ることなく嚙かみあわされた。顎あごに鈍い衝撃が走る。その痛みにおれが悶もだえている一方、早乙女は悠々とンまい棒を食べてしまった。


    「勝手に人のものに手を出そうなんて、まったく躾しつけがなってないね」


    「はァ？　くれるんじゃなかったのか？」


    「やーよ、私が自分のポイントで買ったんだもん」


    「ならおれは何のために頭を踏まれたんだ!?」


    「私は何も約束してないでしょ？　久く瀬ぜ君が勝手に頭下げたから、てっきりそういう趣味なのかと思って踏んであげたのよ。感謝してよね」


    「ッざけんなよこの……！」


    　空腹の苛いら立だちも加わって、にわかに殺意がよぎる。


    　──この女、許せねえ！


    「仕方ないなぁ。ほれ、テロルチョコ恵んであげる」


    　おれが白衣の胸ぐらに摑つかみかかろうとすると、早乙女はテロルチョコを三個、空中に放り投げた。


    「わぅっ──!?」


    　投げられたチョコを見て、おれは反射的に首を突きだした。


    　バク！


    　バク！


    　バクッ！


    　宙を飛ぶテロルチョコを、続けざまに口でキャッチする。


    　──はっ……こんなもので操あやつられるなんて安すぎるぞ！　貧乏根性まるだしじゃないか！


    　急速にみじめな気分になり、恥ずかしさのあまり地中に潜もぐりたくなってしまう。苛いら立だちをまぎらすように、おれはテロルチョコを嚙かみ砕いた。じゃり、と口の中にイヤな苦みが走る。


    「……このチョコ、やけに苦くないか？　しかも妙にキナ臭いっつーか」


    「原材料に火薬が入ってるからね。『口の中ではじけるうまさ』が売り文句だし」


    「有害すぎるだろ！　合成着色料の比じゃねーぞ！」


    「安全面はちゃんと配慮されてるよ？　『本商品は引火性ですので火気に近づけないでください』って注意書きあるし」


    「とんでもねーもの食わせやがって！」


    「この間の時限爆弾だって、テロルチョコから抽出した火薬で作ったんだから。なんでも、ヒトラー暗殺計画にもこのテロルチョコが用いられたらしいよ。めーめー書房刊『○×ファイル　世界の歴史を変えた暗殺事件の裏側』より」


    「どれだけ眉まゆ唾つば！　てか、こんなもんでごまかされねーからな」


    　一個10ポイントで買える代しろ物ものでは怒りがおさまらず、おれは早さ乙おと女めに詰め寄る。


    「もう、落ち着いて。桐きり香かをよく見てよ。何のためにこんな格好してると思ってるの？　これから桐香が料理作るから」


    「マジか！」


    「手作り料理もラブコメの重要な要素よ」


    「なるほどな、そいつは一理ある」


    　早乙女もたまにはマトモなこと言うじゃないか。


    　たしかに、おれが好んで読んできたラブコメでは、かなりの高確率でヒロインが主人公に手作り弁当を渡す場面があった。そのうちの何割かは、不幸にして不ま味ずい……さらに言うなら料理とは呼びがたいオゾマシイ代物であるケースもしばしば見受けられたが、そこは我慢して完食するのが漢おとこというものらしい。


    　蛍ほたる火びの料理の腕は不明だし一いち抹まつの不安は拭ぬぐえないけど、しかしこれは何があっても通過しておかねばならない地点なのだ。今日の食事はレトルトの『ぐぐれカレー』ででも済ませようかと思ってたけど、手作り料理をご馳ち走そうしてくれるなんて願ったり叶かなったり。


    「納得してくれた？」


    　一人でガッツポーズをとったおれに、早乙女が尋たずねてくる。


    　おれはつい気を許してしまい、


    「ああ、そういうことなら大歓迎だ」


    「はい、じゃーこれね」


    　ガチャ！


    「はイ？」


    　何の音だ今の……。


    　──って、なんでおれ手て錠じようはめられてるの！


    　おれの右手と蛍ほたる火びの左手が、手錠でつながれていた。しかもオモチャの手錠とかじゃなくて本物っぽい。どうやってこんなもの手に入れたんだ。


    「ただ料理作るだけじゃツマラナイでしょ？　だいたい、二人ともいまいち固さが抜けないのよね。だから今日は一日中、手錠でつながれたまま過ごすの。やむにやまれぬ理由から一日の行動をともにすることとなった二人の間に芽め生ばえるロマンス……これぞラブコメだわ！」


    「やまれぬ理由って、おまえが準備したんじゃねーか！」


    「恋愛実験その二、『ふたりでできるもん♪初恋は煮こみおでん味』作戦！」


    「なんで教育番組ふうになってるんだ!?」


    　しかし、反論したところでどうにもなるわけではない。


    　早さ乙おと女めが一度思いついたことをひるがえすような女ではないことを、ようやくおれも理解しつつあった。さっき買いこんできたらしい食材の入った紙袋が置かれ、ご丁てい寧ねいなことに簡易コンロまで用意されている。有う無むを言わさぬ手まわしの良さ。


    「久く瀬ぜ、私はかまわないぞ。必要とあらば実践するまでだ、何の問題もない」


    　勇ましく言う蛍火。妙なところで思い切りのいいやつだな。


    　おれはあらためて蛍火の姿を眺めた。エプロンからはみだし気味の横乳の魔力が視線を吸い寄せる。これもすべて研究という崇すう高こうな目的のため！　ここは気がねする必要などない。むしろ舐なめまわすように鑑賞し、蛍火の姿を目に焼きつけるべき！


    　おれと蛍火は並んでまな板に向かった。包丁を握り調理を始めようとする蛍火に話しかける。


    「何か手伝うことあるか？　料理得意ってわけじゃないけど、簡単なのなら作れるし」


    「いや、久瀬は何もする必要ないぞ。黙って見ていてくれればいい」


    「そうか？　おれだけ何もしないってのも悪いし。野菜洗うとか、何でも言ってくれよ」


    「すべて私に任せてくれ。当然だ。その、……ぜの…………めに……」


    「え？」


    「く、ぜのた……めに、……作るん……から、な……」


    「お、おれのために？」


    　おれの胸に、にわかに動揺が走る。


    　そんなこと言われたら、こっちまで恥ずかしくなってくるじゃないか。


    　手作り弁当というのはなるほど心躍おどるイベントだが、目の前でリアルタイムで作ってくれるとなれば、さらに格別！　ケタ違いに魅力アップだ……！


    　しかしむしろ、おれより遙はるかに動転しているのは蛍火の方で、


    「う、が……言えるか、こんな歯の浮くような台詞せりふ……！」


    　テンパったあまり包丁を振りまわそうとする始末。


    「いいから早く始めよう、な！」


    　おれに促されて蛍ほたる火びはまな板に向かい、大根を切りはじめた。


    　どうやら本当におでんを作るつもりらしい。春先におでんか？　という気もするけど、今日は肌寒い感じなのでまあアリだろう。


    　ダシを張った鍋なべを火にかけ、各種具材を切って放りこんでいく。閉めきった室内に、鍋からのぼった湯気が立ちこめる。鼻び腔こうをくすぐる匂においに、いやがおうでも食欲が刺激される。


    　蛍火の包丁さばきは慣れた手つきだけど、体を動かそうとするたび、手て錠じようでつながれた腕が引っかかって思うようにいかない様子だ。必然的におれの腕も引っぱられ、体が密着する形になってしまう……腕が、脚が、腰が、意図せずして触れあってしまう。


    「あぅっ……！」


    「悪わりぃ！」


    「たわけ、私がこれくらいのことで動揺するはずなぃ……ふぁっ……！」


    　めちゃくちゃ動揺してるじゃねーか。


    　蛍火は再びキッと表情を引き締めて、


    「これくらいのことで取り乱していては、気持ちの上で負けているということだからな。見事耐えぬいてみせるぞ私は！」


    「一体何と戦ってるんだおまえは」


    　四し苦く八はつ苦くしながら、それでもどうにかおでんが完成した。


    　蛍火が料理を作っている間に、机の上に築かれていた駄菓子の山は跡あと形かたもなく消え去り早さ乙おと女めの胃袋におさまっていた。出来上がったおでんの鍋を机に置いて、おれと蛍火は椅い子すに座った。


    　いざ食べる段になって、また新たな問題が発生する。


    「早乙女、早く手錠外してくれよ」


    「え？　もちろんそのままに決まってるじゃない」


    　当たり前という顔で言いやがった。


    「手錠かけられたまま食えって言うのかよ？」


    「当然でしょ、一日中それで過ごすって言ったの覚えてないの？　チキンヘッドなの？　三歩歩くと記憶を失っちゃうの？　そんなに忘れっぽいなら、大事なことは体にメモ代わりの刺いれ青ずみでも入れといた方がいいんじゃない？」


    「記憶喪そう失しつ映画の主人公かおれは！」


    「チキンがレベルアップしても、ドラゴンヘッドにはなれないんだよ？　せいぜいマスターチキンどまり」


    「超弱そうなんだけど！　このままだと右手使いにくくてかなわんし、どうやって食えと」


    　蛍ほたる火びと手て錠じようでつながれた右手を、じゃらりと上げて見せる。


    「ふぅん……自分で食べられないなら、桐きり香かに食べさせてもらえばいーんじゃなぁい？」


    「なっ……？」


    「それがイヤなら食べなくてもいいけど？　せっかく桐香が君のために作った料理なのにーぃ？　ポリバケツにポイしちゃうの？　選択肢『弁当を食べる／弁当を捨てる』で後者を選んじゃう人なのぉ？」


    　いやらしく語尾を伸ばす早さ乙おと女め。こいつに反論しても無駄か……。


    　おれは蛍火に視線を移した。蛍火は思いつめた表情で唇くちびるをきつく嚙かみしめてから、


    「わ、私はかまわないぞ……そのくらいお安いご用だ」


    「ホラ、桐香もそー言ってるじゃん」


    「お安いご用って、めちゃ無理してるだろ……。しかも蛍火、その格好のままかよ」


    　おれが指摘すると、蛍火は自分の体を見下ろした。


    「あ、の、脱いだ方がいいか？　……そうだな、エプロンを着けたまま食事など、変だものな……」


    「そのままで結構ですっ！」


    　混乱してエプロンを外そうとする蛍火を、おれは慌あわてて止めた。これ脱いだらまた裸に戻っちまうじゃねーか。こいつ相当テンションおかしくなってるな……。


    　目の前の料理に向かい、蛍火は箸はしを取りあげると鍋なべから大根をひと切れつまみ取った。


    「……っ、ぅ……」


    　箸を持って構えた姿勢のまま硬直している。


    「ほら、く、口を開けろ」


    「お、う……」


    　蛍火に促されるまま、おれは口を開いた。


    　蛍火の持つ箸の先が震えていた……というか腕が震えてた。おいおい、いくらなんでも緊張しすぎだろ。おれだって緊張してるけど、蛍火の様子はただごとじゃない。やっぱやめた方がいいんじゃないか？　と思っていると、蛍火は意を決したかのように、


    「──てあッ！」


    　ビスッ！


    　勢いよく突きだされた箸は、おれの口から大きく狙ねらいを外れてのどを突いた。


    「げゥっ……！」


    「──はっ？　久く瀬ぜ、大丈夫か」


    　我われに返った蛍火が、左手でのどを押さえ苦しむおれに声をかけた。


    「ゴホッ、ゴ……今、目ぇ閉じてたよなおまえ？　危険すぎるだろ！」


    「す、すまんな、こういうことには慣れてなくて……。べつに久く瀬ぜのことがイヤだというわけじゃないんだ。昔から男性というものが苦手で……」


    　しゅん……と謝る蛍ほたる火びに、おれもそれ以上責める気にはなれず、


    「う、いや、おれも慣れてないってこともあるしな？　お互いさまってことで……そうだ、今度はそっちの──トマトか？　食べさせてくれよ」


    　蛍火の箸はしはまたしても怪しい動きを示し、おれの口から逸それていこうとしたが、おれは顔を突きだし首をねじってアクロバティックにトマトをキャッチした。


    「あぢっ、ぢ……！」


    「あぅ、熱かったか……？」


    　たしかに熱すぎて舌を火傷やけどしそうだ。口の中で転がし冷ましてから、むにむにと咀そ嚼しやくし呑のみこむ。おでんにトマトというのは初めてだったけど、トマトの酸味と甘みがダシと絡からみあい、舌の上でえもいわれぬ快楽をもたらす。


    「……ど、どうだ？」


    　蛍火が不安げに尋たずねてくる。


    「こんなものがくえるかあっ!!　おかみをよべっ!!」


    　横からケチをつけたのは音おと無なしだった。ふだんは無口なくせに、いちいちクリティカルなところで台詞せりふをはさむやつだ。


    　蛍火は神妙な顔つきになって姿勢を正し、


    「わかった、口に合わなかったなら作り直そう」


    「いや音無の美食家気取りな台詞真まに受ける必要ないから。……う、まいよ」


    「世辞は無用だぞ」


    「いや、お世辞とかじゃなくてほんとメチャ美う味まいって。蛍火、料理上手なのな」


    「そうか……良かった」


    　ほぅ、と蛍火は安あん堵どの息を洩もらした。


    「……一歩前進、だな」


    　顔を伏せて嚙かみしめるように言う蛍火は、少し嬉うれしそうだった。


    「さ、口を開けろ。おでんはまだまだ残ってるんだからな」


    「おう」


    「今度はちゃんと冷ますからな……」


    　蛍火は鍋なべから焼き豆どう腐ふをつまみ取ると、自分の口元へ近づけてふっふぅ……と息を吹きかけた。冷ますためなのはわかるが……蛍火の息がかかった豆腐が、そのままダイレクトにおれの口へと運ばれる。


    　やばい……。


    　脳溶けそうだ……。


    　思考力が奪われていく。


    　おれは、目の前に差しだされるおでんの具をただひたすら啄ついばむマシンと化していた。もはや自分が何を食べているのかもよくわからない。無限に平らげられそうな気さえしてくる。


    　満たされる食欲、味覚への快い刺激、なおかつそれをかわいい女の子に食べさせてもらうという、三重の快楽。まさしく至福の時間！


    　口の中に広がるやわらかな味は、本当に蛍ほたる火びの気持ちがこもっているみたいで。


    　おれは、地下の廃教室で手て錠じようにつながれた裸エプロンの女の子におでんを食べさせてもらうというこのオカシナ状況を、いつの間にか受けいれていた。


    　蛍火が差しだしてくる具を一いつ心しん不ふ乱らんに食べつづけるうち、鍋なべの中のおでんが残り少なくなってきた。そこでおれはやっと我われに返って、


    「おればっかりで蛍火は全然食べてないじゃん？」


    「かまわないぞ、これはく……、ぜの……めに……作ったんだからな」


    　ごにょごにょと口ごもる蛍火に、


    「いや、そういうわけにもいかないから。今度はお返しにおれが食べさせてやるよ」


    「ん……、それより緊張してのどが渇いたから、飲み物をもらえるとありがたい」


    「オッケー」


    　早さ乙おと女めが用意した袋を覗のぞきこむと、飲み物は牛乳くらいしかなかった。
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    「牛乳でいいか？　外に出しっぱだったから、ぬるくなってるだろうけど」


    「ああ、かまわないぞ。軟弱な清涼飲料水などより遙はるかに体にいいからな」


    　おれはコップに牛乳をそそぎ、蛍ほたる火びの口元に近づけた。おれの動きがまずかったのか、それとも蛍火が顔を動かしたのか、コップの縁ふちがガチリと歯に当たってしまい……大きく揺れたコップから牛乳がこぼれ、蛍火の胸元に白い液体が飛び散った。


    「あぅ……」


    「い、や……」


    　蛍火の胸の谷間を、牛乳の雫しずくが流れ落ちる。気まずすぎる雰囲気。


    　──ど、どうすりゃいいんだ。とりあえずタオルタオルタオル……と、おれがこぼしたんだから、おれが拭ふいてやるべきなのか？　


    　でもそんなことしていいのか？　この手で？　蛍火の胸を？


    　煩ぼん悩のうと理性の間で葛かつ藤とうするおれに、背後から音おと無なしの声が悪魔のごとくささやく。


    「……くちびるで受けとめきれず首すじからむなもとへとつたったえきたいのあつさに、きりかはむねのたかなりをおさえきれないのであった」


    「棒読みで変なナレーション入れないでもらえますッ!?」


    



    　　　§


    



    　昼過ぎになって、早さ乙おと女めがおもむろに立ちあがった。


    「ん────っ、お腹なか空すいたなー。私ちょっとおやつ買い出しに行ってくるね」


    「さっきあれだけ平らげておいて、まだ菓子食う気かよ」


    「さっきのはご飯、今度はおやつ。全然別でしょ」


    「違いがわかんねえよ」


    　こいつの体、ンまい棒でできてるんじゃないか……。


    「さんせー」


    　早乙女に続いて、原稿の作業をやめ腰を上げる音無。


    「なら、私たちも行くか」


    　と立ちあがろうとする蛍火を、おれはとっさに引き止めた。


    「こんな格好で外出る気かよ！」


    「う、あ、そうだな……」


    　おれに指摘されて、蛍火は自分の服装をようやく思い出したらしい。


    　足取りかるく入り口から出ていく早乙女の後に音無がついていき、おれと蛍火は部屋に二人きり残された。おれは、重くのしかかってくる沈黙を破って、


    「二人っきり、だな……」


    「そう……だな」


    　──何言ってるんだおれバカ！　もっと気の利きいた台詞せりふ言えないのか。蛍ほたる火びも返答に困ってるじゃないか。


    　少し間まを置いて、蛍火がおずおずと口を開いた。


    「……あの、久く瀬ぜ」


    「おう？」


    「ひとつ……お願いが、あるのだが……」


    「お願い？」


    　内心の葛かつ藤とうと戦ってでもいるかのように、蛍火は実に苦しそうに言葉を続ける。


    「非常に、言いにくいの、だが……」


    「何だ？　恥ずかしがらずに言えよ」


    「その……お…………こ、が……したいのだが……」


    「え？　何がしたいって？」


    　途切れとぎれに洩もれてくる台詞の聞きとりづらさに、おれは蛍火の口元に耳を近づけた。


    「察しろ……」


    「無茶言うなよ。ちゃんと言ってくれないとわかんねって」


    「……ぅ……」


    　蛍火は、今にも泣きだしそうな顔だった。身み悶もだえつつ右手でもじもじと下腹部を押さえ、無理矢理に声を絞りだしている。一体何を思い悩んでるんだこいつは。


    「だから……」


    「うん？」


    



    「おしっ…………こ……が……」


    



    「えっ」


    



    「……したい、のだ……」


    



    「──────」


    　数秒、思考が飛んだ。


    　視界が粘土細工のように歪ゆがみ、現実が遠のく。


    　意味もなく弾はじけ飛ぶ脳細胞。嚙かみあわない歯車。頭の奥で鳴り響くノイズ。溶ける意味。回し車に入れられたハムスターみたいにカラカラ空から回りする意識。駆け巡めぐる脳内物質。とめどなくドライブするアドレナリン。


    　おれは額ひたいに手を当て、やっとの思いで口を開いた。


    「え──と、」


    　言葉がのどに詰まる。


    「──トイレに行きたいのか？」


    　コクン……と、蛍ほたる火びはこれ以上ひと言も喋しやべれないといった感じで頷うなずいた。


    　おれは自分の右手に視線を落とした。じゃら、と硬質の金属音が小さく鳴る。


    　それって、


    　つまり、


    　手て錠じようでつながれたまま──


    「う──────……あ、」


    　人生最大の危機に直面して、おれは激しい戦せん慄りつに襲われた。
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    　蛍ほたる火びが風か邪ぜをひいた。


    　あくる日の放課後、例によって地下室に集まったものの、蛍火はいつになく元気がない様子だった。おれは心配になって尋たずねてみる。


    「蛍火、具合でも悪いのか？」


    「む、そんなことはないぞ」


    「でもなんとなく顔が赤いけど」


    「目の錯覚だろう、赤せき方ほう偏へん移いというやつだ」


    「ものすごい高速で移動しないとそんな現象は起きないよ！」


    　蛍火の声は、いつものハキハキした口調に比べてキレがない。


    　おれは蛍火に顔を近づけ、ぴた、と額ひたいをくっつけた。かるく触れただけでも熱があるのがわかる。昨日一日、裸エプロンなんて格好で過ごしたから風邪をひいたんだろう（あの後何があったかは禁則事項です）。


    「やっぱ熱あるじゃん」


    　蛍火は慌あわてた様子で顔を離した。


    「たわけ、むしろ久く瀬ぜの体温が低すぎるのだろう。冷血漢と呼ばれているだけあって」


    「冷血関係ねえ！　てかおれは鬼き畜ちく皇おう子じだけじゃなくてそんなふうにも呼ばれてるのか？」


    「クラスの女子が久瀬のことを噂うわさしていたぞ。ま、くだらんたわごとが大半だったがな。いずれにしろ、たかが熱に負けるわけにはいかない！」


    　倒れることなど許されぬ──そんな、銃弾飛び交う戦場を行こう軍ぐんする兵士のごときまなざし。


    「保健室行くなら連れてくぞ？」


    「断じて必要ない」


    「やせ我慢するなって。病気の時くらい休むべきだろ」


    　昨日に続いて今日も肌寒い感じだ。熱があるのに無理をして動きまわってると、こじらせてしまう可能性がある。


    「やせ我慢などではない。心しん頭とう滅めつ却きやく、いかなる時も気を抜かぬよう鍛きたえてあるからな。風邪ごときにやられるわけが……ない──」


    　言っているそばから蛍火はよろめきかけ、おれの方に倒れこんでくる。


    「ほら、言わんこっちゃないだろ」


    「う……く、……」


    　蛍火は悔しそうに唇くちびるを嚙かみ、おれからゆっくりと体を引き剝はがした。


    「ん～、桐きり香かが風邪じゃ予定が違ってきちゃうなー」


    　そんな蛍火の様子を見ながら、早さ乙女おとめが残念そうに言った。


    「予定って、ちなみに今日は何をさせるつもりだったんだ？」


    　おれがイヤな胸騒ぎを覚えつつ尋たずねると、早さ乙おと女めはもったいつけるように胸の前で腕を組んでから、


    「ふふっ、よくぞ聞いてくれました……」


    　カッ！　と目を見開く。


    



    「────脱衣麻マー雀ジヤンっ!!」


    



    「それもうラブコメと関係ないよねッ!?」


    「わーかってないなぁ。おのおのの複雑な思おも惑わくを秘めて乱れ飛ぶ麻雀牌パイ、いやがおうにも高まる緊張感、一枚ずつ剝はぎとられていく衣服……これぞラブコメの真しん骨こつ頂ちようよ！」


    「ラブの欠片かけらもねーよ！　煩ぼん悩のうだけだろが！」


    「なんたる暴言！　久く瀬ぜ君、『ほらドラ！』を侮ぶ辱じよくするつもり？」


    「ぐ……痛いところ突きやがって」


    　たしかに『ほらドラ！』中盤の名勝負として脱衣麻雀のエピソードがある。しかしあの展開はストーリー上の必然性あってのことだ。それにひきかえ、こんな唐とう突とつな展開アリなのか。


    　──それではあまりにご都合……。


    「ほどよいご都合主義、それもまたラブコメの醍だい醐ご味み！」


    　おれの考えていたことを見み透すかしたかのように宣言し、早乙女は麻雀牌を取りだした。


    「せっかく四人いるし、麻雀するにはもってこいでしょ。……はっ！　むしろ、だからこそ四人？　この日のために、光の四剣士の生まれ変わりである私たちは運命に導かれて地下室に集まったのね？」


    「そんな前世設定はねえし、光の剣士が麻雀やる必然性も皆かい無むだよ！」


    「恋愛実験その三、『一発逆転・恋の勝負は裏ドラ次第』作戦よ！」


    「私はかまわないぞ。どんなものか知らないが……勝負なら望むところだ、受けて立つ！」


    　などと蛍ほたる火びが張り合って言うものだから、早乙女も余計に調子づいてしまう。くそ、また早乙女のペースにうまうまと乗せられてるぞ……。


    「よっし、じゃあ早速始めましょ」


    「ただ、まったくルールを知らないのだが」


    「そんなの、やってるうちに覚えるわよ。実践に勝まさる訓練なし」


    　早乙女が無理矢理に話をまとめて、おれたちは四人で机を囲んだ。古ぼけた机が瞬時に雀ジヤン卓タクと化し、放課後の地下室で脱衣麻雀の幕が開く。


    　じゃらじゃらじゃら……。


    　牌を混ぜたのち、山が積まれる。


    　いささかもルールを理解していない様子の蛍ほたる火び。おれも、役やくの名前くらい知っているとはいえ、実戦経験は皆かい無むだから蛍火と大差ない。対して、いかにも慣れた手つきの早さ乙おと女め。相変わらず無表情で淡々と牌ハイを並べている音おと無なしも、得え体たいの知れないものを秘めている。


    　──はたしてこのメンバーで、いかなる死闘が繰り広げられるのか？


    　ともかくも、戦いの火ぶたは切って落とされた。


    　早乙女、音無、おれ、と続けざまに牌を引き不要なものを捨てる。順番のまわってきた蛍火は、見よう見真ま似ねで牌を取ると、不可解そうな表情で首を傾かしげた。右も左もわからないといった様子。おれの方に顔を近づけ、小声で尋たずねてくる。


    「久く瀬ぜは戦い方を知っているのか？　何をどうすればいいのだ」


    「おれも詳しくはないけど、とりあえず同じ絵柄を揃そろえて並べてくといいことがあるらしいぞ」


    　おれも『ほらドラ！』で読んで得た知識くらいしか持っていないので、かなりアバウトな説明になってしまう。


    「真っ白なのはトランプのジョーカーみたいなものか？」


    「いや、それはそういう模様の一種なんだけどな。まあ序盤は様子見で、あんまり考えず仲間はずれのやつから切っていけばいいよ」


    「そうか。ならばまず一番かわいくないやつを捨てよう」


    　特に何事も起きないまま、二巡じゆん目がまわってくる。


    　──おかしい、おかしいぞ……。


    　なんで麻マー雀ジヤンなんてやってるんだおれは。


    　冷静に考えてみると、これはおれが憧あこがれていたラブコメ的日常とはナニカが違うぞ。どこかで巧妙に論理がすり替えられている。狡こう猾かつな弁べん舌ぜつに欺あざむかれている……！


    　昨日の手作り料理というイベントは、手て錠じようでつながれた上に裸エプロンという点がおかしくはあったものの、まだラブコメとして許容範囲だった。しかし脱衣麻雀はどう考えても違うだろう。腑ふに落ちないものを感じながらも、自分の順番になると手が動いてしまう。


    　再び蛍火の手番がめぐってきた。


    「今度はこの鳥みたいなのを捨てるぞ」


    　ピシッ


    　欲望と策謀渦巻く雀ジヤン卓タクに、迷える仔こ羊ひつじのごとき無思慮な牌が放たれる。あまりに弱々しいその一打は、すぐさま餓うえた狼おおかみの餌え食じきとなる。


    「ろん！」


    　音おと無なしの鋭い声が飛んだ。


    「いきなりアガリっ!?」


    　音無の牌が静かに倒される。整然と並んだ牌の配列は、一種の美すら感じさせた。


    　この役は……


    「ちゅーれんぽーとー」


    「────!!」


    　場に衝撃が走る。


    「それって、一生に一度お目にかかれるかどうかってくらいの幻まぼろしの役やくだろ!?　信じられん！」


    「ゔい」


    　音おと無なしは少しだけ誇らしげにピースサインをしてみせた。


    　九チユー連レン宝ポウ燈トウをアガる確率が奇跡に近いほど低いものだって、おれでも聞いたことがある。なんでも、完成させた直後にショックのあまり心臓マヒを起こして死亡してしまうケースさえあるのだとか。


    　己おのれの命を懸かけなければ拝おがめない魔ま性しようの役、それが九連宝燈。


    　なのに、音無は平然とした顔で言ってのける。


    「しじまはすでに死んでいる？」


    「ピンピンしてんじゃねーか！　雀鬼ジヤンキーかてめーは！」


    　麻マー雀ジヤンの鬼と書いてジャンキー……重度の麻雀依存者をそう呼ぶらしい。


    　彼らの体は点棒でできていると言われる。常人には到達不可能な境地。雀ジヤン卓タクが唯一の心安らぐ場所。血や涙といった余計なものは持ちあわせていない、非情の生物。


    　麻薬依存症患者と酷こく似じした症状を示し、専門の更正施設まであるそうだ。しかしたとえ病院へ入れられたところで、彼らは禁断症状に耐えられず、夜な夜な抜けだしては街を徘はい徊かいし雀荘へと足を向ける。その姿は、さながら人の生き血を求めてさまよう吸血鬼ヴアンパイア。雀鬼たちもまた、日光を拒絶し漆しつ黒こくの夜を愛する闇やみの血族なのだ。（めーめー書房刊『麻雀放浪鬼　その知られざる生態』より）


    「マジでおまえ何者？　親がプロ雀士で、子供の頃おもちゃ代わりに麻雀牌パイ握らされたってクチか？」


    　ありがちな設定を持ちだしてみると、音無はそっけなく首を振った。


    「まんがでおぼえた」


    「そいつあスゲーっすねええぇッ!!　漫画で見たくらいで九連宝燈アガれるもんなら誰も苦労しねえよ」


    　いまだに状況を呑のみこめていない蛍ほたる火びが、


    「何なのだ、そのチューレンポートピアというのは？」


    「いや神戸は関係ないけどな。簡単に言うと最初の勝負でおまえが負けたってことだ」


    「なに、私の負けだと！」


    「お待ちかねの脱衣ターイム！」


    　心底悔しげな表情になった蛍火に、早さ乙おと女めが促す。


    　敗者は脱ぐ──それが脱衣麻雀の血の掟おきて。仁義なき戦いだ。何なん人ぴとも逆らうことは許されない。この場においては、身体を覆おおう衣服こそが金銭や生命よりも重いのだ。


    「屈くつ辱じよく！　……しかし負けた以上は仕方あるまい」


    「てか蛍ほたる火び、風か邪ぜ気味なのに服脱ぐのはマズくないか？」


    「かまわん！　これくらいの負け、すぐに挽ばん回かいしてみせる。肉を斬きらせて骨を断つ戦法だ」


    　蛍火は勇ましく言い放つと、制服の上着を脱いだ。


    　最初の一枚……人間のささやかな一枚だが、人類にとっては大いなる飛躍だ！　視線をさえぎっていた服が取り去られ、露出度がアップする。


    　ブラウス越しでも至高の存在感を放つおっぱい！


    　ゴク……と、おれはのどを鳴らした。昨日も蛍火の裸を目撃したとはいえ、あらためて見るとなればやはり血が騒ぐ。牌ハイを握る指に力も入ろうというもの。


    　なるほど、これが脱衣麻マー雀ジヤン──熱いじゃないか！


    「よぉし、盛りあがってきたわね！」


    　早さ乙おと女めも異様にテンションを上げている。一敗した蛍火も瞳ひとみに闘志をみなぎらせ、音おと無なしだけがマイペースを保っている。対抗意識の火花散る中、勝負が続行される。


    「──ほらドラ！」


    　局きよくの中盤に差しかかったところで、早乙女が『ほらドラ！』の決め台詞ぜりふを真ま似ねて果か敢かんなドラ切りを見せる。そんな甘い一打を見み逃のがす音無ではなかった。


    「ろん！」


    　やすやすと直撃を喰くらった。


    「すーあんこー」


    「また役ヤク満マンか！　音無、その強さは人間離れしてるぞ！　……あれ、ちょっと待て。今度は振りこんだ早乙女が脱ぐことになるのか？」


    「もち。負けたからには脱ぐよ」


    　また屁へ理り屈くつをこねるかと思いきや、早乙女は意外にも素直に自分の体を覆うピンク色の白衣に手をかけた。


    　──待てよ。こいつ、白衣の下は何もつけてない可能性もあるんだった。てことは、これを脱いでしまうと──


    　意思に反してにわかに心がトキメク。しかし黙って見ているわけにもいかない。


    「ちょっと待て！　それは──」


    　おれが止めようとするのも間に合わず、白衣がスルリと脱ぎ捨てられる。


    　その下には──


    　同じデザインでレモン色の白衣が現れた。


    「な──っ!?」


    　とんでもないフェイク。


    「こんなこともあろうかと、あらかじめ同じ服を十二枚着こんでおいたんだよん」


    　早さ乙おと女めが得意げに服の裾すそをずらすと、残り十色が重ねられているのが見えた。


    「十二回殺さないと死ねない体かよ、汚きたねえっ！　最初から仕込んでやがるなんて、どれだけ外げ道どう！」


    「人聞きが悪いなー。服の上限枚数は決まってないんだから、勝負師として保険かけとくのは当然でしょ？　正当な戦術に言いがかりつけないでほしいな」


    「よくそこまで勝手なことばっかり言えるよな！」


    　こいつを打ち倒すには、あと十一枚も剝はぎとらなきゃいけないのか。恐るべき守備力。竹たけ槍やりしか持ってない足あし軽がるが戦車に立ち向かうみたいなもんだ。


    　早乙女はクルリと表情を変えて、


    「でもさっきの久く瀬ぜ君の表情ったら。ふふふっ、期待した期待した期待しちゃったぁ？」


    「うるせ、だだだ誰が期待なんかするか！」


    　どうしようもなくキョドってしまうおれ。よりにもよって早乙女の裸を想像して少しだけトキメいてしまったなんて、死んでも認めたくねー。


    　その後も、音おと無なしは圧倒的な強さを見せつけた。


    　実力とか運だのといったレベルを通り越して、神がかり的なものをすら感じさせる怒ど濤とうの引き。マシンのごとき正確無比な動作で牌ハイを引き、一瞬のうちに捨て牌を計算した上で迷うことなく切る。判断の速さはまさに思考機械。


    「かん！」


    　パリン──！


    　音無が宣言した瞬間、特殊な力の影響によるものか、突然天井の照明がはじけ割れた。地下室だというのに、どこからともなく雷鳴が轟とどろく。音無の、無表情の奥に秘められた麻マー雀ジヤンへの執念が超常現象を操あやつっているのだ。


    　音無の指先から紫色のオーラが発されているように見えた。


    　打ち下ろされた牌から電撃が迸ほとばしる。


    「ろん！」


    　雀ジヤン卓タクに疾しつ風ぷうが吹き荒れる。


    「ろん！」


    　竜が哭なく。


    「ろん！」


    　その姿は、まさしく鬼神を思わせた。


    　音無の勢いに歯止めをかけることなど、何なん人ぴとたりとも不可能。


    　勝負が終わる頃には、蛍ほたる火びは下着だけの姿に、おれも上半身裸にされた。音無は当然一枚も脱ぐことなく、早乙女は卑ひ怯きような作戦が功こうを奏そうして残り一枚というところでしぶとく生き残った。


    「結局、わりを食ったのはおれと蛍ほたる火びかよ。てか早さ乙おと女めが一番負けてんじゃないのか？　あらかじめ着こんでなかったら、今頃皮まで剝はぎとられてるはずだろ」


    「ふっ、負け犬の遠とお吠ぼえが耳に心地いい」


    「私が負けるなんて……」


    　激しいショックを受けている様子の蛍火。体調がますます悪化したみたいで、両腕で自分の体を抱いて震えている。


    「蛍火、かなりつらそうだけどほんとに保健室行かなくていいのか？」


    「かまわぬ……」


    　すると名な残ごり惜しげに麻マー雀ジヤン牌パイを弄もてあそんでいた早乙女が、


    「せっかくだから久く瀬ぜ君が看病してあげたら？」


    「おれがか？」


    「だって桐きり香かが風か邪ぜひいたのは、冷血変態鬼き畜ちく皇おう子じの餌え食じきになって裸エプロンにされたからだよ？　悪いと思わないの？」


    「あんな格好させたのはおまえだろが！」


    「都合が悪くなったら責任転てん嫁かなんて、どれだけ非情なの？　血も涙もないの？　人間のクズなの？」


    「またてめーは自分のことを棚に上げて……」


    「ポリバケツに詰められて生ゴミの日に捨てられるの？　回収車に積みこまれて夢の島まで運ばれるの？　餌えさをあさる野良犬たちに発見されて襲おそわれるの？」


    「そのへんで止めてくれ！　なんで途中から変に具体的なんだ！」


    「看病がイヤなら、私がメスを執とって大人のお医者さんごっこって選択もあるけど？」


    「死ぬ気で看病させていただきまっす！」


    　結局、早乙女に操あやつられてしまうおれ。


    　まあ蛍火には料理を作ってもらったり世話になっているのも事実。蛍火が風邪で弱っているとなれば、看病くらいしてやるのがスジってものだろう。


    「んじゃ、久瀬君お願いね。その間に私が風邪の特効薬作るからさっ！」


    　任せておけとばかり、早乙女は胸を叩たたいて言う。こいつの言うことはいまいち信用できないが……。


    「とりあえず、いつまでもこんな格好してられないから服着ようぜ」


    「ダメっ！　何があろうと負けは負け！　その格好で過ごしてもらうからね」


    　早乙女は断じて認められないという口ぶりで主張した。


    　蛍火に目をやると、寒そうにぶるぶる震えている……おっぱいもぷるぷる震えてるぜ。


    「とにかく暖かくしないと。暖房器具とかないのかこの部屋」


    「なら、私が開発した〈ぱぅぱぅくん〉の出番ね」


    「〈ぱぅぱぅくん〉？　また変な名前だけど、どういう道具なんだ」


    「あったまるよぉ、『パゥッ！』って効果音とともに口から超高熱ビームを発射して大地を焼き尽くすから」


    「まるでドシン兵！　火の七日間戦争起こす気かよ！」


    「また久く瀬ぜ君は文句が多いなぁ。じゃあ毛布で我慢してよ」


    「落差が激しいな。最初からそれ出せよ……」


    　早さ乙おと女めが、部屋の片隅のガラクタ置き場から毛布を引っぱりだしてきた。体に毛布を巻きつけてやると、蛍ほたる火びはグッタリともたれこむように床に座りこみ、壁に背をもたせかけた。


    「けど看病って言っても、何すりゃいいんだ？」


    「んー、栄養のあるもの摂取するのが一番じゃない？　卵酒とか」


    　早乙女が、試験管で正体不明の液体を混ぜあわせながら適当な答えを返してきた。


    「日本酒なんて、購買行っても生徒には売ってくれないだろ」


    「冷蔵庫に入ってるもの適当に使っていいよ」


    　この部屋には何なに気げに冷蔵庫まで置かれていた。おれは卵酒の材料を探すため冷蔵庫を開ける。中に隙すき間まなくギッシリと詰まった、ンまい棒その他の駄菓子。


    「なんでンまい棒冷やしてるんだよ……」


    　これだけあるなら一本くらい掠かすめとっても気づかないんじゃないか？　と思いながらも、ひしめく駄菓子を搔かきわけ探していくと卵が見つかった。


    　あと酒の代わりになりそうなものは……。


    「『ためいきビール』？　何だこりゃ」


    　これも駄菓子の一種みたいだが。パッケージには、くたびれたサラリーマンふうの男がグラスを傾け人生に疲れきった様子でため息をついてる姿が描かれていた。


    　正体不明な代しろ物ものを手に首を傾かしげているおれに、


    「その粉末を水に混ぜると、気の抜けたビールみたいな味のジュースができあがるの。思わずため息をつきたくなる味だよ」


    　そう説明すると早乙女は再び薬の開発に戻り、音無は原稿に専念している様子。


    「強烈にパチモンくせー……」


    　早乙女、よくこんな怪しげなもんばっかり見つけてくるな。闇やみの仕入れルートでも持ってるのか？　謎なぞの飲み物だが、酒の代用になりそうなものがこれくらいしか見当たらない。


    　おれは鍋なべに水を入れると火にかけ、ためいきビールの粉末を加えてから卵を投入し搔き混ぜた。ビールと名がついているだけに、見た目それっぽくシュワシュワと泡立ってくる。


    　ひと煮立ちしたところで火を止めて、完成した飲み物をコップにそそぐ。


    「蛍火、卵酒もどき作ったんだけど飲めそうか？」


    「ああ……わざわざすまないな」


    　大たい儀ぎそうに首を傾けた蛍ほたる火びの口元にコップを近づけ、ゆっくり傾けて唇くちびるの間にそそいでやる。ひと口飲むや、蛍火は表情を輝かせた。


    「うむ、これは美味だぞ……！」


    「マジで？」


    　作り方すげー適当だったのに。


    　蛍火はもうひと口啜すすり、カッと目を見開く。


    「まさに甘かん露ろ！」


    　我慢できなくなったらしく、おれの手からコップをもぎとると、くいっと一気に呷あおった。空からになったコップをこちらに突きだして、


    「くぜっ、もう一杯つぐのらっ！」


    「人格変わってないかおまえ？」


    　呂ろ律れつも怪しいし、言動が酔っぱらいじみてきたな。


    　──アルコールなんて入ってないよなコレ？


    　パッケージに書かれた原材料を見ても、砂糖、水みず飴あめ、重じゆう曹そう、あとは香料のたぐいが主だ。おれは首を傾かしげながらも、おとなしく蛍火が差しだしたコップに卵ためいきビールをそそいだ。


    「うぃっく……もお一杯！」


    「蛍火、もうやめとけよ。なんか様子が変だし」


    「うるちゃい、よこせっ！」


    　幼児化したかのごとき口調で、蛍火は身を乗りだしておれの手から鍋なべをもぎとろうとする。おれは渡すまいと腕を引いたが、鍋が背後の冷蔵庫に当たってしまい、その衝撃で卵酒もどきがおれの体にそそがれた。


    「熱ぇあッ!?」


    　多少ぬるくなっているものの、熱いことには変わらない。上半身裸のおれは、卵ためいきビールまみれになってしまった。


    「あぅあ──、ためいきびぃるー！」


    　蛍火が名な残ごり惜しそうに叫んだ。


    　蛍火が少し元気になったみたいなのはいいが、なんでおれは変な液体にまみれてるんだ。時間が経たち冷めてくると、気化熱というやつか逆に寒くなってくる。おれは両腕で肩を抱いて震えた。


    「寒っ……！」


    「……とにゃりに、入る……？」


    　毛布にくるまった蛍火がポツリと言い、座ったままの姿勢でこちらを見上げてくる。


    　待て──いま、何て言った？


    「え……？」


    「寒いなら、とにゃりに……」


    　蛍ほたる火びはおれのズボンの端を握り、くいっと引っぱった。


    「隣にって……一緒の毛布に入れってことか？　いや──さすがにそれはマズイだろ」


    「けど、そのままらと久く瀬ぜまで風か邪ぜひいれしまうろ……」


    　熱に浮かされてるせいか、それともさっき飲んだためいきビールがまだ抜けきっていないのか、蛍火は大胆になってるみたいだ。


    「わらしのせいで久瀬が体を壊すことになっれしまうのはこまりゅ」


    「わ、わかったよ。それじゃおれも入らせてもらうな」


    　おれは毛布の端を持ちあげ、ためらいがちに身をすべりこませた。


    　隣に。


    　すぐ間近に蛍火の体がある。


    　しかも二人とも上着をつけてない姿。おれはガチガチに緊張していた。毛布はたいして大きいものではなく、二人で使うには手て狭ぜまだ。


    「蛍火、肩出てるんじゃないか」


    　毛布を引っぱると、蛍火の体がさらに接近する。素肌の肩がかすかに触れあい、体温がつたわってくる。


    「う、あ……」


    　身動きとれない状態のまま五分ほど経つと、蛍火がもぞもぞと体を震わせた。


    「──はっ、どうして久瀬と一緒の毛布に入っているのだ!?」


    「蛍火が入れって言ったんだろ。覚えてないのか？」


    「わ、私がそんなことを……！」


    　蛍火は猛烈に顔を赤らめた。やっと酔い（？）がおさまって判断力を取り戻したみたいだな。


    「やっぱりおれは出るな」


    「待て、その必要はない。これも試練！　逃げだすわけにはいかぬ……！」


    　とはいうものの、こいつ身体的接触に弱いんだよな。動いて刺激するとさらにマズイことになりそうだ。おれはできるだけ体を動かさないように神経を張りつめた。


    　しばらくそうやって二人並んで座っているうちに、眠気が差してきたのか、蛍火の頭がこちらにこてりと寄りかかってきた。おれの肩に当たると、蛍火は慌あわてて顔を起こす。


    「はっ……、す、すまない」


    「いや、眠いならそのまま眠っちゃってかまわないし」


    「そういうわけにはいかない。これも活動の一環だからな」


    　活動といっても、音おと無なしは漫画の執筆にいそしみ、早さ乙おと女めは怪しげな薬の開発に没頭している。せっかくの機会だから、おれは以前から蛍火に訊きいてみたいと思っていた疑問をぶつけてみることにした。


    「蛍ほたる火びってさ、なんでこんなことしてるわけ？」


    「……？」


    　蛍火は首を傾かしげた。


    「あーと、蛍火って恋愛とか言ってキャーキャー騒ぐようなタイプでもないじゃん？　ふだんはクールだしさ。なのになんで早さ乙女おとめの研究に協力してるのかなって」


    　おれには、ずっとそのことが不思議だった。


    　蛍火が進んでこんな実験に参加する性格だとは、とても思えなかった。ひょっとして、早乙女に何か弱みでも握られてて無理強いさせられてるんじゃないか？


    「……だから、だ」


    「だから……？」


    　蛍火は小声でぽつぽつと話しはじめた。


    「この学園に入るまで、私の周囲には男性などほとんどいなかった。幼い頃に父が亡くなって家族は女ばかりだったし、小中学とも女子校だったから……そんな環境で育ったせいか、男性というものが苦手でな」


    「ああ、この間もそんなこと言ってたな」


    「道を歩いていて、通りすがりの男の人から駅の方向を尋たずねられると、つい反射的に体が動いてかかと落としを喰くらわせてしまったり……」


    「『つい』じゃねーだろそれは」


    「後でわかったのだが、その人は有名な空手家だった」


    「待て、やっぱり格闘の素質あるんじゃないのかおまえ!?」


    「そんな素質、あっても嬉うれしくない。私は普通でありたいだけなのに……。よくわからないのだ、話しかけられても……どんなふうに接すればいいのか。正面から向きあって顔を見るのさえ難しい」


    「あー、それはおれも同じかも」


    「久く瀬ぜは堂々としているではないか」


    「いや、まわりに同年代の女の子とか全然いなかったからさ。ラブコメばっか読んでたんだ」


    「私は──昔はラブコメをバカにしていた。軟弱な輩やからが読むものと思ってな。あんな歯が浮くような台詞せりふ口にするなど、恥ずかしさのあまり切せつ腹ぷくものではないかと不思議だった」


    「ちょっとバカにしすぎじゃねーか」


    「反省している。いざそれと似た状況に置かれると、うろたえることしかできなかったからな。冷静沈ちん着ちやくにふるまいたいと思うのに、相手を男性と意識すると動揺して、緊張のあまりとんでもないことをしでかしてしまうんだ……」


    「じゃあ、唐から津つ田だに蹴けり技を叩たたきこんだのもそのせいか」


    「いや、あれについては人間として認識していないからためらうことなく攻撃できるな」


    「そ、そうか……」


    「みっともないだろう？　己おのれを失って取り乱してしまうなど……。そんな自分を変えたいと思ったんだ。だから早さ乙おと女めの研究に参加することにした」


    「なるほどな」


    「でも、なかなかうまくいかないな……」


    　蛍ほたる火びは苦笑した。蛍火の本心を垣間かいま見たようで、おれはそのことが少し嬉うれしかった。思いきって訊きいてみて良かった。


    「いや、誰だって苦手なものくらいあるだろ？　それを克服しようと努力するのは偉いと思うぞ。おれも協力するし。早乙女と音おと無なしも……謎なぞなやつだけど協力してくれてるんだろ。一緒にがんばろうぜ」


    　それからおれはなんだか照れくさくなって、


    「それにおれは、蛍火は今のままでもかわいいと……思う、ぞ……」


    　小声で、もにょもにょとつけ足した。


    　途端に蛍火は真っ赤になって、今までになくうろたえる。


    「たわけ、そ、そんな台詞せりふを軽々しく口にするな……！」


    　と──少し良い雰囲気になりかけたところで。


    　にゅるり……。


    　おれたちの足元に、突然、でろでろした粘ねん液えき状の物質が迫ってきた。強い粘性を持ち緑色をした、スライム状の何か。


    「何だこれ！」


    　見る間に粘液は爆発的なスピードで増殖して広がり、あたかも知性を持っているかのように、おれたちの足にまとわりついてきた。にるにるぬめぬめねとねとした物質が床を埋め尽くす。


    「でり～」


    　音無が、原稿を描いている姿勢のまま押し流された。


    　おれと蛍火も、スライムの圧倒的な勢いに負けて倒れこむ。


    



    　むにゅ……。


    



    「ん……」


    　倒れたおれの手の平に、何かやわらかいものが押しつけられていた。


    　──何この感触……。


    　スライムではなく、


    　これは、


    　これは──


    　蛍ほたる火びのおっぱい！


    　流された勢いで、横になったおれの上に蛍火が寄りかかる格好になっている。毛布がはだけて、下着だけの上半身があらわになってた。そしておれの手は、はからずも蛍火の胸に押し当てられている。


    「うおおおおおぉおおおおおおッ！」


    　スライム状のものが粘ねばっこくまとわりついて、胸から手の平が離れない。引き剝はがそうと手を動かすと、むしろ胸を揉もむ結果になってしまう。


    　もみゅもみゅ……。


    　やわらかく、しかしほどよく手の平を押し返してくるような弾力。おれの全神経が手の平に集中される。


    　風の噂うわさに聞いたことがある。


    　この世には、『おっぱいマウスパッド』なる代しろ物ものが存在すると。


    　マウスを載のせて転がすためではなく、ただ揉むことのみを目的として作られた、人工の乳。おれが育った田舎いなかではそんなハイカラな代物入手しようがなかったが……人間工学の粋すいを集めて開発されたおっぱいマウスパッドは、まさに至高の揉み心地を実現してるという。人の魂たましいを天へと導く逸品の裏面には、『ＭＡＤＥメイド　ＩＮイン　ＨＥＡＶＥＮヘブン』と表記されているとかいないとか。


    　だが、おれが想像の中で思い描いていた人工のおっぱいの感触よりも、現実のソレは遙はるかに勝まさっていた。


    「くっ、久く瀬ぜ……そんなに……強く……」


    　蛍火が途切れとぎれの声を出した。


    「違う、おれはそういうつもりじゃないんだ！　このスライムもどきのせいで……！」


    　おれは弁解するものの、意思に反して手が勝手に動く。


    「わかっている……だが、……ひぅんっ！　……ぃ……っっ……」


    　胸を刺激されて蛍火は呼吸が乱れまくってる。


    『揉む』という字は手て偏へんに柔らかいと書く。すなわち、やわらかいものはことごとく揉まれる宿命にあるということだ。その証拠に、この吸いつくような手て触ざわりはどうだ！


    　えぐりこむように揉むべし！　揉むべし！


    　……ふぅ、堪たん能のうしたぜ。


    　ひとしきり増殖を続けたのち、粘ねん菌きんめいた物質は潮が引くように溶け消えていった。異変はおさまったものの、部屋の片隅に積まれてたガラクタ類が床に散らばっている。


    「早さ乙おと女め、おまえの仕し業わざかっ!?」


    　見るからにこの状況の元凶っぽい試験管を持って机に腰かけていた早乙女は、ニヨニヨとこちらを眺めていた。おれが鋭く睨にらみつけると、唇くちびるに人差し指を当てて、


    「う～ん、ちょおっぴり配合間違えちゃったかな？」


    　これっぽっちも反省してない様子で、あはーと笑って頭を搔かいた。


    「ちょっぴりどころの騒ぎじゃねーだろ！　どうやったらこんなもん作れるんだ！」


    「ねろねろねろね混ぜたら爆発的に増殖しちゃって」


    「なんで風か邪ぜ薬作るのに駄菓子入れてるわけっ!?」


    「だって……駄菓子には実験精神が詰まってるんだから！」


    「明らかに実験の方向性間違えてるだろ！」


    「まっ、たいした被害もなくて良かったよ」


    「危うく腐ふ海かいに沈むとこだったんだが!?」


    「猛毒の粘ねん菌きんが大地を覆おおうことで、大いなる浄化の時が訪れるのよ！」


    　その後、散らかりまくった室内を浄化掃除するのにまるまる一時間かかった。


    



    　　　§


    



    　おれと蛍ほたる火びは次第に打ち解けていった。


    　でもその関係は放課後の地下室に限られたもので、それ以外の場所、他の生徒たちの前ではたんなるクラスメイトを装わなくちゃならない。教室では互いに素知らぬ顔だ。ラブコメ禁止って校則がある以上、仕方のないこととはいえ、おれにはそれが少し寂しかった。


    　これまでの恋愛実験を通じて、おれは蛍火のことを好きになっている……と思う。


    　たぶん。


    　おそらく。


    　プロバブリー。


    　つーか、今まで身近に同年代の女の子なんていたことなかったから、これが恋なのかどうかよくわからん。でも、蛍火のことを考える時に涌わきあがってくるこの気持ちは、錯覚じゃない……気がする。


    　これもまた早さ乙おと女めの思おも惑わく通りなんだろうか。やつの手の平の上で踊らされてるだけなのかもしれない。けどおれは、それでもかまわないような気がしていた。たとえどんなキッカケだったとしても、この気持ちが失なくなるわけじゃない。


    　──でも、蛍火の方はどうなんだろう？


    　蛍火は、男性が苦手な自分を変えるために早乙女の実験に参加してるんだと言ってたけど、その相手は、べつにおれじゃなくてもかまわないってことなのか？　実際、おれと出会ったのだってたんなる偶然と言えなくもないしな。


    　そう考えると──このまま実験がうまくいって、晴れて蛍火が男性恐怖症（？）を克服できたとなったら、おれは用済みってことか？　たんなるクラスメイトに逆戻りなのか？


    　でも、そんなの……。


    「うあー、わからん……！」


    「Ｍｒ．クゼ？　どこが理解不能ですカー？」


    　頭を抱えたおれに、南な無ま猫ねこ亭てい先生の声が飛んできた。


    　まずい、英語の授業中なのを忘れてた。教室のあちこちから忍び笑いが聞こえてくる。「鬼き畜ちく皇おう子じご乱心の巻～♪」などと冷やかしが舞う。みんながこっちを振り向いてた。


    　その中には、かすかな笑みを浮かべた蛍ほたる火びの顔もあって。


    「……たわけ」


    　と、唇くちびるが小さくそう動いたようだったが、次の瞬間には蛍火は黒板に向き直っていた。


    



    「お久しぶりですね、久く瀬ぜさん」


    　昼休みに、見知らぬ男子生徒がやたら丁てい寧ねいな口調で話しかけてきた。


    　久しぶりと言われても、おれには見覚えがない。こんなやつクラスにいたっけか。まあ、不幸にも鬼畜皇子として名を馳はせてしまったおれは、クラス外のやつにも一方的に知られている可能性もあるが。こういう時は対応に困るな。


    「えーと、どちらさん？」


    　おれが戸惑いつつ尋たずねると、そいつはにこやかな笑顔を浮かべて、


    「ははッ、これはまた冗談が厳しい。唐から津つ田だでございますよ」


    「…………──えェ？」


    　冗談じゃなく、素すでわからなかったんだが。


    　監禁処分の期間が終わって懲ちよう罰ばつ房ぼうから解放されたのか。


    　おれはあらためて唐津田の顔を眺めた。頭を丸坊主にして、顔つきも以前より引き締まっている。まるで別人としか思えない変わりようだ。しかもなにゆえバカ丁寧な敬語。


    　あのチャラチャラした唐津田に、一体どんな異変が起きたっていうんだ。


    「久しぶりだな……髪型違うからわからなかったよ」


    「いやあ、お恥ずかしい」


    　唐津田は、見事に剃そられた頭をつるりと撫なでた。


    「ほら、小しよう生せいって不徳にも校則違反を犯してしまったじゃないですか」


    「あの時は大変だったな」


    　大切にしてた愛読書を奪われた上、頭から紅茶を浴びせられたんだ。その怒りはたやすく消えるものじゃないだろう。ところが唐津田は、生徒会の仕打ちを少しも恨んでない様子で、


    「いえいえ、すべて小生が悪かったのですよ。あんな冒ぼう瀆とく的な書物を所有していたのですから」


    「冒瀆的、だって……？」


    　聞き捨てならない台詞せりふ。


    『ほらドラ！』のどこが冒ぼう瀆とく的だっていうんだ。あの作品はまさに思春期の男子にとってのバイブル！　それをおとしめる発言こそが、むしろ作品に対する冒瀆！　かつては『ほらドラ！』と心しん中じゆうしようとまでした唐から津つ田だが、一体どうしちまったんだ。


    「ええ。あれから懲ちよう罰ばつ房ぼうに送られて……そこで、人格矯きよう正せいプログラムというのですか？　そういったたぐいのものを施ほどこされましてね」


    「人格矯正プログラム？」


    　おれはギョッとした。


    「……って、どんなことされたんだ？」


    　唐津田は自分のこめかみを指差すと、


    「有害な思想を抹まつ消しようするために変わった味の粉を飲まされたり、椅い子すに縛しばりつけられて電気ショックを与えられたり……。その間は苦しくてたまりませんでしたが、以前の自分がいかに愚かな存在であったかを思い知らされましたよ、ははははッ」


    　──それ確実に法律か何かに抵てい触しよくしてないか？


    　と思いかけたが、この学園でそんな問いは無意味なのだった。ここは常識の通用しない場所だという事実を、あらためて思い知らされる。


    「今は実にスガスガシイ気分です。そう、生まれ変わったみたいに……。久く瀬ぜさんも、もし何か悩みでもあるなら生徒会に申しでるといいですよ。人間の精神を堕だ落らくさせる煩ぼん悩のうなど、あッという間に綺き麗れいさっぱり忘れさせてくれますから。ははははははははッ」


    　その後も唐津田は、人間の善性がどうとか来らい世せの福ふく音いんがどうとかワケのわからないことを延えん々えん話しつづけた。


    　まるで起伏のない一本調子な喋しやべり方。


    　真ま面じ目めになった……というよりも、喜き怒ど哀あい楽らくの感情が消え失せてしまったみたいだ。以前は軽薄なりに面白いやつだったのに、いま目の前にいる男はなんだか不気味に思える。


    「……まったく、世の中には愚かな人間がいかに多いことでしょうか。久瀬さんもそう思うでしょう？　はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははッ」


    　機械的な、乾いた笑いが響く。


    　悪意など少しも含んでいない、善意の塊かたまりのような声こわ色いろ。


    　これが、生徒会の理想としているものなのか。


    　うすら寒いものを感じて、おれは──


    　唐津田にサッと足払いをかけた。蛍ほたる火びほどうまくはいかなかったが、唐津田は倒れこみ机の角に頭を打ちつけた。


    　ガヅン！


    「ぎッ……！」


    　ショックで呆ほうけた表情になる唐から津つ田だ。再び気づいた時、唐津田の瞳ひとみは生せい気きを取り戻していた。


    「はッ……？　小しよう生せいの目に映る見慣れぬＲＯＯＭルーム、運命告げる人知れぬＤＯＯＭドウーム」


    　喋しやべり方も以前のヒップホップ調に戻ってる。


    「元に戻ったか」


    　頭に衝撃を受けると記憶が飛ぶと言ってたからな。唐津田の特殊な体質を利用して人格矯きよう正せいプログラムの効果をリセットできたけど、これが他の生徒だったら恐ろしいことだ……。


    「火星の環境改造テラフオーミングに向かう宇宙船に乗ってたはずなんスけど」


    「未来でも見てきたのか!?」


    　唐津田はものめずらしげに教室内を見まわして、蛍ほたる火びに目を止め、


    「おおっと、これは見み逃のがせぬ美人発見んん──っ！」


    「元に戻った早々それかよ……」


    　こいつの軽薄さは遺伝子レベルで刷すりこまれてるのか？


    「蛍火にちょっかい出すのはやめとけ。また蹴けり技のコンボ喰くらうぞ」


    「姐ねえさんにキメられたい誘惑のコンボ、たまらず踊りだす情熱のマンボ」


    　マンボとは呼びがたい奇き怪かいな踊りに身を揺すりつつ、唐津田はまた蛍火に吸い寄せられていった。今度は数学の問題集を持ちだして、


    「小生唯一の弱点は数学。解けない恋の方程式、複雑な円周率覚えるために確認しておきたい姐さんのパイ」


    「セクハラ親おや父じか！」


    　人格矯正プログラムの副作用か、頭のゆるさが加速度的にパワーアップしてないか……。


    　たしかに古代ギリシアにおいては、女性のおっぱいの形状を研究することによって円周率の概がい算さん値がはじき出されたと言われる。名高い数学者や哲学者たちが、崇すう高こうな目的のためにこぞって乳房を観察し揉もみしだいた。乳の神秘に強く魅せられ人生をささげた彼らこそ、真のおっぱいマスター！（めーめー書房刊『魅惑の数πパイで読み解く世界史』より）


    　だが円周率がすでに二兆ケタ以上もの精度で割りだされた現代において、胸揉みはもはや正当化されないどころか、公こう序じよ良りよう俗ぞくにそむく犯罪。人前で実行しようものなら、即しょっぴかれてしまう。ラブコメが禁じられたこの芙ふ蓉よう学園ではなおさらだ。


    　唐津田に話しかけられた蛍火は、深くため息をついた。


    「またおまえか。今度は何の用なのだ？」


    「姐さんの比類なきパイの二乗、ムシャムシャむしゃぶりつきたい小生武ム者シヤ震い」


    　唐津田はわきわきと手を動かし、蛍火の胸を狙ねらっている様子だ。


    「な……無礼な──！」


    　蛍火は両手で胸を隠し、憎々しげに唐津田を睨にらみつける。


    　唐津田の後ろにいるおれと目が合った。考えてみれば、おれ蛍火の胸を触さわった……というか揉もんじゃったんだよな。えぐりこむように揉みまくっちゃったんだよな。あの時のことを思い出すと複雑な気分だ。


    　蛍ほたる火びも意識してしまったらしく、気まずそうに顔をそむけた。


    「……黒板消しでもしゃぶっていろ」


    　お、言葉は冷たいが、唐から津つ田だに対する怒りをこらえたぞ。蛍火も忍耐心を身につけつつあるってことか。以前みたいに華麗なコンボを繰りだされなくて良かった。


    　唐津田はすごすごと席に戻ってくると、


    「ああっあ、なんで姐ねえさんは小しよう生せいのことアウトオブ眼中なんスかねぇ～～今世紀最大のナゾナゾ謎なぞ兵べ衛えっスよぉ」


    「むしろおまえがウザウザ右う左ざ衛え門もんって感じなんだが。あれだけハッキリ拒絶されて、よくまだそんな世よ迷まい言ごと言ってられるな」


    「いやいや、これもきっと好意の裏返しっつぅやつ？　素直になれない乙おと女め心っつぅやつ？」


    「その意味不明なポジティブさがうらやましいよ……」


    



    　　　§


    



    「──久く瀬ぜ君は、乙女心ってものが理解できてない！」


    　放課後、早さ乙おと女めがまた突拍子もないことを言いだした。


    「何だ？　いきなり。おまえの口からそんな単語が出てくるのは激しく違和感あるんだけど」


    　おれが問い返すと、早乙女は怪しげな駄菓子をかじりながら、


    「久瀬君にはいまいち乙女の気持ちがわかってないんだなぁ～。女の子は人工甘味料と合成着色料でできてるんだよ？」


    「そんな体に悪そうな体質はおまえだけだよ！」


    「将来は駄菓子でできた家で暮らすのが夢！」


    「全然メルヘンじゃねーし！　てか作れよ！　今すぐ！」


    　両手を組んで目をキラキラ輝かせる早乙女に、おれは大量に積まれた駄菓子を指差した。本当に家の一軒ぐらい建てられそうなほどの量常備されてる。


    「ホラ、すぐ怒る。良くない良くない良くないなぁ～。そこが久瀬君の欠点。女の子に怒鳴りつけるなんて論外だよ？」


    「むぐ……」


    　おれは反論を呑のみこんだ。


    　早乙女の指摘にもいくらかの真実が含まれていた。この学園に来るまで身近に同年代の女の子なんていなかったから、接し方がわからない。こんなことでは、自分からラブコメ的日常を遠ざけるようなもんだ。


    　そこで蛍ほたる火びがフト思い出したというふうに、


    「そういえば、私も聞いたことがあるぞ。人間の体内には乙おと女め回路なるものが通っていて、それを意識し日々鍛きたえあげることによって乙女力が高められると」


    「そりゃ魔術回路だろ！」


    「桐きり香かも乙女力を強化する必要あるけど、とりあえず久く瀬ぜ君、女心を理解するためにこれプレイしてみて」


    　ぽい、と早さ乙おと女めが放り投げてきたものを受けとって見ると、それは京都生まれの携帯ゲーム機、弁べん天てん堂どうＤｏＳどすだった。


    　そして本体に差しこまれているソフトは──


    



    　話題沸ふつ騰とうの新感覚恋愛コミュニケーションゲーム、『ら☆ぷらす』だ!!


    



    　これまでの恋愛シミュレーションにはなかった、美少女キャラとのリアルタイムなコミュニケーションが特色で、発売するなり爆発的人気を呼び社会現象まで引き起こした。おれも欲しかったんだけど、どこも売り切れらしく入手できなくて悔し涙で枕まくらを濡ぬらしたものだ。


    　そもそも弁天堂ＤｏＳどす本体も持ってなかったし。地元にいた頃、たまに遊びに行ってた悪友の家には、旧世代ゲーム機はみこん（はみだしコンピュータ）があった。


    　おれはかわいい女の子がたくさん出てくるゲームがやりたかったのに、そいつが持ってたのは、開始十秒で自キャラ分の高さの段差から落ちてゲームオーバーになったり、コントローラーを操作せず一時間放置しておかないと攻略できないといった超シビアな代しろ物ものばかりだった。色気も何もありゃしねえ。


    　そこでおれはもっぱらゲーム雑誌を読ませてもらい情報を仕入れていた。『ら☆ぷらす』の記事を見て、のどから手が出るほど欲しくてたまらなかったんだ。


    　その『ら☆ぷらす』を早乙女が持ってるなんて。これはラッキーというほかない。恋愛実験に参加して本当によかった！


    「このゲームをプレイすれば、どんなボンクラでも乙女心がマスターできる！　名づけて『一億総ら☆ぷらす化』計画！」


    「仕方ねーな、そこまで言うならやってやらなくもねーよ」


    　早乙女に借りを作るのもシャクなので内心の喜びを押し隠しつつ、おれはいそいそとゲーム機の電源を入れた。


    「私も後学のために見ておきたいぞ。乙女力強化のために」


    　蛍火が興味深そうに手元を覗のぞきこんでくる。肩口に近づけられた蛍火の顔に、おれの鼓動が速くなる。


    「私はゲームという代物はやったことがないのだが、面白いのか？　こういうのは」


    「おれも雑誌で見たことしかないけど、今これすげー話題になってるんだよ。面白いってのとは少し違うかもしれないけどな、超ハマるらしい」


    「しかしずっとボタンを操作するだけなのだろう？　すぐ飽きるのではないか」


    「それだけじゃなくて、ＤｏＳどすはこのタッチパネルを触さわったり声を認識したり、いろんな機能があるんだよ。まあ蛍ほたる火びにはこういうのより格ゲーの方が向いてそうな気もするけど」


    　起動すると、まずＤｏＳどすのロゴとともに和服姿の京女が現れて『ようこそおこしやすどす』とお辞儀した。


    「ずいぶん上品な女の子が出てきたな」


    　と感心した口ぶりの蛍火。


    「たぶんＤｏＳどすのマスコットキャラなんだろ」


    「どことなく南な無ま猫ねこ亭てい先生に似ていないか？」


    「言われてみりゃ……どことなくどころじゃない、ソックリじゃないか」


    　タッチパネルになっている画面を、ためしに指先で触ってみる。すると南無猫亭先生似の京女が頰ほおを赤らめて胸を押さえ、『えっちなのはいけないと思いますどす』とかわいらしい声を出した。


    「うお、反応した？」


    　体の別の箇所を押すと、また違った反応が返ってくる。頭を撫なでてやると満足そうにはにかみつつ『人に見られるじゃんどす……』と恥ずかしがってうつむく。方ほう言げんが不安定だな。


    　──くそ、でもかわいいじゃないか……！


    「何なに気げに良くできてるな」


    　不届きなところを触ろうものなら『どこ触ってはるんどすか』『この手がいけないんどすか』とたしなめられ、時には『変態どす……！』と罵ののしられたりする。


    　やばい、なんかちょっと興奮してきたぞ……。


    　ゲーム開始前からこんなギミックが用意されてるなんて、今の携帯機はすごいぜ！


    「久く瀬ぜ、あまり体を触りまわるのは、その……慎つつしんでもらいたいのだが」


    　タッチパネルをつつきまくるおれに、蛍火が居心地悪そうに声をかけてきた。


    「あ？　ああ、そうだな……余計なことしてないで早く始めるか」


    　そうだ、蛍火も見てるんだった。少し自じ重ちようしよう。


    　画面に見入っているおれたちの背後から、早さ乙おと女めが、


    「あっ、しばらく本体を起動させずに放置してると、その子突然ヤンデレ化して『死んでいただきやすどす！』ってドスを突き立てて腹かっさばいてから『中に誰もいませんどす』って呟つぶやくから注意してね」


    「命狙ねらわれるのかよ、おっかねーな！」


    「毎日会っていないと不安になる……それもまた乙女心」


    「極端すぎる！　ちょっと態度がよそよそしくなるくらいにしてくれよ！」


    　ところが蛍ほたる火びは得とく心しんげに頷うなずいて、


    「ふむ、問題が起きた時は刃物を持ちだせば万事解決か……なるほど勉強になるな」


    「何も解決してねえ！　最悪のバッドエンドだよ！」


    　そんな会話を交わしているうちに、タイトル画面にまがまがしい影が現れた。激しく吹き荒れる雷雨をバックにそびえる、幽霊屋敷めいた洋館。


    　デロデロデロ～♪


    　安っぽいシンセサイザー音が、おどろおどろしいメロディを奏でる。


    「なんか変な雰囲気だな……ともあれスタートだ！　まずは主人公の名前を入力するんだな」


    「好きな漫画のキャラクター名でも使うのか？」


    「いや。こういう時はもちろん、迷わず本名プレイがデフォだ！」


    「自分の名前を入れるわけか。しかしゲームの中でとはいえ自分の名が呼ばれるのは……恥ずかしくないのか？」


    「むしろそこがたまらんっつーか、感情移入の度合いが段違いだろ」


    　蛍火に説明しつつ、自分の名前を入力していく。


    　く、ぜ、と、き、お……と──決定。


    　ピッ


    　ザッ、ザッ、ザッ……。


    　足音を思わせる効果音とともに、画面が本編へと切り替わる。


    　ゲームが始まるなり、人ひと気けのない夜の道を歩き怪しげな洋館に入っていく主人公。その行く手を阻はばむように人影が現れる。荒いドットで描きだされたのは、おれが期待した美少女とはまるで違う、人の形をした骸がい骨こつだった。


    「あれ……骸骨？」


    



    　──スケルトンに遭遇した！


    　──恐怖におののく！


    　──ＳＡＮ値が４下がった！


    



    「何コレっ!?」


    　驚きのあまり、エビぞり気味に身をのけぞらせた。


    「スケルトンて何っ!!　なんで恋愛シミュレーションにＳＡＮ値なんてＴＲＰＧ用語が出てくるの!?　好感度とか彼氏力じゃないのかよ！」


    「似たようなもんでしょ？」


    「天と地ほども違うし！　どこが『ら☆ぷらす』なんだよコレ！」


    　早さ乙おと女めに怒鳴りつけてから、目を凝こらしてパッケージをよく見ると、タイトルロゴに豆粒ほどの小さな文字が添えられていた。


    　つまり正しくは、


    



    『ら☆ぷらすの魔』


    



    「──とんでもねーパチモンじゃねえか!!」


    　かなり詐さ欺ぎめいてた。


    『ら☆ぷらす』ならぬ『ら☆ぷらすの魔』とは……期待がふくらみまくっていただけに裏切られた落胆も大きく、怒りがみなぎる。いっそ思いきり壁に叩たたきつけてしまいたい。


    　しかもパッケージに貼はられたシールには、『このゲームには残ざん虐ぎやくな暴力・流血シーンが含まれています』『心臓の弱い方はプレイを控えてください』ってただし書きがついてるし！


    　どんなホラーな内容なんだ！


    「一体どこでこんなもん手に入れたんだ!?」


    「ちゃんと研究のためって申請して、ポイント払って取り寄せたよ？　著作権意識のゆるい某ぼう国こくからわざわざ輸入したんだから」


    「その時点で怪しすぎるわ！」


    「気に入らないなら他のゲームにする？　ホラ、久く瀬ぜ君が好きそうなのいろいろ揃そろえといたよ。『はとバス（Ｈｅａｒｔハート　Ｔｏトウ　バスターズ！）』とか『海あ女ま神がみ』、『ポリープクラブ』……」


    「内容が想像できねえ！　そんなパチモンつかまされる方がおかしいだろ！」


    「戦闘食に餓うえた軍隊野郎たちの恋物語『Ｔｈｅ　恋愛趣味レーション』」


    「〝シュミ〟じゃなくて〝シミュ〟だから！　間違えるとゲーマーに怒られるよ！」


    　次々とまがい物じみたパッケージを取りだす早乙女。


    　原色を多用してコントラストきつめに描かれた美少女キャラ。元ネタになってるゲームのキャラデザと似ているようで、しかしどこかが決定的におかしい。あまりに胡う散さんくささ漂うゲーム群。


    　おれがいちいち否定すると、早乙女はため息をついて、


    「文句が多いなぁ。久瀬君の趣味は特殊すぎてついてけないよ」


    「むしろおまえの趣味を疑うよ！」


    「そう言わず、せっかく買ったんだしプレイしてみて。きっと参考になるから」


    　と強引に『ら☆ぷらすの魔』を押しつけてくる。


    「こんな代しろ物もののどこに乙おと女め心があるんだ……」


    　ぶつぶつと文句を垂たれながらも、おれはとりあえずゲームを進めてみることにした。


    「久瀬、このＳＡＮ値というのは何だ？」


    　ゲーム画面に表示されたパラメータを示して、蛍ほたる火びが尋たずねてくる。


    「正気度っていってな、主人公が恐ろしい目に遭あうたびに減っていって、０になると精神錯乱に陥おちいってゲームオーバーって設定なんだ。ＲＰＧでよくあるヒットポイントの、ちょっと特殊なやつだと思えばいいよ」


    「かなり減っているみたいだが……ずいぶん物騒なゲームなのだな」


    　蛍火の洩もらした感想通り、『ら☆ぷらすの魔』は実に容よう赦しやのないゲームだった。


    　ヒロインである女の子モンスターに出会うたびに、主人公のＳＡＮ値がガンガン減りまくる。そのたびにアイテムの精神安定剤を注射して回復してたんだが、早々に尽きてしまい、すでに精神崩壊一歩手前だ。


    「主人公、心臓弱すぎだぞこいつ……。ヒロインに会いたくねー、何なんだこのゲーム。新感覚すぎる」


    　妙な部分で感情移入してしまい、おれはビクビクしながら操作を続ける。


    　画面に現れたモンスターを蛍火が指差して、


    「このモンスターを虐ぎやく殺さつしていくゲームなのか？」


    「いや、本来はこいつと仲良くなるのが目的のはずなんだけどな……。このゲームはひと味違う、親密になるにも命がけだよ」


    　グール、ミイラ、ガーゴイル……個性的すぎるヒロイン群。


    　登場するキャラクターは、怪物といっても萌もえキャラ風味に描かれているので、見ようによってはそれなりにかわいいと言えなくもない。要は慣れだ。しわがれた声も、ハスキーボイスと思えば耐えられる。


    　たまに主人公の携帯に『ら☆ぷらすメール』が送られてきて、有益な情報をもたらしてくれる。未来の予定を告げるメール内容を確認して、ヒロインの行動を予測できるのか。なるほど、これを利用すれば、どの場所を訪れれば効率的に進められるか計画が立てられるわけだな。


    　ゲームシステムが呑のみこめてくると、俄が然ぜんプレイが楽しくなってくる。おれは次第に夢中になりゲームに没入した。


    　モンスターに対し、愛着とでもいうか特別な感情が芽め生ばえはじめる。


    「このグール、ちょっとかわいいかも……」


    　おれが呟つぶやくと、蛍火が複雑な表情を浮かべた。


    「久く瀬ぜはこういうのが好みなのか？　変わった趣味をしているな……」


    「待て、おれはゾンビ好きなわけじゃない！　好きになった子がたまたまグールだっただけだ！」


    　見当違いな会話を交わしつつも、ゲームの方はどんどん進行していく。


    「おっ、モンスターにプレゼント渡したりもできるのか」


    



    　──何をわたしますか？


    　　　・ちまちまちまみれの包丁


    　　　・くさくさくさった死肉


    　　　・のろのろのろわれた人形


    



    「グールが好きなものか……」


    　おれは『くさくさくさった死肉』を選んだ。


    



    　──『くさくさくさった死肉』をわたした！


    　──グールはよろこんでいるようだ……。


    



    　ギョッ……ギョッ……！


    　怪鳥の鳴き声めいた笑い。グールは画面いっぱいに跳はねて感謝の気持ちを表現している……んだろう、たぶん。


    「かわえー……」


    　おれの口から満まん悦えつの吐息が洩もれる。


    　見慣れてくると、荒いドットで描きだされたＣＧキャラのしぐさひとつひとつが、いちいち愛らしい。爛ただれた笑顔がおれの心をとろけさせ、拗すねて口をとがらせた表情に胸がキュンっと締めつけられる。


    　粗雑なグラフィックが、甲かん高だかい絶叫ボイスが、おどろおどろしい音楽が、おれの心を満たす。ゲーム内の恋愛に没頭するあまり現実に戻ってこれなくなる廃人が続出しているというのも頷うなずけるな。依存性があって、一度ハマったら永久に抜けだせそうにない。


    　グールの抱えた問題の相談に乗っているうちに、だいぶ親密になってきた。


    　死者の霊がさまよう館やかたで二人きりになると、グールは目を閉じて顔をこちらに突きだしてくる。アップになった顔の中、ひときわ魅力的に映る赤い唇くちびる。


    「こいつとキスできるのか！」


    　これまでコミュニケーションをとるのにさんざん苦労してきただけに、嬉うれしさもひとしおだ。


    　高鳴る胸。


    　押し寄せる歓喜。


    　止めようもない興奮。


    　目の前にあるのがゲーム画面に過ぎないことはわかってる。荒いドットの集積が描きだした幻影でしかないことは承知している。


    　でも。


    　真の〈ら☆ぷらしすと〉の道が、人として足を踏みいれてはならない禁断の領域だとするならば、


    「おれは人間をやめるぞ！」


    　接せつ吻ぷん衝動を抑えられず、おれは雄お叫たけびを上げて画面に顔を近づけた。


    　タッチパネルから、ピカアアアアアァッと強烈な閃せん光こうが溢あふれる。それはきっと生物に不死の生を与える力！　闇やみの眷けん属ぞくへと導く古代人の叡えい智ち！


    　今にもおれの唇くちびるがタッチパネルに触れようという瞬間、


    



    　──ピシッ！


    



    　おれの手からゲーム機本体が叩き落とされ、勢いよく床に打ちつけられた。


    「うぎゃおああああぁあッ!?　いいとこだったのに！」


    　おれはこの世の終わりのごとき絶叫を上げた。


    　今まで大量のＳＡＮ値を削りとられながらグールとの間に築いてきた絆きずなが、すべてパーになってしまった。


    　心臓が張り裂けんばかりの悲痛……圧倒的な喪そう失しつ感……胸をえぐる空虚。


    「早さ乙おと女め、いつもいつもいつも余計なことばっかりしやがって！　おまえはおれを胃潰かい瘍ようで殺したいのか？」


    　殺意をこめた視線で早乙女を睨にらみつける。なのに意外にも、謝罪の言葉を口にしたのは蛍ほたる火びだった。


    「す、すまん。そんなに重大なことだとは思わなかったから……」


    「あ……れ、ＤｏＳドスを叩き落としたの蛍火なのか？　早乙女じゃなくて？」


    「ああ、私だ。軽率なことをしてしまって本当に悪かった」


    　蛍火は素直に頭を下げた。そうやって謝られたら、おれも毒気を抜かれてしまう。


    「でも、なんでそんなこと？　蛍火はそんなイタズラするタイプじゃないだろ」


    「なぜと言われても……」


    　蛍火は顔をそむけ、ちょっと間まを置いて、


    「久く瀬ぜがそういったものにうつつを抜かすのは……なんだか不ふ愉ゆ快かいだぞ……」


    　拗すねたような態度で、小さく呟つぶやいた。


    　あれ……蛍火、なんかちょっと怒ってる？


    　ゲームに夢中になって忘れてたけど、考えてみればさっきまでのおれの行動は全部、蛍火たちにシッカリ見られてたんだよな。ゲーム画面にキスしようとするところも……。


    　おれは急に後ろめたい気分になった。


    「う、悪わりぃ……」


    「べつに……久瀬が謝る必要はない」


    「いや、なんか……悪かったよ」


    　互いに言いよどむおれと蛍ほたる火び。


    「ど？　乙おと女め心、理解できた？」


    　後ろから早さ乙おと女めがそう問いかけてきて、おれは、


    「ん……ちょっとだけな」


    　と答えた。


    



    　　　§


    



    　──蛍火に何かプレゼントしよう！


    　翌日の昼休み、おれは突然思い立った。


    　昨日『ら☆ぷらすの魔』をプレイ中に、ヒロインのグールにプレゼントを渡す場面を見て、こういうのいいなって思ったんだ。満面の笑みを浮かべたモンスターの姿に、はからずも胸がトキメいてしまった。プレゼントを用意して蛍火に渡そう。


    　でも何がいいだろう？　蛍火が喜んでくれそうなもの……想像つかねー。


    　昨日のゲーム内容を思い返してみる。


    　ちまちまちまみれの包丁……くさくさくさった死肉……ダメだ、参考にならない……。のろのろのろわれた人形──ぬいぐるみがいいか！


    　少し子供っぽいかもしれないけど、他にいい案も思いつかない。そういえば以前、唐から津つ田だがぬいぐるみ作製を商売にしてるやつがいるって言ってたな。ちょっと訊きいてみるか。


    　おれは教室に蛍火がいないことを確認してから、唐津田に声をかけた。


    「唐津田、ぬいぐるみ作りを請うけおってるやつって知ってる？」


    「小しよう生せいのハートは８エイトＢＥＡＴビート？」


    「？　どういう意味だ？」


    「イエスに決まってるってことっスよ」


    「最初からそう言え！」


    　相変わらず唐津田の台詞せりふには、プチプチをうまく潰つぶせない時みたくイラつかされる。でも人格矯きよう正せいされた気味の悪い喋しやべり方よりはマシだった。


    「そいつ紹介してもらえるか」


    「いっスよぉ」


    　唐津田の後について、一番後ろの席に座った生徒に近づいていく。


    　血ち祭まつり末まつ路ろといういかにも縁起が悪そうな名前のその女子は、自分の制服に人形を縫ぬいつけていた。小声で「エロイムエロイム……」と呟つぶやきながらチクチク針を通している。


    「よっお血祭、えろえろ言ってないで喜べ。このＮＩＣＥナイス　ＧＵＹガイ鬼き畜ちく皇おう子じが、わざわざおまえに頼みたいことあるっつぅから心して聞け」


    　唐から津つ田だが体を揺すりながらラップ調で話しかけると、血ち祭まつりは青白い顔を上げた。


    　亡霊みたいに生せい気きのない表情。血祭は『ささみストリート』のキャラっぽい人形パペツトを手にはめて、自分の口は動かさず、代わりに人形の口を開閉させて声を出した。腹話術師かよ。


    「くッ……くく……、何……？　何を縫ぬいつけてほしいの？　あなたの心臓……？　それとも魂たましい……？」


    　あまりお近づきになりたくないオーラを発していた。体のまわりに、どよんとよどんだ空気が漂って見える。


    　この学園、奇人率高すぎだろ……


    「唐津田、ほんとに信用して大丈夫なのかこいつ？」


    　おれは声をひそめて唐津田に耳打ちした。


    「小しよう生せいの華麗なマイクパフォーマンスなみにＮＯノー　ＰＲＯＢＬＥＭプロブレム。こう見えてこいつ、手芸の腕はグンバツなナオンっスよ」


    「だからいつの時代の人間なのおまえ」


    　いまいち不安が拭ぬぐいきれなかったが、血祭にぬいぐるみ作製を頼むことにした。


    「いいわよ、お望みのものを縫ってあげる……けっして離れないように……あなたの運命でも……くく……うっく……」


    「普通のでいいから！　『はむはむはむりん』のぬいぐるみを頼む」


    　蛍ほたる火びの（たぶん）好きなキャラクターだ。もちろん、女の子にプレゼントするためだなんて言えないから、自分用だということにしておいた。


    　血祭は見るからに不満そうな態度に変わって、


    「ただの人形には興味ないわね……もっと……創作意欲を搔かきたてるものがいいわ……」


    「創作意欲？　具体的にどんなのだ」


    「たとえば……マシンガンを構えた民族解放軍人形とか……」


    「そんな物騒なもん誰が欲しがるんだよ！」


    「体のあちこちに痣あざのついた子供の人形とか……」


    「一体何に使う気!?」


    「眺めるだけで心がなごむし……ストレスが溜たまった時には思う存分殴なぐりつけるとスッキリする……すぐれものよ……あなたもおひとついかが？」


    「いらんいらんいらん！」


    「元々はスペインで、どうしても自分の子供をいじめてしまう家庭内暴力ＤＶ親に抱かせて、逆療法的に虐ぎやく待たい衝動を鎮しずめるために発明された由ゆい緒しよ正しい品だそうよ……」


    「まためーめー書房が出典か？」


    「いえ……めーめー書房のライバル出版社、みんみん書房から出ている『あなたを飾る世界のステキアイテム一〇〇〇〇』という本に載のっていたわ……」


    「ライバル企業まで存在するのか！　どれだけ得え体たいの知れない出版社が暗躍してるんだ」


    「良い本を出していたのに、みんみん書房は一週間で倒産してしまった……」


    「地上に出たセミの一生みたいに短い企業生命だな！」


    　蛍ほたる火びへのプレゼントに変な代しろ物ものを作られてしまってはマズイ。


    　血ち祭まつりに向けて、おれはいかに『はむはむはむりん』を愛しているかを力説した。ひと目見た瞬間から、ボンレスハム状ハムスターの虜とりことなってしまったのだということ。『はむはむはむりん』のぬいぐるみを抱きしめないと夜寝つけないのだとさえ噓うそをついた。


    「『はむはむはむりん』は守護霊みたいなもんだ！　だからおれの安眠のために作ってくれ！」


    　自分でも何を言ってるのかよくわからなくなってきたが、血祭はおれの勢いにたじろいでいる様子だ。よし、もうひと押し。


    　背後から、クラスの女子がヒソヒソ話しているのが聞こえてきた。


    「鬼き畜ちく皇おう子じって『はむはむはむりん』が好きなの？」


    「意外～♪」


    「あははっ！」


    「ちょっと、笑っちゃ悪いって」


    「脅おどされるわよ」


    「犯されるわよ」


    「孕はらまされるわよ」


    「ごめ、だって鬼畜皇子が『はむはむはむりん』て……」


    「毎晩はむはむしてるなんて……」


    「ちゅっちゅしてるんだよぉ？」


    「ねぇ？」


    「ねぇ？」


    「……ぷッ！」


    「ぷぁはははははははははははっ！」


    「ひッ、ひひひひ、ひ、ひひ……ふっ、ほ……お腹なかいた……」


    　誰はばかることなく腹を抱えて爆笑する女子たち。


    　なんで『はむはむはむりん』ひとつでここまで笑われなくちゃいけないんだ……おれは全身を焼くほどの恥ち辱じよくに耐えていた。


    「でも鬼畜皇子にそんなお茶目な一面があるなんて、私ちょっと胸キュンかも……」


    　キュン♥


    　と胸が鳴る音が聞こえた。


    「えっ、そんなこと言われたら私ももらいキュンしちゃう……」


    　キュンキュン♥♥


    「一人だけ仲間はずれはイヤだから私もっ！」


    　キュンキュンキュン♥♥♥


    　女子たちがキュンキュンしまくっていると、♥が三つ並んだ途端、


    　ビビビ────────────ッ！


    　警告音が響きわたり、黒服の女が現れるや「胸キュンは重罪！」と告げて三人をしょっぴいていった。


    　おれのことを噂うわさしてたかしまし娘たちが三連鎖で消えていきやがった。まさか、これもおれの体質のせい？　早さ乙おと女めが言ってたこと、本気で信じるべきかもしれん。


    　おれはさらに説得を続け、その甲か斐いあって血ち祭まつりも渋々ながら頷うなずいてくれた。


    「それで代金の方なんだけど。ポイントいくら払えば作ってくれる？」


    　心配していた点を訊きいてみる。どんなに腕が良くても、必要なポイントが高すぎたらどっちみち頼めない。


    「そうね……魔術の契約は等価交換が原則……」


    「いや魔術とか関係ないからな、錬れん金きん術じゆつ師じゃあるまいし」


    「すべてを差しだしなさい……」


    「えっ」


    「あなたが今持っている全ポイント……言うなればあなたの魂たましい……これが、私がいつも仕事を請うけおう時の条件。己おのれのすべてをなげうつ……それは魂の浄化」


    「浄化はされなくていいけど、なるほど時価ってわけか」


    　全ポイントを失うのは痛いものの、払えない額を提示されるよりはマシだった。考えようによっては、なかなかうまいシステムかもしれない。おれは迷わず承しよう諾だくした。


    「わかった、払うよ。その代わり、ちゃんとしたもん作ってくれよな」


    「……それと、あなたの髪の毛か爪つめ、もしくは血液が必要ね」


    「呪のろいの人形にする気か！」


    　かなり信用おけない女だった。


    



    「蛍ほたる火び、これ」


    　放課後、地下室に行くと、おれは血祭に作ってもらったぬいぐるみを蛍火に差しだした。


    「ん、何だ……？」


    　蛍火はおれの手元に視線を落とす。その正体を認めるなり、目に輝きが灯ともった。


    「──『はむはむはむりん』ではないか！」


    　血祭に頼んだ時は、いくら上手と言ってもしょせん素しろ人うと手芸と侮あなどっていたが、仕上がってきたぬいぐるみは予想を遙はるかに上まわる見事な出来だった。血祭のやつ、見た目に似合わずいい仕事してくれやがる。手持ちのポイント全部はたいた甲か斐いがあるってもんだ。


    「えーと、クラスのやつに作ってもらったんだけどな？　おれが持ってるとみんなに冷やかされるから、おまえにやるよ」


    　気恥ずかしくて、おれは若干ツンデレ気味な言いわけを口にした。


    「私に……？　くれるというのか？」


    　蛍ほたる火びがぬいぐるみに手を伸ばしかけると、早さ乙おと女めの待ったがかかった。


    「ちょい待ち！　桐きり香かにそんなものあげて私に何もナシってのはどういう了りよう見けん？」


    「おまえに物をくれてやる義理はどこにもねーよ」


    「日頃こんなにお世話してるのに……」


    　よよよ、と時代劇で身売りされる娘みたいにわざとらしく泣き崩れる真ま似ねをする。


    「おまえからンまい棒一本もらった記憶ないんだが!?」


    「しつこいなぁ、そんなに好きなら夢のンまい棒王国の住人にでもなれば？」


    「そんな国住みたくねえ！」


    「それにこの前、頭を踏んであげた恩を忘れたの？」


    「その節はお世話になりましたねぇッ！」


    　なおも愚ぐ痴ちをこぼしつづける早乙女をあしらって、おれは蛍火に向き直る。


    「早乙女の言うことは気にしなくていいから、とにかく受けとってくれ」


    　蛍火は震えながらぬいぐるみを見下ろして、


    「私などのために？　だ……が……、」


    「あんまり好きじゃなかったか？　こういうの。おまえの趣味わかんなかったから」


    　ぬいぐるみを選んだのは失敗だったかな？　と思いかけていると、


    「いや、そうじゃない！　そういうわけではない。本当にもらっていいのか？　こんな……」


    　興奮のあまり上ずった声を出す蛍火。ぬいぐるみを抱きしめようとして、途中で欲望を振り払おうとするかのように大きく頭を振る。


    「ダメだ、やはり受けとれぬ！　私は久く瀬ぜにあげられるものなど何も持っていないのに……」


    「いや、このあいだ料理作ってくれたしさ。ほんのお礼っていうか」


    「しかし……」


    「それに、もうポイント払って買っちゃったから今いま更さら返品するってわけにもいかないし、おれが持ってても仕方ないからさ。深く考えずに受けとってくれよ」


    　渋る蛍火を言いくるめ、なかば押しつけるようにして渡し、やっと受けとってもらえた。


    「な……ぅ……」


    　蛍火はなおも逡しゆん巡じゆんしてるみたいだったが、


    「──っ～～～～……！」


    　もはや我慢しきれぬといった勢いでぬいぐるみを抱きしめた。両腕で強く締めつけられて、愛らしいハムスターの頭が形を変える。


    　もふもふ、とぬいぐるみに蛍ほたる火びの顔がうずまる。


    　まさかこれほど喜んでもらえるとは。予想を遙はるかに上まわる反応に、おれは驚かされた。


    　思う存分抱きしめまくってから、蛍火はようやくぬいぐるみから顔を離した。


    「そんなに『はむはむはむりん』好きだったのか」


    「嫌いではないというだけだがな。ハムスターはかわいい……時々絞しめ殺しそうになるくらいかわいいぞ！」


    「強く抱きしめすぎだよ！」


    「しかし高かったのではないか？　これほど見事な品……」


    「いや、そうでもないよ？」


    　気を遣つかって問いかけてくる蛍火に、おれは手を振って打ち消した。


    　口ではそう答えたものの、本当のところかなり痛い出費だった。これまで日々の授業で稼かせぎ時には食事を抜いて地道に貯ためてきたポイントは、血ち祭まつりへの支払いで０に戻ってしまった。


    　けど、おれは全然後悔してなかった。


    　蛍火の笑顔が見られただけで、その何倍、何十倍もの価値がある……そう思った。そして、これから先もこいつのそばにいてこんな表情を見てられたらいいなと思ったんだ。


    　蛍火は気が済まないといった口ぶりで、


    「私にも何かあげられるものがあればいいんだがな。してほしいことがあれば、何でも言ってくれ」


    「なん……でも……？」


    「ああ」


    　──あげられるもの？


    　それって、まさか。


    



    『プレゼントはわ・た・し♥』


    



    　──ってヤツかあああぁっ!?


    　幾いく多たのラブコメを消費することで獲得された特殊スキル、スーパーリアル妄想生成システム〈ドリームマシン〉が覚かく醒せいする。空想の力のみによって、あたかも実在するかのごとき幻像を脳裏に描きだす高等技能。


    　もわぁ……と、裸身に贈答用のリボンを巻きつけただけの蛍火の姿が、おれの脳内で構築される。


    　そのボディラインは、現実の蛍火の体つきと寸すん分ぶん違たがわない。リボンがかすかに食いこみたわんだ胸。優美な曲線を描いた下半身。ギリギリのところで肝心な部分を隠されたその映像は、かえって想像力を搔かきたて、全裸よりもさらに高い破壊力を誇る。


    　そんな格好で迫ってこられたら、おれはどうしたらいいんだ……！


    『好きにしていいのだぞ？　私の体は……久く瀬ぜのものなんだからな』


    　蛍ほたる火びの声こわ色いろがささやき誘惑する。抗あらがいがたいその声に促されるまま、おれの手が、蛍火の体に巻かれたリボンをほどいていく……


    「久瀬くゥ～ん？　変なこと考えてなぁい？」


    「──はっ!?」


    　早さ乙おと女めの声が水を差して、覚かく醒せいモードが解除された。


    　──うおお、何考えてたんだおれ！


    　いかん、時々現実と区別つかなくなるな。これがヴァーチャルリアリティってやつか。ここまでリアルな妄想が構築できるなら、あと一段階進化すれば空想具現化能力まで至れそうな気がする……


    「な、お、変なこと、て、考えてねー、し」


    　罪悪感がのどにつっかえて、カタコトに応こたえるおれ。


    「そぉーう？　ホントにぃ～？」


    　つん、と早乙女は人差し指でおれの頰ほおを突いてくる。じとっと粘ねばつく視線がおれの弱い心をからめ捕る。


    「そ、んなわけねーダロ」


    「そんなふうにごまかしても、私には極ごく悪あく非ひ道どう冷血変態鬼き畜ちく皇おう子じの考えてることが手に取るようにわかるんだから！」


    「また称号が増えてるんだが!?」


    「何だ、要望があるなら遠慮など無用だぞ」


    　蛍火がまたしてもおれの心を刺激し、〈ドリームマシン〉が再び起動しかける。


    「ないないナイっ！　早乙女のたわごと真まに受けるなよ！」


    　おれは身のうちに渦巻く欲望と必死で戦っていた。


    　バカ正直な蛍火のことだ、おれが言ったら冗談じゃなく、恥ずかしがりつつも実行しかねないところが怖い。いや、本当にそんなことしてくれたらメチャ嬉うれしいに決まってるけど、弱みにつけこむみたいでなんだかイヤだ。


    「久瀬、さっきから様子が変だぞ？　言いたいことがあるならハッキリ言ってくれ」


    　おれの内心の葛かつ藤とうなど理解しない蛍火は、まっすぐこちらを見み据すえてくる。


    　見つめあうおれと蛍火の間に、音おと無なしの声が割りこんできた。


    「みざ☆りーごっこする？」


    「一人でやっててくれよ！」


    



    　翌日の午前中、蛍ほたる火びは上機嫌そうだった。


    　教室で声をかけたりはしないけど、蛍火を観察していると、いつもより少しだけ表情が明るいのが見てとれた。おれと目が合うと、蛍火はやはり視線を逸そらしてしまう。でもそれは、以前みたいに他人行ぎよう儀ぎなものじゃなくて、他の生徒や監視の目には気づかれない程度のほんのささやかな親密さが、まなざしにこめられていた。


    　四限目、生物の授業の時間になった。五、六人ずつの班に分かれてカエルの解かい剖ぼう実習を行うみたいだ。


    「今日の実習はタイムアタァ────────ック!!」


    　生物の榎えのき茸だけ先生は、実にアグレッシブな人だった。教壇で大きく右手を振りあげ、


    「どの班が一番早く解剖終えられるか競争ッ！　新記録出した班には、後でしゃぶしゃぶ奢おごってあげる！」


    「それって食い放題っスかぁ～？」


    「任しときィ、好きなだけシャブらせてあげるわ────ッ!!」


    　何なに気げに危険な台詞せりふだな……


    「うおおおおおぉおおお────ッ!!」


    　生物実験室内が騒然とする。


    　生徒たちはみんな、しゃぶしゃぶと聞いて色めき立っている。


    　学食の料理は美う味まいが、多くの生徒はポイントを貯ためるために時々食事を抜いて節約することにしているのが現状だった。生かさぬよう殺さぬよう……おれたちは常に、適度に餓うえた状態に置かれているのだ。高級な肉にありつけるとなれば、俄が然ぜんやる気がみなぎってくる。


    「どうせならノーパンしゃぶしゃぶを希望するんだがねッ！」


    　どさくさにまぎれて叫んだ男子生徒が、黒服に拉ら致ちられていった。


    「とりあえず、ちゃちゃーっと班決めちゃって！」


    　榎茸先生が指示を飛ばすと、みんな立ちあがり、仲の良い者同士集まって班を形成する。


    　唐から津つ田だはまた性しよう懲こりもなく、ヘラヘラ笑いながら蛍火の方に近寄っていった。


    「走りだすＤＲＩＶＥドライブ、震えるぞＶＩＢＥバイブ、誰も止められない小しよう生せいのＴＲＩＢＥトライブ。姐ねえさん、小生らの班トライブに来れば必ずやＦＵＮＫＹフアンキー　ＤＡＹＳデイズ！　待ってるはず。だから黙ってついてくるが吉きち」


    　唐津田を見るなり、蛍火はまたウザいやつが来たというふうに顔をしかめた。


    「どうしておまえは懲りないのだ？　何度も言っているように、私は──」


    　蛍火がそこまで言いかけたところで、おれは唐津田を後ろから羽は交がい締じめにして止める。返答は聞くまでもなくノーに決まってる。


    「悪いな、唐津田がまたたわけたこと言って。イヤならいいんだ、他のやつ探すから」


    　蛍火はおれの顔を見ると、


    「私は……かまわないぞ……」


    　急に思い直したようにコクンと頷うなずいた。


    「えっ？」


    「……かまわないと言っているのだ」


    　──それっておれのために？


    　唐から津つ田だがいるのを我慢して一緒の班になってくれるのか。


    　心が浮き足立つ。授業中も間近で過ごせるっていうのは、なんかいいな。もちろん他の生徒たちがいる手前、表立ってイチャイチャしたりできるわけないけど、ふだんより距離が近いってだけでかなり嬉うれしい。


    　おれが有う頂ちよう天てんになっている間に、唐津田が班員に加えるべく別の生徒を引き連れてきた。


    「うっし、うっし！　鬼き畜ちく皇おう子じ、これで小しよう生せいらの班トライブＰＥＲＦＥＣＴパーフエクト日び和より。疑いもなくゲットするしゃぶしゃぶ。カエルの心臓脈打つＢＥＡＴビート、解かい剖ぼうのためならエンヤコラエンヤコラ漕こぎだせＮＩＣＥナイス　ＢＯＡＴボート」


    「そんなボート乗りたくねえ！」


    　唐津田の後についてきたクラスメイトの中には、血ち祭まつりの姿もあった。今日は左手に『ひょっこりピューリタン島』の人形を装着している。


    　血祭の放つ異様なオーラに、おれは後ずさりする。


    「なんで血祭まで交じってるんだ？」


    「刺すのも得意だけど……切り裂くのも得意よ……っく……」


    　血祭は不気味な笑みを浮かべ、人形の口を動かしつつ低い笑いを洩もらした。


    「めちゃ不安なんだが……」


    「そこ、仲間はずれはダメよ！　ノーモアいじめ！」


    　ごたついているおれたちに、榎えのき茸だけ先生のお叱しかりが飛んだ。ノーモアって、何かマズイ過去でもあるのかこの先生。考えてみれば、血祭にはぬいぐるみを作ってもらった恩もある。おれたちは血祭を班員に迎えることにした。


    「よぉーし、タイムアタック開始いいいぃい──────ッ!!　死ぬ気で解バ剖ラせえぇ──────ッ！」


    　榎茸先生がタイムウォッチを押し、実験の開始を告げる。おれたちの班では、血祭がさも当然のようにメスを握った。


    「私に任せて……瞬まばたきする間に解体してあげるわ……くくっ……」


    　それまで生せい気きのなかった顔が噓うそみたいに、水を得た魚のごとく活いきいきした表情へと変わる。


    　こいつに刃物を握らせるのはヤバい──そんな直感が走ったが、時すでに遅し。止める間もなく血祭が雄お叫たけびを上げた。


    「シャ──────────ッ!!」


    　勢いよく振りあげたメスが、偶然にも蛍ほたる火びののどもとを襲おそう。


    　蛍火は素早く上体を逸そらし、迫る刃物を見切って紙一ひと重えで避けた。ところがそのせいで体勢を崩してしまい、


    「あ……」


    　これもまた、おれの体質のなせる業わざなのか──？


    　蛍火の体がこちらに倒れこんできて。


    　おれは避けることもできなかった。いや、本当は避けたくなかったのかもしれない。どちらにしろ、おれはその場から動かなかった。


    「……っ」


    　二人の距離がゼロになる。


    　互いの唇くちびるがかすかに触れあっただけだったけど、つまりそれは……。


    　ビビビ────────────ッ！


    　その時不意に、耳みみ障ざわりな警告音が鳴り響いた。


    　廊下から、黒服の女たちがわらわらと生物実験室に押し寄せてくる。おれたちの方を目指しているのは明らかだった。逃げようとする暇ひまさえなく、おれと蛍火はすぐさま取り押さえられた。


    　なす術すべもなく床にひざまずかされたおれたちの前に、姿を現した女。


    　生徒会長、深み山やま羽は織おり。


    「あなたたち──なんてことを！」


    　深山の立りつ腹ぷくぶりは尋じん常じようではなく、小さな体は怒りに打ち震えていた。


    　そりゃあそうだろう。ちょっとしたラブコメ的しぐさでさえ懲ちよう罰ばつ房ぼう送りになるこの学園で、偶然とはいえ、よりにもよって公衆の面前でキスしてしまったのだから。


    「不ふ謹きん慎しんですわ！　非常識ですわ！　非人道的ですわ！」


    　頭上から投げかけられる罵ば倒とうの言葉。


    「こともあろうにキス……万ばん死しに値あたいします！」


    「待ってくれ、今のは事故で──」


    「この学園でそんな言いわけが通用すると思ってますの？　どんな事情があったにせよ、校則は絶対！　ラブコメは犯罪ですの！」


    　反論しようとするおれの台詞せりふは、即座に深山の鋭い声にさえぎられた。


    「……っ」


    　校則違反──それは否定しようのない事実だった。


    　この学園では校則が絶対であることを、これまでの経験を通じておれもイヤというほど思い知らされていた。ほんのささいな言動で、理り不ふ尽じんともいえる理由で逮捕され懲罰房送りとなっていったクラスメイトたち。


    　おれと蛍ほたる火びだけが例外として免まぬがれられるわけがない。


    「──懲ちよう罰ばつ房ぼうへ！」


    　鋭い宣告。


    　黒服による容よう赦しやない拘束。


    　暗転──


    



    　おれは蛍火と引き離された。
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    　放課後、蛍ほたる火びを欠いた状態で地下室に集まると、おれは机に突っ伏した。


    　あの後──


    　深み山やまの命令で、黒服が蛍火を懲ちよう罰ばつ房ぼうへと連行していった。おれは蛍火を庇かばうために自分の方からキスしたのだと主張したが、監視カメラに記録された映像では、蛍火から倒れこんできたふうにしか見えなかったそうだ。結局、おれの方にはお咎とがめなしで、蛍火だけが懲罰房送りとなってしまった。


    　この芙ふ蓉よう学園で、キスは重罪だ。蛍火は長い監禁生活を強しいられるだろう。


    　──一体どれくらいの期間？


    　入学早々に放りこまれた一週間の監禁生活でさえ相当きつかった。蛍火がずっとあんな生活を送ることになるなんて許せない。


    　おれは顔を上げて早さ乙おと女めに向かい、


    「なあ、蛍火を出してもらうってことはできないのか。何か手回しとかしてさ」


    「うらこーさく」


    　音おと無なしが短い単語を添える。


    「そうそう、裏工作……早乙女、そういうの得意そうじゃん。深山と個人的に知り合いとか言ってたし、何とかならないか？」


    「んー、難しいっしょ？　ただでさえキスは重罪だし。授業中に堂々とやられちゃ、見せしめの意味でも処罰は重くなるハズ。生徒会のメンツってものもあるから、簡単に釈放するわけにはいかないでしょ」


    「だって、蛍火は悪くなんかないだろ。あれは事故で、たんなる偶然で……」


    　そう、偶然だとすれば──早乙女が言うところのおれの体質によるものなのかもしれない。あの事故は、おれのせいだってことになるじゃないか。蛍火はそれに巻きこまれただけだ。


    「そうだよ、おれの体質が起こしたんだって証明できればいいんだ！　早乙女、おまえの研究どうなってるんだよ」


    「残念ながら、まだ満足のいく結果は得られてないよ」


    「肝心な時に役に立たねーな！」


    　おれが嘆くと、早乙女はムッとした表情になって力説する。


    「簡単に言ってくれるけどさ、偶然ってのは、すんっっっっっごく奥の深い問題なんだよ？　たとえばサイコロを転がした時、六分の一の確率で１が出るよね。他の目にしても同じ。だけど、どうしてそれが六分の一の確率になっているのかは誰にも説明できないでしょ」


    　なにやら難解な話になりそうだったので、おれはお手上げだというふうに両手を上げて、素直に謝ることにした。


    「わかったわかった、よーわからんけど大変だってことだけはわかった。蛍ほたる火びの件で焦あせってたからさ、おまえに当たって悪かったよ」


    「わかってくれれば結構。ま、難しい問題なんだよ。神様はチンチロ遊びをするだのしないだのってね」


    「いくらなんでもチンチロはしないだろ!?　なんで神様がサイコロ使ってギャンブルしなくちゃならねーんだ」


    「世界を維持していくのもタダじゃないんだよ？　地震や洪水みたいな天変地異を起こすにも現ナママナが必要らしいしね？」


    　と肩をすくめてみせる早さ乙おと女め。


    「それに校則は、あくまで起きた事実に対して適用されるわけでしょ。監視カメラに記録された映像だと、桐きり香かの方からキスしたようにしか見えないそうだし。久く瀬ぜ君がどう主張したところで無駄じゃない？」


    「釈しやく放ほうしてもらうのは無理か……」


    　おれは椅い子すに座ったままうなだれ、大きくため息をついた。


    「そゆこと」


    「となると……」


    「どうするどうする？」


    「……決まってる」


    　おれが蛍火と出会ってから学びとったこと──それは、ラブコメとは享きよう受じゆするものじゃなくて自分の力で切り開くものだってことだ。引き離される直前に、かるく触れた蛍火の唇くちびるの感触。そのかすかなぬくもりが、きっと蛍火の気持ちだった。


    　だからおれは、蛍火の想おもいに応こたえたいと思った。


    　何としてでも蛍火を救いだしたい。


    　今度は、自分の気持ちをつたえるために。


    　だから、


    



    「──力ずくで助けだす」


    



    　　　§


    



    　早乙女と音おと無なしに協力してもらい、おれは懲ちよう罰ばつ房ぼうへの侵入を試みることにした。


    　懲罰房近くの植えこみに身をひそめ、建物の様子をうかがう。入り口付近に、黒服の女が見張りに立っていた。


    「警備が厳重そうだな」


    　おれが呟つぶやくと、こめかみに人差し指を当てていた早さ乙おと女めがおもむろに目を見開き、


    「──降りてきたっ！　天才的なヒラメキ！」


    「何か思いついたのか？」


    「こんな方法はどう？　地球の反対側から、中心へ向けてずっと穴を掘っていくの。まっすぐ一二七〇〇キロ掘り進めれば、地球の中心を貫通して日本まで到達し、懲ちよう罰ばつ房ぼうの地下から独房に出られるって寸法よ」


    「ほぉ～っ。なるほど完かん璧ぺきな作戦っスね──っ、不可能だという点に目をつぶればよぉ～～」


    「私の計画に寸すん分ぶんの隙すきもあるわけないじゃん。じゃあまずアルゼンチンに飛ぶわよ！」


    「皮肉が通じねーのかてめーは！」


    　早乙女はすでにポケットからパスポートを取りだしかけていた。本気でやるつもりだったのかこいつは……。


    「無駄話してる場合じゃない、まずはあの見張りをどうにかしないとな。早乙女、こんな時こそおまえの〈ごくらくくん〉の出番だ」


    　早乙女の作った超強力スタンガンまがいの安眠マシンで眠ってもらおう。ところが早乙女はケロリとした顔で、


    「持ってきてないよ？」


    「なんで必要な時にだけないんだよ！　いつもはあんなに準備いいのに！」


    「え～っ？　そんなこと言われてもアタシ、チョー非力だからぁ～？　重いもの持つなんて論外ってゆーかぁ？」


    「なにゆえ一昔前のコギャルふう!?」


    「むしろ息をするのもメンドー、みたいなぁ？」


    「どれだけ怠たい惰だ！」


    　胸に七つの傷を持つ男にたやすく瞬殺されそうな台詞せりふとともに、ぱふぁ～と大きく息を吐いてから、早乙女は元の口調に戻って、


    「そんなにあの女眠らせたいなんて、久く瀬ぜ君は催眠術を悪用して彼女の潜在意識にひそむ恥ち辱じよくにまみれた過去を掘り返したいわけ？　秘められたトラウマを無理矢理聞きだして強制的にフラグ立てるつもり!?」


    「虎とらとか馬とか召しよう喚かんしなくていいから！」


    「そんなに言うなら、私がプロファイリングしてあげる。私の見たところ、あの女は幼い頃、光のひとすじも射ささない土蔵の地下室に閉じこめられて、実の兄から毎日のようにピ───を受けてたわね」


    「重すぎるわ!!　ドン引きだよ！」


    「極ごく悪あく非ひ道どう冷血変態鬼き畜ちく皇おう子じが何をカマトトぶって」


    「ラブコメなら、もっと軽くてたわいないトラウマでいいんだよ！　小さい頃、視力が悪くて目を細めて黒板見てたら憧あこがれの先生から『いつも睨にらんでるみたいな目つきしてるね』って言われたのがショックで、目元を隠すためにサングラスを外せないとか」


    「今どきそんな三十年前の少女漫画みたいな安直な理由じゃ、誰も納得しないよ？　現代の読者はもっと刺激を求めてるの。お望みとあれば、どんな悲ひ惨さんな過去でも用意されてる……この世はトラウマ天国よ！」


    「どんな世界だ!!」


    　早さ乙おと女めのテンションにつきあうのもだんだん疲れてきた。


    「とにかくトラウマとかどうでもいいから。あの女を気絶させるだけでいいんだが」


    「くっ……、こんな時に私の対人戦闘兵器〈ふるぼっこちゃん〉があれば……」


    「だからそんな強力そうな代しろ物ものがあるならなんで持ってこないわけ!?　ねぇっ!?」


    「〈ふるぼっこちゃん〉は昼間は眠ってるのよ。気立てのいい美人で、夜はバーで人気ホステスとして働いてるから」


    「どこが戦闘兵器なんだ！」


    　おれと早乙女が嚙かみあわない会話を交わしていると、音おと無なしが口を開いた。


    「まかせる」


    　音無は自分に任せろとばかり薄い胸を叩たたいた。そして、気配を消して黒服の女に背後から忍び寄っていく。どうするつもりかと思って見ていると、音無は黒服の耳にヘッドホンをかぶせた。すかさずプレイヤーのボタンを操作したらしく、


    「ギ……っ！」


    　小さな呻うめきを洩もらして、黒服は地面に倒れこんだ。


    「いぇい」


    　見張りを気絶させることに成功した音無は、こちらへ向けてぐッと拳こぶしを突きだし、親指を立ててみせた。


    　恐るべしヘヴィメタ……殺人的に凶悪だ。あの轟ごう音おんを身をもって体験したおれには、その破壊力がよく理解できた。


    「──二八号、どうした？」


    　倒れた際の物音を聞きつけたらしく、別の黒服が様子を見にやってきた。あいつら、互いを番号で呼びあってるのか。音無はそいつも同様の方法で気絶させてしまった。地面に計二つの黒い体が横たわる。


    　他に監視官が駆けつける様子がないのを確認して、おれと早乙女は植えこみから出て音無のそばに寄っていった。


    「音無、よくやってくれたな」


    「らくしょー」


    「おー、見事に気を失ってるね。私も負けてらんない、後で〈ごくらくくん〉を改良してもっとパワーアップさせなくちゃ」


    「あれ以上強力にしたら本気で死人出るからな」


    　早さ乙おと女めはおもむろに倒れた黒服に手をかけ、そいつの服を脱がせはじめた。スーツがはだけられ、黒い布ぬの地じの間に白い肌が剝むきだしにされる。


    「何してんだよ早乙女……！」


    　おれはギョッとして小さく叫んだ。


    「何って、この服をちょいっと拝借して変装するに決まってるでしょ。映画とかでよくあるじゃん」


    「な、なるほどな……」


    　たしかに、制服のままで懲ちよう罰ばつ房ぼうの中に入っていったら目立ちまくりだ。監視官に見つかったら即アウト。その点、黒服の格好に変装すれば絶好の隠れ蓑みのになるだろう。早乙女、何も考えてないようでいて実は結構考えてくれてるんだな。


    「ほら、久く瀬ぜ君も脱がすの手伝ってよ」


    「……変装のためなら仕方ないよな」


    「一枚残らず身ぐるみひん剝むいておしまい！」


    　おれは悶もん々もんとする気持ちを抑えつけつつ、ぎこちない手つきで服を剝はぎとった。黒服の女は何なに気げにナイスなバディをしていた。


    　早乙女は脱がせたスーツを指差して、


    「そしたらそれに着替えて」


    「おれが着るのか？」


    「いちいち驚かない、それにしじまもね。ハリアップハリアップ」


    　早乙女は手を叩たたいて行動を促うながす。命じられるまま、おれと音おと無なしは黒スーツ姿に着替える。下は同じく漆しつ黒こくのミニスカートで、顔にはサングラスを装着。


    「思ったよりぴったり体にフィットするな」


    　女装したおれの姿を見て、早乙女がわざとらしく感きわまった口調で、


    「すっっっごぉ～～～～～～く似合ってるよぉ？　学園祭のミスコンで一位狙ねらえるくらい！」


    「嬉うれしくねー……。腰まわりがスースーして変な気分だ」


    「未知の趣味に目覚めそう？」


    「覚かく醒せいしたくねーし！」


    「ちッ、久瀬君の称号に『女装』の二文字をつけ加えるチャンスだったのに」


    「前から思ってたんだが、おれのあだ名を長くすると何かおまえの得にでもなるのか？」


    「知らないの？　一〇八個の煩ぼん悩のう称号を全部揃えコンプると、裏世界が開放されて隠しステージに進めるようになるのよ」


    「そんな設定初めて聞いたよ！」


    「裏世界では、敵モンスターのレベルが三倍に強化される代わりに、レアアイテムの入手率も格段にアップするんだから」


    「どこに敵モンスターなんているわけ！」


    　ＲＰＧめいた会話を交わしてるうちに、音おと無なしも着替え終わった。


    「ぶかぶか～」


    　丈たけが長すぎるスーツは、幼児体型の音無には明らかに合っていないんだが、そのギャップがかえってかわいく見え……なくもない？　でも、これだとめちゃ違和感があるというか変装の意味なくないか。少なくとも監視官には見えないぞ。


    「やっぱり音無より早さ乙おと女めの方が良くないか？」


    「えっ、久く瀬ぜ君はそんなに私のコスプレが見たいの!?」


    　早乙女は身を守ろうとするように後ずさる。


    「コスプレとかじゃなくて！　音無は体型的に無理あるだろ。早乙女の方が自然に着こなせるっつーか」


    「え～、メンドイもん。私って司令官タイプだし。命令だけ出すよ」


    「てめーは高みの見物ってわけか」


    「私は日頃、人の一億倍頭脳労働してるんだから。肉体作業は久瀬君たちに任せるよ」


    　そう言ってから早乙女はハッとした表情になり、急にもじもじと口元に手を当て、
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    「やだ……肉体作業って、なんかえっちぃ……」


    「自分で言っといて勝手に恥ずかしがるなよ！」


    　身をくねらせてしなを作る早さ乙おと女め。


    「ついに極ごく悪あく非ひ道どう冷血変態鬼き畜ちく皇おう子じの邪悪な欲望が私に向けられるの？」


    「てめーに欲情することだけは死んでもありえねーから！」


    「どうせなら、燃えたぎるリビドーは私じゃなくしじまに向けて！」


    　早乙女は音おと無なしの両肩を摑つかむと、おれに生いけ贄にえをささげるように前へ押しだした。音無はされるがまま身を委ゆだねている。


    「えっ、音無に……？」


    　音無はキョトンと小首を傾かしげて、


    「『ぱじゃまでおじゃまじょ』ごっこする？」


    「なんでそんな法律的に危険そうな遊びばっかりしたがるわけ!?」


    「ぱっぱ　ぱ・ぱ・ぱ　ぱぱぱじゃま　ままぱじゃま　まごぱじゃま♪」


    「早口言葉じゃないんだから」


    「ぱ・じゃま　ぱ・じゃま　ぱじゃ・ま♪」


    　子供向け番組めいた歌を口ずさむ音無。


    　小学生と見まがうばかりの体型は、未成熟な魅力を放っていると言えなくもないし、無表情なところもそれはそれで愛らしい。魔女服姿の幼女がパジャマに着替えるさまを鑑賞するという謎なぞ番組『ぱじゃまでおじゃまじょ』の真ま似ねも、音無なら違和感なくこなせそうだ。


    　よく考えたら、こいつも早乙女の恋愛実験に参加してるんだよな。これまではおれと蛍ほたる火びの様子を観察してるばっかりだったけど。


    　一応こいつも恋愛対象として見るべき……な、のか……？


    　音無を前にして戸惑うおれに、早乙女が、


    「そうすれば『幼女嗜し好こう』の称号を獲得できるから！」


    「欲しくねえええぇェ────────────────ッ!!」


    　魂たましいの底から叫びが迸ほとばしった。


    　その瞬間、おれの頭に天てん啓けいのような理論が降ってきた。


    「いや待て、なんでも世間にはロリコンは病気という説があるそうだな。だがよく考えてみてほしい。『幼女』という単語は、字じ面づらも発音も『妖よう女じよ』に酷こく似じしている。つまり幼い女子とは、あやかしのごとき魔力を持った存在だということだ。そんな魔性に魅入られた人々を責めることなどできるだろうか……？」


    「切せつ羽ぱ詰まって自己弁護を試みてるみたいだけど、いろいろロジックが破は綻たんしまくってるよ？」


    「おまえだって小さい頃、母さんが子守歌に『ねんねんこロリよ』って歌ってくれただろうが！　日本人ならみんな、その時点で魂にロリって単語が刷りこまれてるんだ！」


    「いや今どきその子守歌はないでしょ」


    「『おこロリ』って何なんだよォ────ッ!!」


    「ついに神経中ちゆう枢すうまで侵おかされたか……」


    「ロリが悪いんなら、囲い炉ろ裏りもカロリーもキロリットルもフロリダもピロリ菌もエクソン・フロリオ条項も、まとめて規制してみろってんだ!!」


    「どうどう、興奮しない。久く瀬ぜ君の気持ちは痛いほどわかったから落ち着いて」


    「はっ、何を言ってたんだおれは……？」


    　何かとんでもないことを口走ってしまった気がする……


    「ポロリっと本音が出ちゃっただけだよね？　久瀬君の趣味についてはのちのちジィ～～ックリ議論するとしてね？　私はこいつらを見張っとくからさ」


    　早さ乙おと女めは、倒れた黒服（服を剝はぎとられて今や下着姿だが）を示した。気を失っているものの、いつ意識を取り戻すかわからない。手足を縛しばった上で植えこみにでも隠しておく必要があるだろう。


    　なのに早乙女は、いきなり黒服の頭をガヅンと蹴けり転がした。


    「何してるんだよ！　目を覚ましちゃうだろ！」


    「ふッ……！　せっかくだから、この世に生まれ落ちたことを後悔するくらいの辱はずかしめを味わわせてあげるわ！」


    「おまえの思考回路が怖いよ！」


    「こんなこともあろうかと、調教器具一式を持ってきた甲か斐いがあったというもの！」


    「だからなんで余計なものばっかり用意してるわけ!?」


    　異様にハイテンションな早乙女をこの場に残して行くのはメチャクチャ不安だが、懲ちよう罰ばつ房ぼうの入り口でいつまでも言い争っているわけにもいかない。いつまた新たな監視官がやってこないとも限らないからな。


    「仕方ない、音おと無なし、行くぞ」


    「らじゃ」


    　大げさに敬礼してみせる音無を伴って、いざ懲罰房に潜入する。


    　黒服の格好に変装したことで怪しまれず侵入できたのはいいが、ネックなのは、蛍ほたる火びがどの独房に捕らえられているかわからないことだ。懲罰房はだだっ広く、しかも廊下は迷路みたいに曲がりくねり入り組んでいる。


    　交差した通路を前に、途方に暮れるおれ。


    「まいったな……どっちに進めばいいんだ」


    「おてあげくん？」


    「何のキャラだそれ!?」


    「おてあげくんは、りょうてを下ろすと死んでしまう」


    「呪のろいでもかかってるのか!?　キャラメルのパッケージでゴールインのポーズとってる運動選手みたいなキャラだな」


    「ひとつぶさんぜんり？」


    「三千里も走ったら日本列島突きぬけちゃうぞ？　おてあげくんはともかく、とりあえず右手法で行ってみるか」


    「みぎてほー？」


    「こうやって右側の壁に手をついて、余計なこと考えず壁沿いにどんどん進んでいくんだ。遠回りになるかもしれないけど、そのうちゴールに辿たどりつくって寸法だよ」


    　ＲＰＧのダンジョン攻略でよく使われる方法だ。一見手間はかかりそうだが、あっちに行ったりこっちに行ったりして迷子になってしまうよりは効率がいい。地元にいた頃、悪友のゲームプレイを眺めてたのが役に立つとは。


    「ひだりては？」


    「左手は……使わないけど？」


    「…………」


    　ぎゅっ……。


    　音おと無なしは無言で両手を差しだすと、おれの空あいた左手を握ってきた。


    「うお！　なんで手を握ってるんだ!?」


    　音無の唐とう突とつな行動に戸惑わされる。


    「まようといけない」


    「そりゃそうだが……」


    「はぐれめだるになっちゃう」


    「そんなレアモンスターにはならねーだろ」


    「……いや？」


    　音無はじっとこちらを見上げてくる。うっ……、サングラス越しとはいえ、音無の純真無む垢くな視線で見つめられると、ノーとは言えない。


    「べつに……イヤじゃねーけど」


    　そっけなく応こたえ、おれは顔をそむけて歩きだした。音無はおれの手を握ったまま、黙ってついてくる。なんだか落ち着かない……懲ちよう罰ばつ房ぼうに入る前に早さ乙おと女めが変なこと言ったもんだから、妙に意識してしまう。


    　３ＤダンジョンＲＰＧさながらに、懲罰房内にはあちこちに危険なトラップが仕掛けられていた。落とし穴や石つぶてはまだマシとしても、毒針、毒ガス、爆弾、テレポーター……一歩間違えれば命を落としかねない罠わなの数々。


    　目の前の床が突然パカリと開き、深い穴の底に針の山が待ち構えているのが見えた。


    「殺す気か！　この建物設計したやつは何考えてこんな罠仕掛けたんだ？」


    「ぐるぐる～」


    　音おと無なしがコマのように回転していた。


    「回転床踏みまくって遊ぶのやめてくれる!?」


    　おれたちは命からがら罠わなをかわし、囚とらわれの蛍ほたる火びを捜して奥へ奥へと進んでいく。


    　途中の曲がり角で、一匹の兎うさぎに遭遇した。


    「グルル……」


    「おいおい、『グルル』って兎の鳴き声じゃねーだろ……」


    　そいつは兎と呼べるほどかわいらしい代しろ物ものではなく、魔性の力にとり憑つかれたみたいな形ぎよう相そうをしていた。凶暴な瞳ひとみがこちらを睨にらみつけてくる。なかば開いた口には鋭い牙きばが覗のぞき、血とよだれが混ざった液体をグジュグジュと垂たれ流していた。


    「あれは敵キャラか!?」


    　なんで懲ちよう罰ばつ房ぼうにモンスターがいるのか謎なぞだが、どう考えても善良な生き物には見えない。敵意剝むきだしの兎は、身構えたかと思うや、


    「バルバルバルバルバルルルル──────ッ!!」


    　超パワーの生物兵器的な雄お叫たけびとともに大きく跳躍した。張り裂けんばかりに口を開け、おれたちに襲いかかってくる。


    「うお、攻撃してくるぞ!?」


    「まかせる」


    　音無は、おれの左手を握っていた手の片方を離し、一歩前に進みでると、兎に向かって何かを投げつけた。


    　ビスッ──！


    　見事のどに命中し、失速した兎は床に落ちて動かなくなった。


    「音無、すげーな！　何を投げたんだ？」


    「ぺんさき」


    　音無が指の間に挟はさんでいるのは、漫画を描くのに使うペンの先の部分だった。金属製で尖とがってるから凶器にならなくもないが、大きさは人の爪つめほどしかない。


    「こんなチッポケなもんで兎を殺せるのか！　攻撃力高たけぇ！」


    「くりてぃかるひっとがでれば、ぐれーたーでーもんでもいちげきでたおせる」


    「音無さん、忍者の末まつ裔えいか何か!?」


    「にんにん♪」


    　顔笑ってねーし。この間の麻マー雀ジヤンの件といい、正体不明すぎる音無だった。


    　さらに進むと、一匹のハムスターが現れた。


    「また敵か!?」


    　反射的に身構えるおれを、音無が制した。


    「きいてみる」


    「訊きいてみるって？」


    　何をするのかと思いきや、音おと無なしはハムスターに向かって身ぶりを交まじえつつ声をかけはじめた。ハムスターの方も、音無の行動に反応するように手足を動かす。何をしてるのか謎なぞだが、ひょっとしてあれでコミュニケーションでもとれてるのか……？　


    　やがて動きを止めて音無が呟つぶやいた。


    「ぱん」


    「パン？」


    「むしゃむしゃ」


    「何だそりゃ」


    　待てよ、パンといえば……以前監禁された時に、パンを分けてやったハムスターか！


    　そう、たしか『らぶらぶ手乗りハムスター』の関係になってたんだった。けなげにもこのハムスターは、おれからパンをもらった恩を覚えていたのか。この世せ知ち辛がらい世の中で、なんとも心温まる話じゃないか。


    　ハムスターはおれたちに背を向けると、廊下の先へと駆けだした。


    「こっち」


    　ハムスターの駆けていった方向を、音無が指差す。


    「ついてく」


    「そっちに蛍ほたる火びがいるのか？」


    　音無はコクリと頷うなずいて、足早に歩きだした。不確かな情報だけど、手がかりはそれしかない。おれも音無に続き、ハムスターに案内されるまま廊下を進んでいった。


    「ひょっとことことこ　はむはむはむりん～♪」


    　音無が小さな声で『はむはむはむりん』の主題歌を口ずさみはじめた。


    「いきのいいはむすたは　はむこうじょうおくり～♪」


    「どんな歌だよ……」


    　懲ちよう罰ばつ房ぼう内の独房の大半には、違反を犯した生徒たちが幽ゆう閉へいされていた。見覚えのあるクラスメイトもいた。おれが『はむはむはむりん』好きと聞いて爆笑してたやつだ。こっちは変装してるからおれの正体は気づかれずに済んだ。


    　中には幼稚園児かと思われる小さな子までいて、なんでこんな子が放りこまれてるんだ？　とおれは不思議に思った。その次の独房には、獣けだものじみた悲鳴を上げている女が囚とらわれていた。以前にも吼ほえてたやつだろう。


    「まだ監禁されたままなのか。こいつは一体何をしでかしたんだ？」


    「しりあい？」


    「……にはなりたくねーな」


    　信じがたいことに、その女はコンクリートの壁を素手でえぐっていた。人間離れした握力。指先の爪つめは、野獣のそれのように鋭く尖とがっている。


    　こいつヒューマンじゃなくてビースト系か？


    　しかも本当に深み山やまの言った通り、顔に白い仮面が貼はりついて半分剝はがれかけていた。あの仮面が取れたら一体何が起きるんだ……？


    「くとぅルルルルルぅ～……」


    　もはや人間の声とも思えない。


    「怖ぇー……」


    「……ころす？」


    　再びペン先を取りだし、独房の女に投げつけようとする音おと無なし。


    「いくら怪物じみてるからって、さすがに人を殺すのはマズイだろ。相手にしないのが無難だ」


    　複雑に入り組んだダンジョンを通りぬけ、おれたちはようやく蛍ほたる火びの捕らえられている独房に辿たどりついた。


    　薄暗い部屋の隅で、蛍火が体育座りに腰を下ろして膝ひざに顔をうずめていた。


    「蛍火！」


    　おれが声をかけると、蛍火は力なく顔を上げた。最初は監視官だと思ったようだが、おれと音無だと気づくと、驚きの表情に変わる。疲れきった顔がわずかに生せい気きを帯びた。


    「久く瀬ぜ？　どうしてここに……」


    　蛍火は腰を浮かし、独房の隅から廊下側へ近寄ってくる。


    「おまえを助けにきたんだ」


    　おれがここへ来た目的を告げると、蛍火は首を振った。


    「そんなことしたら、久瀬たちまで捕まってしまうではないか。見つからないうちにここから去るんだ」


    「蛍火を見捨てるなんて真ま似ねできねーよ」


    「私はこのままでいい。しばらく耐えれば済むことだ」


    「そんなこと言わないでくれ」


    　おれは鉄てつ格ごう子しの隙すき間まから蛍火に手を伸ばした。


    　ためらっていた蛍火も、やがて表情をやわらげて、


    「この……大たわけが……」


    　と呟つぶやいてから、ゆっくりとこちらに手を差しだす。指先が触れようとする直前、いまいましい警報が鳴り響いた。


    「──気づかれた!?　早さ乙おと女めのやつ、ちゃんと見張ってなかったのか？」


    「けーかくどおり！」


    「めちゃ予定外だよ!!」


    　蛍ほたる火びはおれたちに向けて、


    「すぐに監視官がやってくるぞ。その前に早く行け」


    「いや、おれは蛍火を……」


    　おれが言いかけた時、廊下の角から黒服×４が姿を現した。迷わずこちらに向かってくる。まだ距離があるから、変装のせいでおれたちの正体は気づいてないみたいだけど、近づけば間違いなくバレてしまう。


    　音おと無なしが身構え臨戦態勢に入る。


    「……ころす？」


    「むやみに殺そうとするのヤメ！　のどはダメだ、足を狙ねらってくれ」


    「おっけ」


    　音無が腕を振ると、指の間から放たれたペン先が黒服の足に命中し、四人とも床にうずくまった。独房の中から蛍火が、


    「しかしこんなことではいくらかの時間稼かせぎにしかならないだろう。すぐ別の黒服が駆けつけるはずだ。二人とも急いで脱出してくれ」


    「でも──」


    「行け!!」


    　蛍火は鋭い声を出した。反論を許さない響きだった。


    　ここで捕まったら、おれと音無まで監禁されておしまいだ。そうなったら、あとは独房の中で監禁終了の日を待つことしかできない。それは最悪の選択だ。蛍火の言う通り、今はここを離れて別の方法を考えるべきか。


    「絶対助けるから！」


    　蛍火に短い言葉を残して、おれと音無は独房を後にした。


    



    　　　§


    



    「──失敗したっ！」


    　懲ちよう罰ばつ房ぼうから脱出して早さ乙おと女めと合流したのち、地下室に戻るなり、おれは机に拳こぶしを叩たたきつけた。


    　せっかく蛍火の独房まで辿たどりついたっていうのに、救いだせなかった！


    　蛍火の無事を確認できただけ。いや、無事といっても、監禁生活の疲労で弱っている様子だった。これ以上、蛍火をあんな環境に置いておくわけにはいかない。


    「ん～、こいつはマズイことになったね」


    　早乙女が机に片肘ひじをつき、駄菓子に手を伸ばした。


    「変装してたおかげで、生徒会にはおれたちの正体までは気づかれなかったみたいだ」


    「でも侵入者がいた以上、これからしばらくは懲罰房の監視も強化されるよね。状況は悪化してるんじゃない？」


    　早さ乙おと女めの言う通り、懲ちよう罰ばつ房ぼうへ再度の侵入を試みるのは無む謀ぼうだろう。同じ手が通用すると考えるのは甘すぎる。今度こそ失敗は許されない、必ず成功させなくちゃ。


    「別の方法を考えるしかないな……」


    　でも別のルートなんてあるのか？　


    　そもそも学校に懲罰房なんてものがあること自体、変なんだ。くそっ、こんな校則でがんじがらめにされた学園、絶対おかしいよ！


    　──校則、か……。


    　問題はそこなんだよな……。


    　…………………………………………。


    　考えぬいた末、おれはひとつの策を思いついた。


    　この方法なら蛍ほたる火びを救いだせるはず。ただ、おれの考えた計画にはひとつ障害があった。実行するには厖ぼう大だいなポイントが必要で……不幸にもおれには、そんなポイントなど手が届くはずもなかった。


    　ただでさえ、血ち祭まつりに頼んだぬいぐるみの支払いでポイントを使い果たしてしまった。今から死ぬ気で貯ためたとしても、どれだけの時間がかかるか想像するだけで気が遠くなる。


    　その間に、もし蛍火が、唐から津つ田だがされたのと同じ人格矯きよう正せいプログラムを施ほどこされたりしたらどうするんだ。


    「……っ！」


    　うまい方法が見つからず、おれは舌打ちした。


    　……と、目の前でンまい棒を食べている女に視線が止まった。


    「──早乙女！」


    　大量のポイントを所有してるやつが、こんな近くにいるじゃないか。


    「むぐ……ふぁにぃ？」


    　ンまい棒を呑のみこみながら、早乙女は顔をこちらに向けた。


    「折りいってお願いがあるんだが」


    「お菓子ならあげないよ？」


    　早乙女は、駄菓子を渡すまいと腕で囲いこむ。


    「駄菓子なんてどうでもいいよ。おまえ、めちゃくちゃポイント持ってたろ」


    　大量のンまい棒をやすやすと購入してる早乙女。『これくらいちょちょいッと稼かせげるのよ』と言っていたこいつなら、厖大なポイントを所有してるはず。


    「ま、ね」


    　こいつにものを頼むのはすごーく抵抗があるが、今は贅ぜい沢たくを言ってられる場合じゃない。


    「ポイント貸してくれないか」


    「ヤっ」


    　即答し、早さ乙おと女めはぷいと顔をそむけた。


    「頼む、蛍ほたる火びを助けるのに必要なんだ」


    　おれは自分の考えた計画を早乙女に打ち明けた。聞き終えると、早乙女はヤッちゃんいかを手に取って封を開けながら、


    「なるほど。やりようによっちゃうまくいくかもね」


    「絶対成功させる。ポイントをくれって言ってるわけじゃない、何年かかっても死ぬ気で返すから。どうせ駄菓子買うぐらいしか使い道ないだろ？」


    「むかっ、駄菓子くらいって簡単に言ってくれるね。いくらすぐ稼かせげるからっていっても、駄菓子は私の命に等しいんだから」


    　駄菓子への執着におれは少したじろいで、


    「いや、おれの言い方が悪かった。たしかに貴重なポイントだけど、貸してもらえないか」


    「本当に誠意を見せたいなら、土下座できるはず……たとえそれが肉焦こがし骨焼く鉄板の上でもっ……！」


    「殺す気か！」


    　どこからか焼けた鉄板の載のった台車を押し運んできた早乙女は、不満そうにぷくーと頰ほおをふくらませた。


    「根性なしぃ～。この程度で怖おじ気けづいてちゃ、全日本炎の土下座選手権で最後まで勝ち残れないよ？」


    「そんな大会出たくもないよ！」


    　くそ、なんて自己中なやつだ。こいつにいくら頼んでも無駄か。


    　おれは、漫画を描いている音おと無なしに矛ほこ先さきを変えた。


    「音無はポイント持ってないか？」


    「ぜんぶとーん」


    　音無は頭を横に振って、漫画に使うトーンの束を取りだしてみせた。


    「ぷらす、ゆんけるん」


    　机の上に並んだ、ケルン産の滋じ養よう強壮ドリンク。漫画家はマグロ漁船なみの過か酷こくな労働に耐えて原稿を仕上げるために栄養ドリンクをガブ飲みすると、噂うわさには聞くが……。こいつも、自分に必要なものを買いこんでるんだな。


    　やはりダメか。そもそも、おれの思いついた計画に必要なポイントは、普通の生徒に稼げる額じゃない。となると頼みの綱はやはり早乙女だけだ。なんとかしてこいつを説得しないと。


    　おれは早乙女に向き直って、


    「仲間だろ？　蛍火がいなきゃおまえの実験だって続けられないじゃないか」


    「む、そうくるか。でもまぁ、実験は別の相手だってできなくはないでしょ。私にとっては研究が第一だから。罰則っていっても監禁処分の期間が終われば解放されるわけだし、桐きり香かがいない間の第二候補としてしじまもいるしね」


    「こーほ？」


    　音おと無なしの不思議そうな声。


    「そうよ、しじまも覚悟しといて。みざ☆りーごっこでも『ぱじゃまでおじゃまじょ』ごっこでも思う存分やっていいから！」


    「うきうき」


    「ワクワクしてるんじゃねえよ！」


    　おれは再び真剣な表情に戻って、


    「……とにかく、蛍ほたる火びがいなきゃ、これ以上おまえの実験に協力するのもヤメだからな。蛍火にも約束したんだ、絶対助けるって！」


    　おれの決意を聞くと、早さ乙おと女めは肩をすくめ、諦あきらめたようにかるく息をついた。


    「ふぅ～～ん、そこまで言うなら貸してあげなくもないけど」


    「マジか！　さんきゅな」


    「た・だ・し、条件がある」


    　早乙女は顔の横で生徒カードをピラピラと振って見せつける。


    「条件？」


    「そ、今後私の命令には絶対服従を誓ちかってもらうから」


    　足元見やがって。絶対服従なんて、この女のことだ、何をさせられるかわかったもんじゃない。でも、おれは何があろうと蛍火を救うって決めたんだ。そのためなら、どんなことだって耐えてみせる。


    「わかった……、誓うよ。けど服従っていっても、貸してもらったポイントを返すまでの間だけだからな。さすがに無期限は勘弁してくれ」


    「私もそこまで鬼じゃないよ。じゃあここにサインして」


    　早乙女が取りだしたのは、一枚の契約書だった。長々しい契約条項がズラッと並び、署しよ名めい欄らんだけが空白になっている。こうなることを見越してたみたいな手まわしの良さ。


    「なんでこんなものまで用意してるんだ……」


    「何があっても対応できるようにね。利息は十日につき一割でヨロ～」


    　悪徳金融めいた台詞せりふを口にしながら、早乙女はおれの前に契約書を差しだしてくる。おれは指示されるまま名前を書きこみ、血けつ印いんを押した。


    「ほい、契約成立っと。にゃは、何してもらおっかな♪」


    　完成した契約書をおれから受けとると、早乙女は大事そうにファイルにしまいこむ。ファイルの隅に小さく雪だるまのマークが入ってるのが気になったが……。


    　──一体何させる気だこいつ。


    　契約を交わしたばかりだというのに、早さ乙おと女めの笑みにおれは少し後悔を覚えはじめていた。


    「あくまで、蛍ほたる火びを無事助けだした後の話だからな」


    　一応釘くぎを刺してから、おれは言葉を続けた。


    「それと、もうひとつ頼みがあるんだけど……」
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    　翌日の放課後、おれは校舎を出て学生寮へと向かう途中の深み山やまを呼び止めた。


    「──何の用ですの？」


    　おれが声をかけると、深山は足を止めて振り返った。黒服たちが深山のまわりをガードしている。いつもながらの傲ごう慢まんな態度を崩さない深山は、


    「私は忙しいんですの。あなたなどに割さく時間はなくてよ」


    「いや、これはどうしても生徒会長であるあんたに聞いてもらわなくちゃならないことなんだ」


    「聞くまでもありません、どうせ蛍火さんの件でしょう？　いくら嘆願したところで、彼女に情じよう状じよう酌しやく量りようの余地などありませんことよ」


    「そうじゃない」


    「？　では何を？」


    　おれは少しの間、返答を引き伸ばした。


    　通りすがりの生徒たちが、一体何事かと集まってきた。遠巻きにおれと深山の様子をうかがっている。この状況はおれにとって好都合だった。


    　充分な数の見物人が集まるのを待ってから、再び深山に話しかける。


    「今日は、校則で定められてる『権利』について確認したくてな。必要なポイントさえ貯ためれば権利が認められるんだよな」


    「ええ、この学園は生徒の意思を尊重します。本来は禁止されている行為でも、本人の努力次第で特例として権利が与えられるのですわ」


    　くそ。舌した先さき三さん寸ずん、心にもないこと言いやがって。


    　何が生徒の意思だ。生徒会が目的としてるのは、生徒を効率よく管理することだけだろうが。そのために、普通の生徒には到とう底てい手の届かない権利なんてものをチラつかせてやがる。けど今回は、それを利用させてもらう。


    「ポイントを消費して、相手を指名すればそれで成立する」


    「その通りですわ」


    「相手が誰であろうと」


    「訊きくまでもないことです、ちゃんと校則に記載されてますの」


    　繰り返し首を縦に振る深山に、おれは宣言する。


    「なら、おれは『一日デート権』を使うぞ！」


    　その途端、深み山やまは呆あきれたといった顔になった。そもそも権利なんて実際には使えないように法外なポイントが設定されているのだから、こんな流れは想定外なのだろう。


    「何を血迷ってますの？　あなたなどに手が出せるわけないでしょう」


    「ポイントならあるとも。ちゃんと用意してきた」


    　鼻であしらおうとする深山に、ポケットから自分の生徒カードを取りだして突きつける。必要なポイントは早さ乙おと女めから借りてきた。


    「何かの間違いに決まってますわ！」


    　深山は苛いら立だたしげな声を上げて、背後に控える黒服に顎あごをしゃくる。


    　黒服の女が進みでて、おれからカードを受けとると、ポイント確認のため近くにあった装置に差しこんだ。そこに表示された数値を確かめて、


    「……彼の言う通り、ギリギリですが足りています」


    　黒服が報告すると、深山の顔に狼ろう狽ばいの表情が浮かんだ。


    「何ですって！　見間違いでは？」


    「いえ、確かに……。機械の故障もありえません」


    　黒服の返答は変わらない。


    　深山は髪を搔かきあげると、すぐに態度を取りつくろった。


    「結構ですわ……どうやって獲得したにせよ、ポイントは絶対。その努力に対する報ほう酬しゆうは保障されなければなりません、『一日デート権』を認めましょう」


    　そう、他の生徒たちの手前、校則で定められている権利を認めないわけにはいかないだろう。もしここでおれの権利を否定したとすれば、生徒会への不信感が高まるのは目に見えてる。


    「たしか蛍ほたる火びさんはいま懲ちよう罰ばつ房ぼうに入ってましたわね？　でしたら特別に一日だけ外出を……」


    「いや」


    　おれは首を振った。


    「おれが指名する相手は、蛍火じゃない」


    「あら、違いますの？」


    　蛍火を選んだところで、懲罰房から出られるのはデートの一日のみだ。たった一日だけ一緒に過ごして、それでおしまい。蛍火は再び懲罰房へ逆戻り。


    　そんなことでは意味がない。


    　その程度で済ましていいわけがない。


    　深山は意外そうな顔をしたが、すぐ、特に興味がないという口調になって、


    「まあ相手が誰でもかまいませんわ。どなたとでも一日限りのデートを楽しんでくださって結構ですの」


    「ああ、楽しませてもらうとも」


    　おれは言葉を切った。


    　心の中では、静かな復ふく讐しゆうの炎が燃えている。


    「相手は──」


    　おれは右手をゆっくり差しあげると、目の前の女を指差した。


    



    「……深山羽織、あんたを指名するッ！」
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    「深み山やま羽は織おり、あんたを指名するッ！」


    　おれの声が響きわたった。


    「なっ……！」


    　深山は絶句した。


    　まわりの黒服も啞あ然ぜんとして、どう対応したらいいかわからないといった様子だ。おれは何も校則違反を犯したわけじゃない、ただ深山と会話し自分の権利を宣言してるだけなんだから、黒服だって手出しできないはずだ。


    「私とデートなんて……できるわけないでしょう、そんなこと──！」


    「いいや、できるさ。校則にちゃんと書いてあるだろ、『指名された側に拒否権はない』って。だからあんたは断ることなんてできない。あんたの意思に関係なく、おれとデートしなくちゃならないんだ」


    　反論しようとする深山をさえぎって、おれはたたみかけるように告げた。これまでおれたちを縛しばりつけてきた校則が、今はおれを守ってくれる。


    「だって、そういう決まりなんだからな。校則は絶対……そうだろう？」


    　校則は絶対──その原則を、生徒会の長ちようみずからが破ることなどできないはずだった。


    　おれが立てた計画はこうだ。


    　ラブコメ禁止という規則を設けているのは、生徒会だ。


    　もしも生徒会長である深山羽織がラブコメ的な行為をとったとなれば、その権威は失しつ墜ついするだろう。おれが真にラブコメを誘発しやすい体質だとすれば、深山に接することで何かしらのハプニングを引き起こす可能性は高い。


    　ところが深山はガードが固く、普通に学園生活を送っていて近づくチャンスは少ない。こうして会話することはできても、これ以上距離を縮めようとすればすぐさま黒服が進みでておれを取り押さえるだろう。


    　だから『一日デート権』を使い、そこから接近し好機をうかがおうと考えたのだ。


    　周囲から、事のなりゆきを見守っていた生徒たちのどよめきが起こる。


    「どうなるの、これって？」


    「どうって……」


    　匿とく名めいのささやきが飛び交う。


    「するんだろ？　一日デート」


    「だって、ミャンマー会長だよ？」


    「鬼き畜ちく皇おう子じが会長とデート!?」


    「スクープスクープ！」


    「認められるの？　そんなこと」


    「相手が誰だろうと、校則は校則だろ？　受けるしかないんじゃねーのォ」


    「ですよねー」


    「でなきゃ詐さ欺ぎでしょ」


    「小しよう生せいにもギブミー権利！」


    「くれくれ君くん乙おつ」


    「ぐれぐれタコラ？」


    　場の雰囲気がおれに加勢していた。


    　おれはそれ以上言葉を連つらねる必要はなく、深み山やまの返答を待つだけで良かった。周囲から立ちのぼるざわめきが、深山に対する圧力となってくれる。


    　──どうだ、これだけ観衆がいる中で拒否できるかよ！


    　おれは深山に挑いどむような視線を投げかけた。


    「くッ……！」


    　深山はいまいましげに唇くちびるを嚙かみしめた。


    　こいつは今、必死で考えていることだろう。自分自身の威厳と生徒会の面目、天てん秤びんにかけられた二つのどちらを取るか。でも、答えは決まっている。


    　──だっておまえは、深山羽は織おりである以前にこの学園の生徒会長であり理事長であるんだからな。権力に溺おぼれてきたやつは、権力にしがみつくことしかできねーんだよ！


    　深山は、意を決したように口を開いた。


    「当然ですわ。たとえどんな内容であれ、必要なポイントさえ消費すれば権利が認められます。それがこの芙ふ蓉よう学園の絶対的な校則、例外はありえません」


    　台詞せりふとは裏腹に、深山の視線は厳しい。おれなんかに一杯食わされたのが、よほど屈くつ辱じよくなのだろう。


    　でも、これはまだ手始めだ。


    「ですから──」


    　深山は少しためらってから、


    



    「──この深山羽織との一日デートを許可いたします！」


    



    　こうしておれは、蛍ほたる火びを救うために、好きでもない相手とデートすることになった。
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    　芙蓉学園創立記念日──


    　その日を、おれは深み山やまとの一日デートに選んだ。


    　朝十時から夕方五時半まで。それがおれに与えられた時間だ。


    　その時間内に、どうにかして深山にラブコメ的行動をとるよう仕向ける。そうすればおれの勝利……蛍ほたる火びを懲ちよう罰ばつ房ぼうから救いだせるはずだ。逆に何も起きなければ、蛍火は懲罰房での監禁期間をまっとうしなければならない。


    　蛍火の運命は、おれの今日一日の行動にかかっている。


    　ここからが本番だ。


    　おれは覚悟を新たにして、寮を出た。待ち合わせの場所に向かう。学園敷地内にあるショッピングモール中央に設置された銅像（この学園の創設者を象かたどったものらしい）のところに着くと、すでに深山が待っていた。


    　深山はおれの姿を認めると、開口一番、


    「遅刻ですわ！　不届きですわ！　不ふ埒らちですわ！」


    「いや遅れてないはずだぞ、ちゃんと余裕もって来たから。十時の待ち合わせだったよな？　まだ十分あるじゃん」


    「この私が、わざわざあなたなどのために時間を割さいてあげますのよ？　あなたは感激のあまり待ち合わせの五時間前から待っているのが礼儀というものでしょう！」


    「どれだけ自己中！」


    「まったく、思慮が足りないのではありませんの？　知性も品格も優雅さも足りないのではありませんこと？」


    　深山の勝手な言いぐさに、おれは内心の苛いら立だちを抑えつつ、


    「こんなとこで言い合っても仕方ないから、とりあえず行こうぜ。時間がもったいない」


    「ええ、結構ですわよ」


    「行きたい所とかあるか？」


    「そうですわね、水族館が良いですわ」


    「水族館？　この学園、そんなものまであるのか」


    「これだから無知は……。私についてくるがいいですの」


    　ツンとすました顔で移動を始める深山。おれも早足に歩いて隣に並ぶ。


    　チラリと背後に視線をやると、建物の陰に黒い人影が見える。おれたち二人には黒服の監視が張りついていた。一日デート権を行こう使ししたとはいえ、おれがそれ以上の行動に出ることに備えて黒服がついてくるのは予想できたことだ。一応こちらも、音おと無なしが気配を消しておれたちを尾行し、決定的瞬間をおさめようと構えているはずだ。


    　人生で初めてのデートだってのに、おれは楽しむどころじゃなかった。


    　深山は雅みやびな足取りで歩いてゆく。


    　──手を握るべきか……？


    　しかし、おれから手を握ったところで意味がない。あくまで、深み山やまの方からそうさせるよう仕向けなければ、こいつの弱みを握ることにはならないのだ。


    「こちらですの」


    　深山に促されるまま、エレベーターに乗りこんだ。


    　映画に登場する高層ビルみたいな、音もなく高速で移動するエレベーター。しかしそれは、遙はるかな高みへ上昇するのではなく地下へと降りてゆく。


    　ティーン♪


    　終点に着いたらしく移動が止まり、おれたちは密閉された箱から通路へと出た。一気に開放感が押し寄せる。通路両側の壁が、いやそれだけでなく天井までもがガラス張りになってて、その向こうには海中の景色が広がっていた。


    「すげえ……！」


    　果てしなく続く圧倒的な光景に、おれは思わず感嘆の声を洩もらした。


    「天然の水族館ってわけか！　これも学園の施設なのか？」


    「ええ。深山財ざい閥ばつの力をもってすれば、これくらいお安いご用ですわ。芙ふ蓉よう学園では、一度入学すれば原則として卒業まで外部に出ることができません。その代わり、学園内にあらゆる設備が揃そろっておりますの」


    　誇らしげに説明する深山。同じように水族館見物に来ている生徒の姿がチラホラ見える。


    「他にも、動物園や植物園、温泉、さらにはディスティニーランド顔負けのテーマパークなどもありますのよ」


    「マジか！　どれだけ豪華設備なんだ。水みず木きーマウスとかいるのか？」


    「いいえ、代わりにヒッキーマウスがおりますわ」


    「ひきこもりかよ！」


    「控え室から一歩も出ようとしませんの」


    「それマスコットキャラの意味なくないか……？　そもそもテーマパークなんてあるんなら、水族館よりそっちの方が良かったんじゃないか？」


    「私はお魚が見たかったんですの！　何か文句でもあって!?」


    　スゴまれた。そこまで力説しなくても。何かこだわりでもあるのか……？


    「そ、そうか……いやべつに文句なんてないけど」


    「わかればよいのですわ」


    　深山はガラス製の仕切りに顔を近づけた。クラゲやアンコウに似た深海生物たちが、目の前をゆっくりと横切っていく。


    「なごみますわ～♪」


    　深山は表情をゆるめ、はふぅ～と満まん悦えつのため息を洩もらした。


    「眼がん福ぷくですわ♪　目の保養ですわ♪　命の洗せん濯たくですわ♪」


    　きゃいきゃいとはしゃぐ。


    　いつもは不機嫌そうな表情を崩さない深み山やまが、深海魚の群れを眺めて相そう好ごうを崩くずしている。ふだんの傲ごう慢まんな態度とは打って変わったごきげんぶり。


    　こいつの中では『お魚[image: ]人間』って格づけなのか？


    　笑った顔は普通にかわいいじゃん……と一瞬思いかけたが、そんなぬるいこと考えちゃダメなんだ！　今日の目的を忘れちゃいけない。一応奥の手を用意してあるとはいえ、できれば自然な流れでラブコメ的イベントを引き起こしたい。


    「どっちかというと不気味に見えるけど」


    「このキュートさがわかりませんの？」


    「まあ蓼たで食う虫も好きずきって言うしな」


    　話していると、視界にぬッと現れる巨大な黒い影。


    　海中を一匹のサメがこちらに近づいてきた。めちゃ凶暴そうな顔つき。しかもこのサメ、胴体に『吉き良ら亜あ娑しや悪あく』って文字が入ってるんだが。コードネームか何かか？　しかしなにゆえ暴走族表記。


    「サメまでいるのかよ！　吉良亜娑悪って何だ！」


    「我が深山財ざい閥ばつで飼っておりますのよ。かわいい子ですわ♪」


    「見るからに人喰くいザメっぽいんだが？」


    「人聞きが悪いですわね。ごらんなさい、まわりのお魚さんたちとも楽しそうにたわむれてるではありませんこと」


    「たわむれてるんじゃなくて、どう見ても他の魚喰くってるだろアレ!?」


    　吉良亜娑悪は、おれたちの方に向かってガラス壁にガヅンガヅン体当たりをかましてきた。仕切り一枚隔へだてた間近で暴れまわるサメの姿は、さながら冥めい府ふからの使者といった趣おもむきだが、深山はこれっぽっちも怯おびえる様子がない。


    「大迫力ですわ～♪」


    「のんきすぎるだろ！　おれたちを狙ねらってるんじゃないかこのサメ!?」


    「なついているのですわ♪　この子は属性が善ＧＯＯＤなので心配ありませんの」


    「いやキラーシャークのどこが善良なんだ!?　割れねーだろなこのガラス。ヒビでも入ったりしたら、サメに喰われる以前に水圧でお陀だ仏ぶつだぞ」


    「深山財閥の科学力は世界一！　いかなる衝撃にも耐えられるよう設計されておりますのよ」


    　そんな会話を交わしつつ通路を歩いていくと、途中にたこ焼きの屋台が出ていた。時計を見てみると、ちょうどお昼前だ。おれは屋台を指差して、


    「深山、腹減ってないか？」


    「そんな貧ひん相そうな食べ物、私の口に合うはずもありませんけど、あなたがどうしてもと言うならつきあってあげなくもないですわ」


    　支払いのためにカードを取りだそうとする深み山やまを、おれは止めて、


    「待て、おれが奢おごるよ」


    「あら、あなたにそんな気の利きいた真ま似ねができて？　今日の権利を獲得するために手持ちのポイントを使い果たしてしまったのではなくて？」


    「たしかにほとんど残ってないけど、これくらいなら買える。おれが出すよ」


    　おれをバカにしきった深山の口調にムカつきながらも、なけなしのポイントをはたいてたこ焼きを二箱購入した。深山は受けとった箱を開くと、さもめずらしげに覗のぞきこむ。


    「これがたこ焼きですの……？」


    「ひょっとして深山、たこ焼き食べるの初めてなのか？」


    「ええ。てっきりタコをまるごと焼いたものかと思ってましたわ」


    「焼きイカじゃないんだから。いいから食べてみなって」


    　たこ焼きを爪つま楊よう枝じで突き刺し、口に運ぶ。


    「どうだ、美う味まいだろ」


    「ふ、ふん……私に食べてもらえるんですもの、これくらいの味当然ですわ」


    　深山は目を丸くしながらも、いかにも負け惜しみっぽい感じで言った。素直に認めないやつだな。


    　ガラスの向こうを、巨大なオクトパスがぬらあっと横切っていく。泳いでるタコ見ながらたこ焼き食うってどうなんだ。


    　深山はよほどたこ焼きが気に入ったらしく、やめられない止まらないといった様子で手を動かし、あッという間に平らげてしまった。おれはまだ半分以上残った自分の箱を差しだすと、


    「深山、良かったらおれのも食うか？」


    「えぇっ、本当に!?　よろしいんですの？」


    　深山はパッと顔を輝かせかけたが、次の瞬間には欲望を自制心で抑えつけ、


    「……っ、あなたなどの施ほどこしは受けませんわ！」


    「そうか、なら自分で食うよ」


    　おれがたこ焼きを食べようとすると、口くち惜おしげに見つめてくる。


    「欲しいなら素直に言えよ？」


    「べ、べつに欲しくなどありません……」


    　深山は慌あわてて目を逸そらし、絶対に認めまいという態度だ。


    「ちょっと待て、今のはツンデレ行為に該当しないのか？　以前、クラスメイトが似たような状況で捕まったんだけど」


    「今のは……あなたではなくそのたこ焼きに話しかけたのですわ！　ですから何の問題もありません！」


    「ぬけぬけと都合のいい逃げ口こう上じようぬかしやがって……！　ウルトラセルフィッシュって名の新種の魚かおまえは!?」


    「そんなお魚聞いたことありませんの」


    「おまえに似た生態でな、和名〈チョージコチューギョ〉っつーんだよ」


    「でしたらさぞかし優美な泳ぎ方なのでしょうね、一度見てみたいものですわ。今度、黒服に命じて取り寄せさせましょう」


    　くそ、皮肉が通じねえ……。


    　しばらく過ごしてから、おれたちは水族館を後にして再び地上に出た。


    　午後になって、ショッピングモールの中にある映画館に入った。


    　ホラーなら深み山やまも怖がって抱きついてくるなんてイベントが発生するんじゃないか？　という期待を抱いだいてたんだが。


    『死し霊りようの阿あ波わ踊り』なる珍妙なタイトルの映画は、ホラーというよりほとんどギャグにしか思えなかった。満月の夜に墓場から甦よみがえっては壮大な阿波踊りを繰り広げる死者たちの姿に、観客たちは笑いを禁じえない。一番前の席で、担任の南な無ま猫ねこ亭てい先生が爆笑していた。


    　うまくラブコメ的イベントを引き出せないままに、時間ばかりが過ぎていく。深山の守りは鉄壁！　一ひと筋すじ縄なわではいきそうになかった。


    　映画館を出る頃には、すでに時刻は三時をまわっていた。


    　残り時間は二時間ほどか……。

  


  [image: ]


  
    　おれは深み山やまをパレード見物に誘うことにした。創立記念日の今日、吹すい奏そう楽がく部を中心とした大がかりなパレードが行われていた。学園の敷地内をねり歩く音楽隊を見ようと、大勢の生徒たちが詰めかけている。いろんな屋台まで出てて、ちょっとしたお祭り気分だ。


    「せっかくだからパレード見てかないか」


    「あなたにしては気の利きいた提案ですわね」


    　にぎやかな旋せん律りつを響かせながら行進するパレード。その進路のまわりを、たくさんの生徒たちが取り巻いている。人が多すぎてパレードが見えない。


    「じゃあ行くぞ！」


    「きゃっ──!?」


    　小さな悲鳴を上げる深山を伴って、群衆の間に突入した。


    　人がゴミのようといった感じの混雑ぶり。ひしめく人々の隙すき間まを通りぬけるのは至し難なんの業わざと言える。


    　たむろする生徒たちに接触しそうになるのを、深山はドット単位の精密な動きで避けていく。もう少しのところで男子生徒とぶつかりかけたが、深山は持っていたハンドバッグを振りまわして一撃喰くらわせ巧妙に回避した。結局誰とも接触することなく、突っ切って人混みの向こう側に出た。これで黒服の尾行をまけただろうか。


    「はぁ、はぁ……私にこんな運動させるなんて……」


    　息を切らし気味の深山は、恨うらみがましげな視線でおれを見上げてくる。


    「疲れたか？　なら、あそこに入って休憩しよう」


    　そう提案して、喫茶『吉きち [image: ]サーテイーン 』に入った。


    　店内は混みあっていたが、店員は深山の姿を認めるとすぐに窓際の席を用意した。案内されるまま、おれたちは一番見晴らしのいい席に着く。


    　椅い子すに腰かけると、深山は大きく息を吐いた。


    「ふぅ……ようやくひと息つけますわね」


    「歩きまわらせて悪かったな」


    「まったくですの。とはいえ、先ほどはたこ焼きを奢おごってもらったので、こちらの支払いは私に任せてくださって結構ですわ」


    　ウェイトレスが注文をとりに来ると、おれは百も舌ずバーガーとコーヒーを、深山は赤ふぐと紅茶を注文した。


    「変な組み合わせだな？　なんで喫茶店に赤ふぐなんてあるんだ？」


    　赤ふぐとは、ふぐの身を練りこんだ餅もちを餡あんでくるんだ有名な和菓子だが、他のメニューは洋風のものばかりだ。もっとワッフルとかマドレーヌとか、紅茶に合いそうなスイーツはいくらでもあるだろうに、なにゆえ赤ふぐ。


    「赤ふぐには紅茶、常識ではありませんの」


    「そんな常識、初めて聞いたぞ」


    「無知ですわ！　浅せん学がくですわ！　愚ぐ鈍どんですわ！」


    　己おのれの常識をミジンコほども疑っていない深み山やまは、運ばれてきた赤ふぐをナイフとフォークで食べはじめた。優雅なしぐさで切りわけて頰ほおばり、満面の笑みを浮かべる。


    「やはり赤ふぐは最高ですわ♪」


    　またごきげんモード発動か。お魚と赤ふぐがこいつのウィークポイントみたいだな。


    「変わった食い方するんだな？」


    「これ以外にどんな食べ方があると言うんですの」


    「以前テレビで見たのだと、木のヘラみたいなの使ってたけど。てかおれ、赤ふぐってまだ食ったことないし」


    　おれが白状すると、深山は嘆なげかわしいという顔をした。


    「赤ふぐを食べたことがないなんて、あなた人生の十割損してますわよ」


    「おれの人生ナッシングってことか!?」


    「転てん生せいしてもう一度最初からやり直した方が良いのではありませんこと？」


    　鼻で笑われた。まったく、人の気を逆さか撫なでることにかけては天才的な女だ。ここまで言われては、さすがにおれもイラついてくる。


    「てか、おまえだってたこ焼き食べたことなかったんだろ？　人のこと言えないだろが」


    「たこ焼きと赤ふぐでは格が違いますわ。赤ふぐこそ、食品界の頂点に君くん臨りんする女王！」


    「はぁン、たいそうな言い方しても、たかが和菓子。甘いだけだろ？」


    　売り言葉に買い言葉で言い返すと、深山はカチンときた様子で、


    「赤ふぐの味を知らないなんて、憐あわれな男ですわ。仕方ないですわね……ひと切れ分けてあげますから、赤ふぐの美お味いしさにひれ伏すがいいですの」


    　赤ふぐの端をナイフで切りとると、おれの皿に落とした。そこまで言うからにはどんな味なのかと、おれは期待に胸ふくらませる。


    「待ちなさい！　それを食べるなんてとんでもないですの！」


    「はあ？　おまえがくれるって言ったんじゃないか。またいやがらせか？」


    「だって、そ、それを食べたら……キ、キキキ……」


    「なに変な笑い方してるんだ？」


    「笑っているのではありません！」


    　バン！　と深山はテーブルを激しく叩たたいた。


    「間接キ……スに、なってしまうではありませんの」


    「あ、お、……」


    　なるほど、深山の使っていたフォークで切りとった赤ふぐを食べたとなれば、それは立派な間接キス！　しかも、まぎれもなく深山の方から勧めてきたものだ。


    　もう少しだったのに、惜しいところだった。おれは内心で舌打ちする。


    「なに残念そうな顔してますの！　この破は廉れん恥ち漢かん！」


    「いや、残念だなんてこれっぽっちも思ってねーから」


    　おれが即座に否定すると、それはそれで深み山やまの癇かんに障さわったらしく、さらに不機嫌そうな表情になる。


    「まったく、いまいましい男ですわね……！」


    　深山はウェイトレスを呼びつけると新しいフォークを持ってこさせ、赤ふぐを切り分けた。野良犬に餌えさでも与えるかのごとき態度で、おれの皿にポイと落とす。


    「この私が恵んであげるのですから、感動に打ち震えながら味わうがいいですの！」


    　何様のつもりだこいつは……。


    　ため息をついて、おれは赤ふぐの欠片かけらを口に放りこんだ。


    「むっ──！」


    　想像を遙はるかに上まわる味が口の中に広がった。ふぐの身を練りこんだ餅もちのすばらしい風味。包みこむ餡あんの甘さは上品で、全然しつこくない。計算され尽くした絶妙のバランス。


    「どうですの？」


    「う……く、悔しいが、ンまい……ンまいぞ！」


    　深山の思おも惑わくにはまるのはシャクだけど、この味には敬意を払わざるをえない。おれの返事を聞いて、深山は勝ち誇った表情を浮かべた。


    「当然ですわ。これであなたも一歩人間に近づいたようですわね」


    「おれは今まで何だったんだ!?」


    　深山は顎あごに手を当ててちょっと考えこみ、


    「そうですわね……エチゼンクラゲあたりがふさわしいのではないかしら」


    「陸上生物ですらないのかよ！　真剣に考えてソレってひどすぎるだろ！」


    「これでもあなたには過分な評価ですのよ。クラゲもなかなかかわいらしいですわ」


    「む……」


    「か、かわいらしいのはクラゲですからね！　あなたのことではありませんの！」


    　そうごまかしてから、深山は再び満足げに赤ふぐを食べつづける。嬉うれしそうに和菓子を食べてる姿は、普通の女の子みたいだ。


    　おれはコーヒーを飲みながら、目の前に座る深山を眺めた。


    　今までの仕打ちが仕打ちだったので憎らしい女としか思ってなかったけど、こうしてあらためて間近で見るとかなりかわいい。さっきから周囲の客が時折こちらをうかがって何やら噂うわさ話をしてるみたいだが、ひょっとしてあれは羨せん望ぼうのまなざしか。


    　──よく考えたら今、この子とデートしてるんだよな。


    　デート……生まれて初めての。


    　なんだかソワソワと落ち着かない気分になってくる。


    　なんでこんな時に意識してるんだおれ……。


    　これは蛍ほたる火びを懲ちよう罰ばつ房ぼうから救いだすためであって、それ以外の不純な動機なんて全然ないんだから。目的のためと割りきって、浮うわついた気持ちになんかなっちゃいけないんだ。デートっていったって、全然嬉うれしくなんてないんだからな……！


    　おれの態度の変化に気づいたのか、深み山やまは急に厳しい顔つきになって、


    「あなた、いま私を視し姦かんしてましたわね！」


    「──ヴほっ!!」


    　おれは飲みかけていたコーヒーを勢い良く吹きだした。


    「ただ見てただけだろ！　言いがかりつけるなよ」


    　激しく咳せきこみながら反論する。


    「その視線がすでに犯罪的なのですわ！　両目を潰つぶしておしまいなさい！」


    「無茶言うなよ！」


    「あなたの評判は聞いてますわよ。その、き……鬼き畜ちく皇おう子じなどと呼ばれているのでしょう？」


    「あー……」


    　ものすごい脱力感に襲われて、おれは天を仰あおいだ。


    「てか、そのあだ名も元はといえばおまえのせいだよ！」


    「言うに事欠いて、なんという暴言ですの！」


    「おれ、入学初日に懲罰房送りになっただろ。その間におかしな噂うわさが飛び交って、知らないとこで勝手に変なあだ名つけられてたんだよ」


    「ああ、あの事件……よく覚えています。入学式が始まる前に校則違反を犯すなんて、どんな極ごく悪あくな生徒かと思いましたわ。それ以降も、あなたの周囲では何かと問題が多いようでしたし。〈ですのノート〉の中でも、第一級の要注意人物として記してありますの」


    「まるで指名手配犯扱いだな」


    「けれどまあ、そのわりに今日一日、想像していたよりは紳士的にふるまってくれたので安心しました」


    「そいつはコーエーの至れり尽くせり」


    　棒読み気味に適当なあいづちを打つ。


    「ただ、ひとつ疑問がありますの。どうして私を一日デートの相手に指名しましたの？」


    「う……」


    　クリティカルなポイントを突かれて、おれは返答に詰まった。


    「それは……だな、……あれだ……ハハ……言っちゃっていいのかな……」


    　言葉を濁にごしつつ、必死で口実を考える。おれのピンク色の脳細胞をフル稼働させれば、これしきの難関切りぬけられるはず！


    「じれったいですわね」


    「……気になったからだよ」


    「え……？」


    「ひと目見た時から、おまえのことが気になってたからだよ!!　悪いか！」


    　ヤケになって、おれは心にもないことを叫んでいた。


    「そ、そうだったんですの……」


    　この答えはさすがに深み山やまも予想してなかったらしく、戸惑いに視線を逸そらした。


    「それならそうと……最初から言ってくだされば良いではありませんの……」


    「気になっただけだからな、それ以上の感情はないからな、従ってラブコメじゃねえからな」


    「私のことを考えるあまり夜も眠れないというわけですのね？　……けれど急にそんなことを言われても、心の準備というものが……」


    　深山のやつ、めちゃＤＯＧＩ☆ＭＡＧＩしてるぞ。


    　なんとかごまかせそうだな、結果オーライだ。今度はこちらから質問を振って話題を変えよう。


    「てかさ、ラブコメ禁止って校則、生徒会長が決めたんだろ？　一体なんでまたあんな規則考えついたんだ？」


    「どうしてって……」


    「だって変じゃないか。日本中探したって、こんな校則この学校だけだろ」


    「それは──」


    　深山は口ごもり、ためらうように自分の膝ひざ頭がしらに視線を落とす。


    　そして再び顔を上げると、深山は指を鳴らしてウェイトレスを呼び、紅茶のお代わりを命じた。運ばれてきた紅茶をひと啜すすりしてから、ポツリと言った。


    「……私だって、元々ラブコメが嫌いだったわけではありません」


    「えっ？」


    「小さい頃は、私もよく読んだものですわ……『ほらドラ！』はもちろん、『虎とら無ぶ竜りゆ』『硯すずり屋やパンピーの躁そう鬱うつ』『ラブ雛ひな見み沢ざわ』『ＷＩＴＣＨウイツチ　ＧＯゴー　１００％』……」


    　懐なつかしそうな口ぶりで、ラブコメの名作群が列挙される。


    　ラブコメを目の敵かたきのごとく忌いみ嫌っている深山に、そんな一面があったなんて。意外な事実に、おれは啞あ然ぜんとさせられた。


    「ずいぶん詳しいじゃないか。てか、好みがおれと結構かぶってるんだが……。でも、じゃあなんで？　ラブコメを禁じようなんて思ったんだ」


    「私のお祖じ父い様さま……深山真しん斎さいのことはご存じ？」


    「いや」


    「この学園の創設者でもあるお祖父様は、一代で深山財ざい閥ばつを築きあげた方ですの。私が幼い頃に亡くなってしまいましたけど……立派な方でした。私が生まれるよりずっと前まで遡さかのぼりますが、若い頃のお祖じ父い様さまは仕事に打ちこむあまり、色恋の沙さ汰たにはまったく興味を示さなかったそうですわ。お祖ば母あ様さまを妻に迎えたのも、なかば政略結婚だったと聞いています」


    　深み山やまは声の調子を落とした。


    「ところがある日、お祖父様は出会ってしまったのです。あの──『初恋地獄変』と」


    「『初恋地獄変』と？」


    「元々、極少部数しか出版されていなかった本で、その頃にはもはや現存していないと噂うわさされていたそうですね。ところが、どこで見つけたのか、ある日お祖父様はその『初恋地獄変』を自宅へ持ち帰ってきたのです。それからというもの、お祖父様はラブコメに強く惹ひかれ、次第に現実とラブコメの区別がつかなくなってしまいましたの」


    　現実とラブコメの──それは、おれと変わらないんじゃないか。


    　おれも、ラブコメだけを心の拠より所として生きてきた人間だ。だから、深山の祖父さんの話にはたやすく共感できる。


    「ラブコメの虜とりことなったお祖父様は、深山財ざい閥ばつ会長としての地位を退き、隠いん遁とん生活に入りました。書斎に閉じこもって世に氾はん濫らんするラブコメを買い集め、読みあさり……。私がラブコメを読みはじめたのも、お祖父様の影響でしたわ。なのになぜか、ある時期から、お祖父様はラブコメを激しく憎むようになって……最終的に自宅に火を放ち、燃えさかる炎の中にみずからとどまって亡くなったのです。厖ぼう大だいなラブコメのコレクションとともに……」


    「な──なんて壮絶な最さい期ご！」


    　深山は哀かなしそうに首を振った。


    「私が愛読していた『ほらドラ！』も『虎とら無ぶ竜りゆ』も『ＷＩＴＣＨウイツチ　ＧＯゴー　１００％』も、すべて燃えてしまった……。その時ただ一冊焼け残ったのが、『初恋地獄変』でしたの。炎に包まれて姿が見えなくなる直前、お祖父様はこう叫んだのですわ──『この世からラブコメを廃絶すべし』と……」


    「ラブコメを廃絶すべし……それでか。おまえは祖父さんの意志を継いで、自分が理事長になったこの学園でラブコメを禁止したってわけなのか？」


    「簡単に言うとそういうことですわ。そして常にその戒いましめを忘れないよう、唯一の形かた見みである『初恋地獄変』を理事長室に飾ってあるのです。言ってみれば、お祖父様はラブコメのために一生を棒に振ったようなもの……ラブコメの犠牲者ですわ！」


    　深山の話を聞いて、おれは大きくため息をついた。


    　ラブコメが原因で正気を失ってしまったなんて、悲惨きわまりない話だった。冗談ではなく、深山の祖父さんはラブコメと心しん中じゆうしたのだ。だとしても、おれは深山の言い分を認めることはできなかった。


    「たしかに祖父さんのことは気の毒だよ。けどな、おれはそんな後ろ向きな考え方はしたくない。ラブコメ自体に罪があるわけじゃないだろ」


    　だって、


    「逆におれは、ラブコメに命を救われたんだ」


    「え……？」


    「以前、雪山で遭そう難なんしたことがあってな……その時に、一冊のラブコメを持ちあわせてたおかげで助かったんだ。それ以来ずっと、ラブコメを心の支えにしてきた。ラブコメこそ、おれにとっての希望だった」


    「でも……そうやってラブコメを愛好したところで、結局は実体のない幻まぼろし──ただ虚むなしい希望にすがるだけで、何の益にもなりませんわ」


    「仮にそうだとしてもだ、おれはそれが無駄なことだなんて思わない。おまえの祖じ父いさんの最期は、たしかに悲劇だったんだろう。でもその人の一生が幸せだったか不幸だったかなんて、他人の目から見て決められることじゃない。案外、本人にとっては悪くない一生だったかもしれないだろ。だから……おまえがほんとに祖父さんのことを好きだったんなら、その生き方を認めてやれよ」


    「いいえ、それは話が別……。ラブコメこそ諸悪の根源！　原初の大罪ですわ！」


    　深み山やまは、かたくなに譲ゆずろうとしなかった。


    「そこまで言うかよ」


    「ラブコメなどという誘惑に心を乱されて人生を台無しにするなんて、そんなの……愚かすぎますわ！」


    　語調を強くし、深山は大きく頭を振った。


    「それでは、あまりに……報むくわれないではありませんの」


    　そして再びうつむいてしまった。肩が小刻みに震えていた。こいつも、祖父さんの遺言という過去に縛しばられているだけで、見方によっては犠牲者と言えるのかもしれない。


    　可哀かわい想そうという気持ちが少しだけ胸をよぎったけど、同情に流されちゃいけない。心を鬼にしなければ。そうでなければ蛍ほたる火びを救いだせない。蛍火だけじゃない、捕まって懲ちよう罰ばつ房ぼう送りになった生徒たちみんなの無念を、おれは背負ってるんだ。


    　おれはチラリと時計に視線をやった。もうすぐ五時になる。一日デート終了の時刻も近い。迷っている暇ひまはなかった。こうなったら奥の手を使うしかないか。


    　お互い黙り込んだまま、おれたちは窓の外を眺めていた。パレードが静かになっていき、祭りの終わりを告げる。


    　時計の針が五時を指すと同時に、


    



    　ギョイイイイイイイイィイイイイ────────ン！！


    



    　窓の外でエレキギターの轟ごう音おんが鳴り響いた。


    「なっ、ななな、な何事ですの……？」


    　突然の出来事に驚いた深み山やまは、勢いよく立ちあがった。窓に寄って外の様子をうかがう。


    「爆弾テロならぬ爆音テロかもな」


    　事情を知っていながら、おれは素知らぬ顔でうそぶいた。


    　前もって唐から津つ田だに、スウェーデンのヒップホップユニットの新しん譜ぷと偽いつわってこのＣＤを渡し、校内放送で流させたのだ。音おと無なしがセレクトしてくれたやつだから、半はん端ぱなく強烈な曲だ。唐津田は、「スウェーデン産ヒップホップなんてさすが鬼き畜ちく皇おう子じ、通つうなんスねぇ！」と感心したふうな口ぶりで、疑うことを知らなかった。


    　──バカでありがとう！


    　心の中で、放送室の唐津田へ向けて敬礼する。


    　そしておれは、ポケットから白い錠じよう剤ざいをひとつ取りだした。ポイントを借りた後に早さ乙おと女めに頼んで用意してもらったものだ。


    「テロですって！　芙ふ蓉よう学園の鉄の掟おきてに逆らう者は死罪ですわ！」


    　深山が怪音に気をとられている隙すきに、おれは彼女が飲んでいた紅茶のカップに錠剤を落としこんだ。搔かき混ぜるまでもなくたちまち紅茶に溶けこみ、異物が混入されたと気づかれる恐れはない。三十秒ほどで音楽はブツリと切れた。


    　騒ぎがおさまったのを見て、深山は再び椅い子すに腰を下ろした。


    「悪戯いたずらかしら……監視官が取り押さえたようですわね」


    　呟つぶやきつつ、気を取り直して紅茶に口をつける。


    「まったく、規律を守れない輩やからは始末に負えませんわ！　もってのほかですわ！　言ごん語ご道どう断だんですわ！」


    「だから人格矯きよう正せいプログラムなんてことまでやってるのか？」


    「あら、ご存じですの？」


    「クラスメイトの唐津田から聞いた。懲ちよう罰ばつ房ぼうに入ってる間にいろいろされたってな」


    「ああ、あの『ほらドラ！』を隠し持っていた……」


    　深山は納得した表情になって、紅茶のカップを置いた。テーブルに肘ひじをつき、組んだ両手の上に顎あごを載のせる。


    「以前とは見違えるようになったでしょう？　あれこそが生徒の本来あるべき姿ですわ」


    　己おのれの絶対を信じきった笑み。


    　これからおれは、この笑顔を崩す。完かん膚ぷ無きまでに破壊してやる。


    「ところで──」


    　おれはゆっくりと口を開いた。


    「さっき飲んだ紅茶、変わった味がしなかったか？」


    「……？」


    　深み山やまは不思議そうな顔をした。それから口元に手を当て、かすかに眉まゆをしかめた。


    「そう……、少しだけ苦かったような……」


    「だろうな。おれが薬を入れたから」


    「薬？　どういうことですの」


    　差しこんだ疑念に、眉まゆの角度が鋭くなる。


    　おれは深山の前に置かれたカップを指差して、


    「さっきヘヴィメタが流れた時、外に気をとられたろ。その隙すきに、おまえの紅茶に薬を混ぜておいたんだ」


    「な……」


    「早さ乙おと女めが開発した特殊な毒薬〈ポックリオヤスミール〉をな」


    「────っ!?」


    　一瞬にして深山の表情が凍りついた。


    「そんなの……噓うそですわ！」


    　深山はやみくもに否定しようとする。が、指先が震えていた。


    「噓だと思うか？　ホラ、さむけがして体が震えてきたんじゃないか？」


    　深山の顔からサ──ッと血の気が引いていく。小刻みな震えは、指先から腕へ、そして全身へとつたわっていった。体調の異変はおれの目から見ても明らかだった。


    「早乙女と知り合いなんだろ？　なら、やつがどんなに天才か知ってるはずだよな。おれが頼んだ通りの代しろ物ものを、造ぞう作さもなく作ってくれたよ。〈ポックリオヤスミール〉を飲んだ人間は、十分と経たたないうちに毒が全身にまわって死に至るはずだ。死を免まぬがれる方法は、ただひとつ──」


    　その効果に満足しつつ、おれはポケットから別の薬のカプセルを取りだした。


    「──この解げ毒どく剤〈イチコロリン〉だけだ」


    　これも、同じく早乙女に作ってもらったもの。


    　小さなカプセルを目の前にかざして、深山に見せつける。充分に印象づけた上で、おれはその解毒剤を自分の口に放りこんだ。


    「何をしてるんですの！」


    「見ての通り、おれは薬を口に入れただけ……それだけだ。べつにおかしなことは何もしちゃいないだろ」


    「……っ！」


    「おかしなことは、今からおまえがするんだ。おまえは、おれから口移しで解毒剤を受けとるしかないんだよ」


    「そんなこと──できるわけありませんわ！」


    　深み山やまは激げつ昂こうしてテーブルを強く叩たたいた。大きな音が立ち、周囲の客がこちらに注目する。


    　相手の焦燥を煽あおるために、おれはあえて落ち着いた口調で、


    「いいや、できるさ。おまえが助かる方法はそれしかないんだから。〈ポックリオヤスミール〉は早さ乙おと女め特製の毒だ、この解げ毒どく剤以外では消せないんだとさ」


    「だって、そんなことしたら……、キ、キ……」


    　キスすることになってしまう。


    　そう。


    　深山の飲み物に一いつ服ぷく盛り、解毒剤を口実にして深山の方からキスするよう仕向ける──それこそ、おれが狙ねらった作戦だった。そのために早乙女に薬を用意してもらい、深山を喫茶店に誘い、唐から津つ田だに爆音を流させて隙すきを作った。


    「ああ、大変な校則違反だな。でも仕方ないよな、命には代えられないだろ？」


    「なぜですの……」


    　深山は顔を伏せた。


    「……一体何のために、こんなこと」


    　吐き捨てるように問いかけてくる。


    　ようやく要求を突きつける時が来た。おれは用意していた台詞せりふを口にした。


    「恩おん赦しやを出してほしい」


    「恩赦？」


    「ああ、こともあろうに芙ふ蓉よう学園生徒会長であるおまえが公衆の面前でキスするなんて、生徒会の面目丸まる潰つぶれだろ。恩赦を出して、いま懲ちよう罰ばつ房ぼうに入れられてるやつらをみんな解放してほしいんだ」


    　その言葉で、深山もやっとおれの目的を理解したみたいだった。


    「蛍ほたる火びさんのため、というわけですの？　蛍火さんを懲罰房から出すために、こんな真ま似ね……」


    「まあな。苦労したよ、ない知恵絞ってな……ようやくここまで漕こぎつけた」


    「自分のしてることがわかってますの？　あなたの言うことが本当なら、立派な殺人未遂ですわよ！」


    　たしかに、深山の言う通りだ。


    　ラブコメか死か──


    　おれが深山に突きつけているのは、そんな選択だった。


    「ああ、こんな状況に陥おとしいれて脅きよう迫はくまがいのことするなんて卑ひ劣れつきわまりない手段だってのは、言われるまでもなくわかってるさ。でも──」


    　おれはためらうことなく言葉を続けた。


    「──おまえと同じだよ」


    「えっ……？」


    　不意を突かれ、深み山やまは毒気を抜かれてキョトンとした。


    「同じって、何のことですの」


    「この学園のことさ。親しく会話を交わしたり、手を握ったり、胸キュンしたり……その程度の自由さえ許されないなんて、死んでるのと同じようなもんじゃないか。おまえが今まで校則の名の下もとにやってきたのはそういうことだ。大勢の生徒の生き甲が斐いを奪ってきたんだよ！」


    「何を大げさな」


    「大げさなんかじゃない。何よりおれにとっては、ラブコメこそが生きる目的だったんだからな。だからおれは、おまえがおれたちから奪ったものを──奪ってきたものを、返してもらうんだ！」


    「…………」


    　深山は唇くちびるを嚙かみしめた。


    　テーブルを挟はさんで、おれたちは睨にらみあった。深山の厳しい視線は、おれの顔に据すえられて動かない。その瞳ひとみには、どこか葛かつ藤とうの色も混じっていた。


    　おれの言ったことが、少しは届いてくれたんだろうか。そう願いたい。


    「でも……けれど……この私がそんな破は廉れん恥ちな真ま似ね……」


    　するわけにはいかない──そう続けたいのだろう。


    　全身を襲おそう震えを必死でこらえている様子だが、薬の作用で深山の顔色はますます悪くなっていく。額ひたいにふつふつと汗が浮きあがり、頰ほおをつたい落ちた。


    「いくら我慢したところで、時間稼かせぎにしかならないぜ。薬がまわりきるまで残り時間はあとわずか……まさか殺すまでのことはしないはずとタカをくくってるんじゃないだろうな？　もしそう考えてるなら大間違いだ。おれはラブコメに命を懸かけてきた！　そのラブコメを禁じようって言うのなら、おまえにも命を懸けてもらう」


    「……っ……」


    　深山の唇がかすかに動いた。


    「まったく……愚おろかすぎますわ……」


    　ほとんど聞きとれないくらいの小さな声で呟つぶやいてから、おれの方へ顔を寄せ、


    　そして──


    



    　深山の唇くちびるが、おれの唇に重なった。
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    　おれが起こした事件で、芙ふ蓉よう学園は一挙に混乱に陥おちいった。


    　深み山やま羽は織おりは生徒会長を辞任した。おれが深山に飲ませたのはもちろん毒薬なんかじゃなくて、一時間程度ちょっとした身体の異常を引き起こすだけの薬だったが、うまくブラフに引っかかってくれた。


    　現生徒会は解散されて、二週間後に行われる選挙であらためて役員が選ばれる予定らしい。


    　おれの計画通り、辞任前に深山が発した恩おん赦しやによって蛍ほたる火びは懲ちよう罰ばつ房ぼうから解放された。蛍火だけじゃない、懲罰房に囚とらわれていた生徒たち全員が外に出ることとなり──


    「──鬼き畜ちく皇おう子じ万ばん歳ざい!!」


    「嬉うれしくねえええぇッ！」


    　みんなから胴上げを受けて、そんな叫びを上げつつも、おれは満まん更ざらでもない気分だった。


    　ただ、同時にあの化け物みたいな仮面の女も解き放たれたってことなのか？　という一いち抹まつの不安は残ったが……。


    　早さ乙おと女めは相変わらず謎なぞの実験に余念がないし、音おと無なしは、今回の顚てん末まつをいずれ漫画に描くのだと言っている。


    　蛍火はイヤがったが、早乙女がこれも研究の一環だと言って強硬に説得した。おれは、早乙女からポイントを借り受けた際の契約がある以上、反対することもできなかった。それにしても音無が描くとなれば、一体どんな作品になることやら。


    



    　騒ぎがようやくひと段落つきかけた頃。


    　おれが放課後に地下室を訪れると、蛍火が一人でたたずんでいた。以前おれがプレゼントした『はむはむはむりん』のぬいぐるみを抱えてる。


    　おれの姿を見て、蛍火は腕に抱いたぬいぐるみを机の上に置いた。そしてひとつ咳せき払ばらいしてから、あらたまった口調で、


    「久く瀬ぜ……ちゃんと礼を言っていなかったな。なかなか二人きりになる機会がなかったから」


    「ああ、バタバタしてたもんな」


    「今回の件では手間をかけた、私なんかのために」


    　蛍火は深ぶかと頭を下げた。


    「いや、何つーか元々おれのせいだったし、それに……」


    　頭を搔かきながら、おれは言葉に迷っていたが、


    「おまえのためだからがんばれたんだよ」


    　と続けた。


    　蛍火は面めん喰くらったような表情になった。


    「たわけ、そんなこと軽々しく……」


    　叱しかりつけようとする蛍ほたる火びの声は、途中でしぼんでいって、


    「……だが、嬉うれしかった……ぞ……」


    　うつむきながら小さく言った。


    「や、音おと無なしや早さ乙おと女めにも手伝ってもらったしな？　礼を言うならあいつらにもな？」


    　そう応こたえながらも、蛍火の今の表情を独り占めしたいと思ってるおれがいた。


    「ああ、もちろんだ。みんな感謝している」


    「……これからどうなるのかな？」


    　照れくささを隠すために、おれはそんな質問を口にした。


    「これから？」


    「うん。今度、生徒会の再選挙だろ。そしたらこの学園、どう変わるのかなって」


    「そうだな。誰が選ばれるにせよ、今までよりはまともな学校になるだろう」


    「ああ、そう願いたいな。いや、なってくれないと困る。これまでの校則がおかしすぎたからな。……でも、そしたら早乙女の実験は？　これでおしまいなのか？」


    「まさか」


    　蛍火は『はむはむはむりん』の頭に片手を置くと、苦笑した。


    「早乙女は自分の研究のことしか頭にないやつだぞ。たとえどう変わったところで、大切な実験を途中で放りだしたりはしないだろう」


    「たしかに、そうかもな」


    「それに私も、中途半端で終わらせてもらいたくはないし。久く瀬ぜはどうだ？　こんな実験はもうこりごりか？」


    「いや……」


    　蛍火から問いかけられて、おれは部屋の中を見まわした。


    　早乙女に誘われて巻きこまれた、奇妙な恋愛実験。


    　時限爆弾も手て錠じようも脱衣麻マー雀ジヤンも『ら☆ぷらすの魔』も……やらされてる間は『こんなのラブコメじゃねえ！』って気持ちだったけど、いま振り返ってみると、すごくドキドキしたんだ。あんなに胸が弾はずんだ瞬間は初めてだった。


    　だからおれは──もっと続けてたいと思ったんだ。


    「おれも一度引き受けたことだからな？　責任ってものもあるからな？　勝手におしまいにされたら困るっていうか」


    「ん……、久瀬がそう言ってくれて良かった」


    　これからも、このままで……そう考えて、おれは少しホッとした。蛍火も同じ気持ちみたいだった。


    「おれ、蛍火につたえなくちゃいけないことがあったんだ」


    「ん？　何だ？」


    「あのさ、おれたちって『偶然』ばっかりだっただろ？　出会った時も、それにこの前の…………にしても……」


    「なるほど、そうかもしれないな」


    「だから、」


    「だから？」


    　蛍ほたる火びがうかがうような視線を送ってくる。そのまなざしに励まされて、おれは言葉を続けた。


    「だから、今度は偶然じゃなくて……」


    　おれの意思で──


    「……ん」


    　蛍火は小さく頷うなずいて、少しだけ顔を上向けた。


    　おれは両手を蛍火の肩にかるく添えて、顔を近づける。


    　うお、『ら☆ぷらすの魔』プレイ中より遙はるかに緊張するな……。


    「…………」


    「…………」


    　どちらからともない自然さで、二人の唇くちびるは重なっ──
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    「ずきゅううううううぅぅん……！」


    



    「はッ──!?」


    　背後から聞こえた、擬ぎ音おんを真ま似ねる音おと無なしの声。


    　振り返ると、早さ乙おと女めと音無が入り口の陰から頭だけ突きだして、興味津しん々しんといった表情でこちらをうかがっていた。


    「なぁッ──！　おまーら!?」


    「きゅんきゅん♪」


    　口ずさみながら身を揺する音無。懲ちよう罰ばつ房ぼうにいたハムスターが、音無になついてしまったらしく肩に載のっている。


    「擬音つけなくていいから！　いつからそこで見てたんだよ!?」


    「えっと、『早乙女はマジ理想の人格者だな、おれの全人生ささげたいくらいだ』あたりから？」


    「そんな台詞せりふはどこにも存在しねえ！」


    「ホントは『ああ、バタバタしてたもんな』から」


    「全部じゃねえか!!」


    「じぃ～～っくり鑑賞させてもらったよお？」


    　早乙女の答えに、おれはにわかに全身の血が沸ふつ騰とうするような感覚に襲おそわれた。激しい怒りが身を焦こがす。


    「さすがきちくおーじ！　おれたちにできないことをへーぜんとやってのけるっ」


    「そこにシビれる！　あこがれるゥ！」


    　おれの感情をさらに逆さか撫なでるように、音無と早乙女は口々に囃はやしたて冷やかしてくる。蛍ほたる火びの顔面が真っ赤に染まった。


    「ねぇねぇしじま、久く瀬ぜ君と桐きり香かは何をしてたの？」


    「ちゅっちゅしてた」


    「まぁ、若い人たちはおさかんだこと」


    「ひゅーひゅー」


    「舌入れた？」


    「だいたん」


    　二人の悪ノリはとどまるところを知らない。


    「な……な…………、な……」


    　蛍火が、わなわなと体を震わせた。


    「こ、の……たわけが────！」


    



    　そんなわけで、おれの奇妙なラブコメ的日常は今日も続いている──


    



    「──そうは問屋がおろしませんですの！」


    



    　綺き麗れいに終わろうとしたところで、甲かん高だかい叫びが割って入った。


    「え、あの声は……」


    　カツンカツンカツンカツン！


    　靴くつ音おとを響かせて廊下から姿を現したのは──やっぱり深み山やまだ！


    「深山!?」


    　呆あつ気けにとられたおれたちにかまわず、深山は室内に入ってくる。


    「なんでここに？」


    「やっ、ミャンマー」


    「やはり、あなたが一枚嚙かんでましたのね。薬の件だけではなく……」


    　早さ乙おと女めがなれなれしく声をかけると、深山は、腑ふに落ちたふうな口ぶりで言った。


    「この男が『一日デート権』に足るポイントを持ってきた時点でおかしいと思うべきでしたわ。あなたがこの男にポイントを提供したのですわね」


    「今さら文句つけられても遅いよ？」


    　早乙女はしれっとした顔で応こたえ、続けておれも、


    「そうだ、おまえもう生徒会長辞めたはずだろ。おれたちの活動に口をはさむことなんてできないはずだぞ」


    「そのことについては、今さらどうこう言うつもりはありません。今の私には、こちらの活動をやめさせる権限もありませんし……。今日こちらにうかがったのは、別の目的ですわ」


    「じゃあ何の用なんだ」


    　深山が次に発した台詞せりふは、その場にいた全員を驚きよう愕がくさせた。


    「深山家には、一度キスを交わした相手と結婚し終しゆう生せい添い遂げなければならないという家訓がありますの。ですから、不本意ながら──」


    　深山はおれを指差すと、


    



    「──久く瀬ぜ時とき雄お、あなたを私の許いいな嫁ずけに命じますの!!」


    



    「なん……だと……？」


    



    　部屋全体に、張りつめた空気がみなぎる。


    　蛍ほたる火びがおれに鋭い視線を向けてきた。


    「許嫁……？　久瀬はいつからこの女とそういう関係になったのだ？」


    「待てまてマテ。これには複雑な事情があってな？　話すと長くなるんだけど……てか、許いいな嫁ずけなんて話はおれも今初めて聞いたよ！」


    　誤解されてはたまらぬと弁解しようとするおれに、深み山やまは一方的に通告してくる。


    「知らなかったで済まされることではありません。家訓には逆らえないので……心して私の夫となるがいいですの！」


    「夫ぉっ!?」


    「何か問題でもあって？　あなたも、私のことをひと目見た時から気になっていたと言っていたではありませんの」


    「いッ!?　たしかに言いはしたけど、あれは──」


    　デートの時に苦しまぎれに口にしたあのひと言が、まさかこんな結果を招こうとは……！


    「ほう、それは実に興味深い話だな」


    　蛍ほたる火びの眼光が鋭さを増す。


    　しかも敵は深山だけではなく、思わぬ所に伏兵がひそんでいた。立ち尽くすおれの横から、音おと無なしがぴとりと体をくっつけてきたのだ。


    「ときおはわたさない」


    「はひィっ──!?」


    　なんでいきなり抱きつかれてるんだ。


    「ふたりはいっしんどーたい」


    　ぎゅ……と、音無はおれの腕にしがみついてくる。しかも肩に載のったハムスターまでおれに身をすり寄せてきた。


    「何をおっしゃる音無さん!?」


    「あいてむもきょーゆーされてる。ときおのものはしじまのもの」


    「ジＧャＯイ─アＤニＡズ主ム義！」


    　音無は、おれの腕を摑つかんだ手にもう少しだけ力をこめて、


    「すでにぱーてぃーへんせいはおわった。ときおといっしょにだんじょんにもぐる。ほかのぼうけんしゃはひつようない」


    「いつ酒場でパーティー組んだんだ？　てか二人だけのパーティーって根本的に問題あるだろ！　回復役いないと毒くらったら即全滅だよ！」


    「あのあつい血のたぎりがわすれられない」


    「懲ちよう罰ばつ房ぼうでも行って思う存分兎うさぎ狩ってくれよ！」


    　さらに追い討ちをかけるように、早さ乙おと女めがおれの空あいている側の腕を取った。


    「ダメよ、久く瀬ぜ君は私に一生の忠誠を誓ちかったんだからっ！」


    　──ますます話をヤヤコシクする気かこいつ！


    　音無と早乙女に両側から挟はさみこまれて身動きとれない状態になったおれ。前方からは、蛍火と深み山やまが厳しい視線で睨にらみつけてくる。


    　まさに絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい……四し面めん楚そ歌かとはこのことか！


    「一生なんて言った覚えないぞ!?」


    　おれが否定すると、早さ乙おと女めは、しな、と泣き崩れるフリをして、


    「ひどい……私の純真を弄もてあそんだのね……」


    「おまえには最初から純真なんてカケラもねーだろ！　だいたい、服従ってのはポイントの返済が終わるまでの約束だったよな？」


    　すると早乙女はコロリと態度を豹ひよう変へんさせた。細められた目が、ギラリと不気味に輝く。


    「クク……あれだけのポイント、返済できると本気で思ってるの？」


    「なに……？」


    　愉ゆ悦えつに歪ゆがめられた口元が底知れぬ企たくらみを想像させ、おれの胸に急激に不安が渦巻く。


    　早乙女は、ポケットから例の契約書を取りだして見せつけた。


    「考えてもみて、契約は十日で一割の複利。ポイント稼かせぎに奔ほん走そうしてる間に、利息がさらなる利息を生み……仮にそのまま一年も経たてば、借金は元の三〇倍にまでふくれあがる」


    「一年で……三〇倍？」


    「二年経てば九五〇倍」


    「払えるか!!」


    　あまりの法外な利率に、おれは愕がく然ぜんとした。


    　やすやすと返済できるものじゃないと覚悟してはいたけど、まさかそこまであくどい条件だとは……早乙女のやつを甘く見てた！


    　心が折れそうになったおれを見て、早乙女はいっそう愉快げに、


    「ようやく理解できたようね。久く瀬ぜ君にできるのは、雪だるま式に増えていく利息の一部を穴埋めするのがせいぜい……全額を返すなんて到とう底てい不可能。この先に待つのは終わることのない借金地獄よ！　一生私の奴ど隷れいとして働いてもらうんだから！（性的な意味で）」


    「てめー最初からそのつもりかっ!?」


    　しかも最後に何か変な言葉が聞こえた気がするんだが……。


    「私の夫となるべき相手を奴隷にさせるわけにはいきませんの！」


    　早乙女と真っ向から張り合う深山。


    　それまで茫ぼう然ぜんとして言葉を失っていた蛍ほたる火びも、震えながら呟つぶやく。


    「久瀬……どういうことか詳しく説明してもらえるかな……」


    



    　おれのラブコメ的日常は、もっともっと奇妙なことになりそうだ……。

  


  
    あとがき＆巻末おまけ番外編


    



    



    　転生して戻ってまいりました、一いち柳やなぎ凪なぎと申します。


    　この作品のタイトルが発表されてからというもの、友人に会うたびに「（アタマ）大丈夫？」と心配される日々ですが、まだ大丈夫です……たぶん。


    『ラブコメ禁止ですの！』がどんな作品かというと──ラブコメに命をかける主人公が、よりにもよってラブコメが禁止された学園に入ってしまったものだから、さあ大変！　というところから始まるドタバタを描いた物語です。


    　コメディです。


    　ラブもあります。


    　なのでラブコメ……になっているかどうかは、実際読んで確かめていただきたいところ。


    　今回はあとがきページをたくさん頂戴しまして、私の日常を書くとしてもゲームと漫画のことくらいしかネタがないので（ＰＳＰで『クーロンズゲート』が遊べる時代が来るとは！）、せっかくですから番外編ショートストーリーをお送りしたいと思います。


    　本編で主人公のクラスメイトとして登場する唐から津つ田だ少年の過去、世界各地のラブコメを求めてさまざまな土地を遍へん歴れきするお話。


    　本編の内容とはほとんど関係なく、独立して楽しめる形になっておりますので、気軽にお読みいただけると幸いです。


    



    



    


    


    唐から津つ田だＱきゆー太た郎ろうの冒ぼう険けん


    



    



    　　　第一話　チベットの秘境にラブコメを求めて


    



    「もう一週間、ラブコメを読んでない……」


    　固く冷たい土の上に横たわったまま、小しよう生せいは呟つぶやいた。


    　チベット北部にそびえる山脈の中でもひときわ傾けい斜しやの厳しい地域に分け入ってから、すでに一週間が経過していた。


    　所変われば品変わる、土地によってラブコメもさまざま。世界各国のラブコメを求めて小生は旅を続けているのだ。


    　いま訪れているのはチベット。


    　名高い仏教ラブコメ『恋こい仕し手て死し病やん愚ぐ璃り羅ら』がこの付近に隠されているらしいという噂うわさを聞きつけてやってきた小しよう生せいは、まるで聖地を訪ねる巡じゆん礼れい者しや。


    　意い気きごんで山へ登ったはいいものの、人家一いつ軒けん見当たらない有あり様さま。そもそも自然環境が厳しく、人が住むことなどほとんど不可能に思われる。


    　こんな寒々と荒れた土地の一体どこに、『恋仕手死病愚璃羅』があるというのか……？


    　食しよく糧りようも早々に尽つきて、ここ三日の間、飲まず食わずの状態だった。


    　ただでさえ酸さん素その薄い高地で頭がボーッとする上に、空腹と疲ひ労ろうで手足に力が入らず、立ちあがることさえままならない。


    　ああ……熱いバター茶（煮に出したお茶にバターと岩塩を溶かした飲み物。おいしい）をすすりたい……そしてツァンパ（麦の粉をバター茶で練ねった団子状の食べ物。おいしい）を口いっぱいに頰ほおばりたい……。


    「ラブコメ成分が不足してきた……」


    　体内のラブコメ成分が欠けつ乏ぼうすると、集中力の低下・激しい目め眩まいを招き、そのまま放置していると意識混こん濁だくに陥おちいるという。


    　今や小生も限界が近かった。


    「ああっあ、『迷い猫オーバーキル！』読みてえっスよお……」


    　パカッ、パカッ、パカッ……。


    　精せいも根こんも尽きた小生の耳に、何かの足音が聞こえてきた。


    　地面に這はいつくばった格好のまま顔を起こすと、前方からひとつの影が近づいてくるのが見える。


    　目を凝こらしてみると、それは一頭のヤク（チベット牛とも呼ばれる、全身を長い毛に覆われた牛の一種。おいしい）だった。


    　人っ子一人見かけない状況では、切せつ羽ぱ詰まってよこしまな欲望が頭をよぎってもいたしかたないところ。


    「もうヤクでも何でもいい……メスでさえあれば襲おそってしまいたい……それは禁断の恋……アニマルラブ！」


    　パカッ、パカッ、パカッ……。


    　こちらに近づいてくるに従ってヤクの姿が大きくなり、そうしてやっと気づいたのだが、ヤクの背には女の子が乗っているではないか！


    　ああ！


    　これは夢か幻か──


    　人里離れた山奥でこんなＣＨＡＲＭＩＮＧチヤーミングな美女と出会おうとは！


    　清せい楚そな中にもかすかに色香を漂ただよわせる容姿は、さながら地上に舞い降りた天使！


    　ＦＡＬＬＥＮフオールン　ＡＮＧＥＬエンジエル！


    　始まる恋の予感に胸が躍おどる。


    　女の子を乗せたヤクはどんどん近づいてくると、小しよう生せいの手前で立ち止ま──らず、小生の頭を思いきり踏んづけた。


    　メリッ……！


    「ひぎいいいぃッ!!」


    「こんな所で寝てるなんて、ヤクに踏み潰つぶされたいの!?　このボケナス！」


    　女の子は口にモモ（小麦粉の皮で具を包んで蒸むした、餃ぎよう子ざもしくは肉まんに似た食べ物。おいしい）をくわえたまま、可愛い顔に似合わず口汚く小生を罵ののしった。


    　──すでに踏まれた後なのですが……。


    　願わくば、ヤクよりこの子の足に踏まれたかった。できれば生足で。


    　可か愛わいい少女を見るや俄が然ぜん全身に力がみなぎってきて、小生は顔面の痛みをこらえつつ立ちあがった。


    「ここで出会ったのはきっと運命。小生と君の小指結ぶ赤い糸、ともに過ごす長い夜アラビアンナイト」


    「あんたバカぁ？　おととい来やがれ！」


    　小生は、少女が手に持っている肉まんの入った袋を指差して、


    「その肉まん、小生にもひとつおくれでないっスかぁ」


    「ウスノロに食わせる肉まんはないよ！　石ころでもかじってな！」


    　そんな冷たい台詞せりふを吐いて、少女は肉まんをもうひとつ頰ほおばった。肉まんは命の源だと言うし、可愛い女の子が肉まんを食べているさまは、なんとも心がなごむものだ。


    　不思議なもので、小生の胸の中では、こんな美少女に罵られることが徐々に快楽へと変わっていくのだった。


    「どうした、騒がしいぞ」


    　野太い男の声がして、少女の後ろから姿を現したのは、ひと目で高い地位にあるとわかる僧だった。少女はそちらへ振り返り、不満そうに頰をふくらませた。


    「だって、ウスラバカがこんな所に寝転んでるんだもん」


    　僧は小生をギロリと睨にらみつけて、


    「怪しき男……はたまた物ものの怪けのたぐいか」


    　僧の鋼はがねのような手に捕らえられ、小生は小さな寺院へと連れていかれた。


    



    「……左さ様ようであったか。モモが迷惑をおかけ致いたした」


    　小生がこれまでのいきさつを話すと、僧はうやうやしく頭を下げて詫わびた。


    　話してみると、僧は案外いい人だった。モモと呼ばれた少女（おそらく肉まんが好物なのでそう呼ばれているのだろう）の方は相変わらず心を開いてくれないものの……。


    　僧がふるまってくれたごちそうにありつきながら、小しよう生せいは、


    「なーに、こんなＰＲＥＴＴＹプリテイー　ＢＡＢＹベイビーに踏みつけられるなんて小生感かん無む量りよう、ＨＡＰＰＹハツピーが無量大たい数すうってもんっスよぉ」


    　と寛かん大だいなところをアピール。


    「見たところ、ずいぶんお疲れの様子。我わが輩はいがマッサージして進ぜよう」


    　心遣づかいはありがたいものの、ごつい男に体を揉もまれるなんて勘かん弁べん。


    　小生は、肉まんを頰ほおばっているモモの方に視線を送って、


    「どうせなら、肉まん娘に全身くまなくマッサージしてもらいたい所しよ存ぞん」


    「キモいこと言ってんじゃないわよ！　ゲゲゲのキモ太郎って呼んであげるわ！」


    　けんもほろろに断られ、結局、高僧に揉まれることになった小生。


    　節ふしくれだった指がツボを押すや、こわばっていた筋肉がたちどころにほぐれていく！　天にも昇のぼる快感！


    　こうして小生は、チベットにつたわるマッサージの秘ひ技ぎを伝でん授じゆされたのだった。


    　心身ともにすっかりリフレッシュした小生は、バター茶を飲みながら、ここに至るまでの波は瀾らん万ばん丈じようの冒ぼう険けんを語った。


    　モモは日本文化に興味があるらしく、いろいろと質問を投げかけてきた。


    「ニッポンでは、女の人はみんなゲイシャになるんでしょ？」


    「芸者なんて古い古い、若者の間じゃ男同士のゲイ者が大流行」


    「ニッポンでは、男の人はみんなニンジャになるんでしょ？」


    「忍者の主流は人間じゃなくて海亀でござる」


    「ニッポンでは、ハラキリって風習があるんでしょ？」


    「切腹なんて今どき流は行やんねっスよ。不始末しでかして責任とる時は、口にラブコメ本を詰めこんで窒ちつ息そく死するのがトレンド」


    　日本に対し誤った固定観念を抱いだいている相手に、ここぞとばかり真の日本文化を教え聞かせた。


    　モモはたいそう驚いた様子で目をパチクリさせて、


    「ニッポンて変わった国なのね……」


    「はははッ、黄金の国なんて呼ばれたのも今や昔、現代はラブコメの国ジパングっスよぉ」


    「そもそもあんた、なんでこんな所で行き倒れてたわけ？」


    　小生は、ラブコメ『恋こい仕し手て死し病やん愚ぐ璃り羅ら』を求めてこの地を訪れたむねをつたえた。


    「そのためにこんな山奥まで来たの!?　バカじゃないの？」


    　モモは呆あきれたという顔をするばかりだが、僧の方は急に真剣な表情に変わって、


    「左さ様よう……『恋仕手死病愚璃羅』はこの寺院内に保管されてあります」


    　──ああ、なんという幸運！


    　やはり小しよう生せいはラブコメの神に見守られているのでしょうか！


    「なんと、ここに小生の探し求めてた本があるんスか！」


    「否。その認識はその誤りと申さねばなりません」


    　ここに保管されているのに誤りとは、これいかに──？


    　禅問答のような返答に小生が首を傾かしげていると、


    「口で説明しても無む益えきなこと。あなたがこの地に辿たどりついたのも神のお導き。実物をご覧になれば理解できるでしょう」


    　そう言って僧は立ちあがり、建物の奥へと小生を導みちびいていった。モモもこの話は初耳だったらしく、不思議そうな顔をして一緒についてくる。


    　案内された部屋で小生が目にしたものは──


    　壁一面に描かれた、巨大な壁画であった。


    



    「これは──マンダラじゃあないっスかッ！」


    



    「いかにも。『恋こい仕し手て死し病やん愚ぐ璃り羅ら』とは書物ではない。壁に描かれたこの図の中に、一組の男女の出会いから波乱に満ちた恋が成じよう就じゆするまでの物語が記されてあるのです」


    　壁へき画がを前に立ち尽くす小生に、僧が説明した。


    　なんと──名高き仏教ラブコメの正体はマンダラ（幾き何か学がく模も様ようやシンボルを組みあわせてこの世の真理を表わした、とてもありがたい図。おいしくない）だった！　


    　何十もの方形と円を配置した図形にまぎれて、男女の姿が描かれている。たった一枚の壁画の中に、どんな長大な物語にも勝るとも劣おとらない恋愛模様が記されているのだ。


    　神こう々ごうしいとさえ言える光景に、小生は息を呑のんだ。


    「ラブコメの形は、ひとつではないんスね……」


    「左様。人の心の数だけ存在するのです」


    　ラブコメの計り知れない奥深さに感じ入り、小生の瞳からは自然と涙が溢あふれていた。


    　そして小生の隣に立つ肉まん娘もまた、同じように涙しているのだった。


    



    　世界中のラブコメを求める小生の旅は続く……。


    



    


    


    
      （めーめー書房刊『唐から津つ田だＱきゆー太た郎ろうの冒ぼう険けん』より）
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